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日 本 建 築 協 曾 議 行

昭 和 15 年 8 月号変行

菊裁判 ・ 6 0 0 徐頁

建
叫
染関 係 法 規 抄 纂

(大阪府)

- 本書は別働市街地建築物法令の姉妹編なり

集 録 範 圏一 本 容 に 於 て は 建築日開法規より大約下記標準により側係僚交を抄出せり

l 、 建築物の位置、機主位、設備、敷地、接する道路等に附f系の篠文

2 、右に附係ある事項の定義を規定せ る官条文

3 、規則適用地の阪域及適用物の鈍図を規定せるt条文

4 、建築に関係する手紙胸係金規定せる僚交

主 な る 内
"'" 
-e- 項 目

.W 、，、内向何w 、，

工 事 側 係 法 規

工 務 関 係 法 規

御 陵 議 及 百 五 像 陶 係 法 規

銃 砲 火 望 書 関 係 法 規

自 動 車 関 係 法 規

河 川 関 係 法 規

防 疫 関 係 法 規

診 療 所 関 係 法 規

f色 険 物 n同n  協I 係 法 規 精 市中 病 者 関 係 法 規

ｾ縮 瓦斯」 正法化 ｾ ｊｬｦｲ 関 係法規 (li， 料

*  

開 係 法 規

I鑓 告 4お 開 係 法 規 氷 雲 開 係 法 規

社 寺 日目 f系 法 規 牛 乳 腕j 係 法 規

食 座 歎 開 係 法 規 王里 髪 開 係 法 規

料 理 毘 飲 食 底 納 係 法 規 汚 物 開 係 法 規

輿 業 場 開 係 法 規
府 物 開 係 法 規

遊 技 省高 開 係 法 規 禽
ｅ 雪 合ｾ 開 係 法 規

滋 泳 ｾ＠ 院J 係 法 規 屠 草 野 及 死 音 関 係 法 規

射 倖 開 係 法 規 家 畜 市 第 及 肥 料 側 係 法 規

宿 屋 及 湯 屋 関 係 法 規 主主 地 院}! 係 法 規

市 右 耳 及 扱 』 商 務 関 係 法 規 来E 開 係 法 規

L註 E奇 開 係 法 規

そ の 他 時 局 建 築 関 係 法 規 の 殆 ど 全 部 を 掲 載 す

肯 定債・金武園東拾銭・ 廷料拾ｾ銭 カ

但協合員一冊 ニ限 リ 特 償 金 武 悶

日 本 建 築 協 曾

大阪市北区朝日ピル4階

掠替 口座 大 阪 3 9 9 75

丸善本支府

買捌

柳 :々i; 土建:J吉



曾

. . $ 

ロ

曾勢幹事曾主催 11月見翠? 象告

( 名 士 庭 園 見 皐 )

1. 時 … … … 11 月15日 (金) 午 後 1時 30 分 集 合

1 . 所....… ... .... 京
者B 市 南 対車 寺

1. 見 事 先 … 稲 止田 lts 庭 国 ( 決 定)

市 田 lts 庭 園 ( 交渉中)

] . 交通 費一- 自 燐

カ這 而 此 件 に 限 リ 注 目 中 に 詳 細 男IJ 便 を 以 っ て 御 逼 知 致 し ま す。

食事E元二千六百年配念カ

建 築 文 化 展 覧 曾 開 催 橡 告

l  時…・……・… ＱＱ 月 ＲＳ 日より ＲＸ 日迄 Ｖ 日間 Ｈ ｾ夫定 Ｉ

1. 合 場 … … 大阪市円本橋・松坂屋ホ - J V ( 決定)

1. 展示内容… … l

( イ〉 宮内省御貸下品

御 陵、大嘗宮殿、 正倉院、 京都移「所 、 桂 離 宮 、 等

38黒白御寓異

(ロ ) アパ ート メン ト . - >、クス其他、 懸賞首選問案

( ->、 ) 諒貰新聞租: バラシ 2 ート 略、市1↑j社、多賀塔、新 設

生駒i I J 1l室 i茶、極原払合運按場、その他模型菰種

( ニ) 紀 元二千六百年産市[ 式且式場その他 各種寓異、参

考図面等教種

* 以上の詳細は言十重確定次第攻めて主主知叉[ 土他の方法を以って足首告い? こしま すから 、御含み置きのヒ

閲期中( ま友人知巳を{ 卸 i誘ひ合せ多級i知観覧 F さるほお.-mひ致しま す。

主 催

建 築 拳 曾

日 本 建 築 協 合



都市の武装[ j _ 焦眉の急務

昭和の維新、岡内新髄制の創定に際し、間外日調伊三岡岡県成る。我間生存構の確保

は、新東亜の建設と共に、全世界の新秩序、全 人類提幸踊に寄興せむ とするもの、 即 も高

度岡防岡家の完成は、同民奉って、一億一心、八紘一宇を理念とする 、天業翼賛の匝道賓

践に在りとす。 ，

翻って 、 ｲｵ ｾ { e 地球表J - : の事責に放φ て、之を被せむか、東に翠慶に封する空襲、西にロ

ンドン lこ3討する 空爆、叉ベルリンに! i する芸襲、日に夜 を続 いで、 共め効果の偉大なると

惨AAの劇烈なるを、詳に報せ' ちる、{ e 耳にす。東斑の付Il印に弐< ' ，蘭印のあたり、新雲漠

々、山雨将じ到ら tr として、風桜に満つるの慨なしとせむや。

高度開防関家の完遂には、あらゆる方面 lこ於て、所詞綿力鞍を考慮、措置するの必要あ

る. は、敢て論を侠? こぎるも、 f五u! ま逃んで具韓的施設に就い て考察せんか、安襲下 lこ於ける

ロンドン e .r-::; レリンとの情態に、思{ e 符するとき . 我向の現献果して如何。吾人は↑栗然 と

して肌に粟ｾ生ぜぎる を得き 「る の費 ｊ 感 、 鬼気愁々として迫り来る』を費ゆ。

近き質例は、大正十二年九月一日に於ける 、聞東大震火災の東都に徴するを得ぺし。一

朝有事に首，. 1) ，木造都市の霊長るべき、可能性に7 - ? ; " む災害を如何せむ t するか。近年防空訓

練 の漸次進歩せるの跡を見 Y るにあちぎるも 、叉木造家屋の防火改修も 、日に月 に共の歩

武を准めつ〉あるも、これ果し て完杢なる旅設なり正して、心 を安んじ得るや否や。

我岡重要都市の防2走路設、都市武装のず芝府の急: 務中の念務なるは彰々乎として既に明か

なり。しかも空襲時に於けるホ浩都市の災害は、- * U : にして都市全部を焼土北するの虞あ

ると共 lこ、ノj、児綜人の阿鼻叫喚の粛す 4 き人心の不安と焦慮は、延いて思想的に一大激打

を抱かむとする方面 tこ闘し、果して精刺l的訓毅の黙に於て遺憾の恨みなきか。所開銃後の

守、牢聞として硬し ι なし得るの自信ありや否や。これ杷人の憂色して閑温して可なりや

敢て問よ、。

防空施設主しての従来の各稀のもの、皆夫々特色あり 、特長ありで、- e して其の不可

なきを見るも 、 百尺竿頭更に一歩Ｚｾ准めで 、根本的に 考慮を廻らし 、都市民の逃難設備 、

防空壕の充分なる賛1在、 之に闘する訓練、 防空村lの完備、 f古Hま進んで、 積極的 tこ都市中

枢部に於ける木浩家屋の徹去、防火地区 lこ於ける建築物耐火性の高度必等の重要性は、軍

事施設及重工業協設に比して、決して劣らさ' るものあるを認識し、速に之が劃策 を講 じ

て、 建築材料の配給制を是正するの必要、切賀なるものあるを強調して 止まさ「る所以な

ち。 〈昭和15 ・10 ・25 ・重霊長生〉
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建 築 用 物 資 の 配 給 統 制 に 就 て

今日の建築に使用されてゐる物資の種類は非常

に多 l肢に沙ってゐる。

建築技術が逃歩 するに従って、各種の緋逃が設

建し? こ。そして一つの新らし い工法が工夫き れる

に従って、新らしい物資がそれ に伴って要求され

る犠になっ ?こ。にから建築m物資は年々その種類

が増加する 一方であっ? こ。建築以外の他の工業で

建築程に多種多椋の物資を泊費するものは先づ無

い棋である。逝舶が比較的多〈の種類の物資を使

用する。克 も結は水に浮く建築であ るか ら、浩船主

建築 とは親類筋の様なものであるが、 それに して

も浩舶は到底建築程に各種の物資を消費しない。

兎も角建築用物資の種類は何千何禽と戴へること

が出来る 程多いも のである。

放に事鎚前には日本の工業で、直接11M主に建築

材料の製起!i に?J :ってゐ 7こも の〉激は非常に多い、

活舶、 車輔、肥料、食料品等と いつに極〈 一部の

工場を除 〈し 殆んど全部が直接間接に建築JIj物

資の製浩に闘係があると云へる。

一方建築刷物資は菅に種類が多 いのみなら子、

その消費する数盆が又莫大なものである。建築刷

物資程大量に製造されるものは他iこは珍らしい。

外国電報による と、紐育では大建築が津山に建

つ主云五、日容が蛾がると、ウオール街の株の値が跳

ね上って、建築の教が減 じそうTごと 云ふ と、株の

値が下って米ると云』、。即ち建築の興亡が貰に財

界のバロメーターをなして ゐる 。つまり 建築は各

種の物資の大安る消費者であるから、紐育の様に

建築の斑んな所では、確かに建築が景気伝左右す

るのは首然である。

我々の生活にしてみても、我々の月々の牧入は

親子数人の食 ｾｈＺ＾ 賄ふことが出来、家族 ｬ ニ衣服を

買ってやることが出米ても、家を建てることが出

来る程除裕のあるものではなしせいぜい借家の

家賃を支拶I l ひ得られる程度のものでしかない。つ

まり位は衣食に比して非常に金がか〉る 。中々 住

の問題は自分の日々の牧入では容易に解決出来な

楽家者は大阪府il 築態管官

玉 置
豆主主

主ｾ ラた

来

夏目

い。それは主義克するに建築は大鑓な消費なる が故

に金が掛かる。そんなに金の掛るこ とは安牧入で

は乎に負へな いからでゐる 。

今度目支事鑓が始まって、大盤浮山の物資がい

ることになっ7こ。勿論普段か ら相官準備はされて

居? こらうが、戦争の消費が猛烈な矯 に、新? こにどし

どし柿給しなければならな い。こ の有11給は戦争 に

目安つ＿こめには ｊｻＺｪＩ［ 手 ｉ ｾ でも必要である。物資がな い

からと云って戦争を止め る諒 には行かない。昔か

ら戟宗と女郎買は金がな くてもやると 云ょ、諺語が

あるが、戦守m物資は是非調達さ れねばならなし、。

そこで戦争用物資が足 りない時には一般生活用

物資が戦宰m物資に廻されねばならないこ k にな

るのは止なを得ない。

その時建築用物資は前i速の如〈、 一呑種類が多

〈て、 一番分室ーが多いから、建築月j が戦争用 に一番

津山に廻され るのは首然で あるつまり物資調達と

云ふことに なると 建築 に一番風首 bが強〈なる。

事生き世; 初粧が1統HJl Iが始 まる や、建築にけがなぜ

こんなに いぢめられるか主云ム話を度々聞かされ

? こ。事賞鍛の制限も最初は建築Tごりであつにし、

銅の制限も殆んど建築にけが受げ ると 云つに調子

であっ? こ。然しそれは建築なるが故に風首 bが強

かつにのではなしに、非常な消費者なるが故に風

官りが強かつにので' ある。

斯様な語で建築刷物資は経がi統11111が始まる主先

づ最初に、その目標となっ? このであるが、それか

ら後も引き続 いて段々強 度 の統 ｩ ｬ ｩｬ ｊ ｾ 受げる こ主に

なっ ? こ。今これ等の統制を振り返って見ると :一一

昭和 12年 10月 11 日に種々の統lj Jl J に先建って、鍛

鋼工作物築造許可規則が出て、50噸以上の銭鋼を

建築工事に使用することが禁止されに。 この時に

は1止の建築人は唖然と しにのであるが、今日の制

限から見れば、貨 にまに有難い t のであっ ?こ。

昭和 12年 11月 6 日には引き続いて銅使用制限規

則がI:H1こ。屋根、壁等に銅の使用が禁止 されに。

谷樋な どに銅板が使用出来なくなっTこので、屋根

1  X I  



の悶仕舞 に大鑓心配さ れ出し fこ。ぞれよ h も高級

な日本建築から 銅が奪はれるとなると 、 日本建築ー

の持ち味 とい ふものが全く無くなるので、 それが

大事き残念がられ? こ。然しそれも今日から振り返っ

て見る し m 大鑑賞津な考へ方であっ? こ。

昭手n 13年の中頃になって、使用制限、製造i l; lj肢

は本俗的になって、 4月25 日に「銑餓鋳物ノ製造11iIJ

出ニ，闘ス J レ1L1'J と云ふ規則が出て、箆物み建築附

属器具が大量的に製造を禁止されて仕舞つに。そ

れに引き続いて、昭和 13年7月8 日に「鋼製品ノ製

匙制限ニ闘スル件」が出て 、 これで全面的に銭製

器具 と建築 とは絶縁と云ふことになっ? こ。その翌

日に は 「鉛、斑鉛、錫等使用制脱規則」が出で 、

同日に 「米松版寅取締規則」 も出Tこ。正 しく 肱援

に達がな い。

7 月に はこの外に「鍛鋼工作物築浩許可規則」

が大改正されて、鍛筋、餓骨建物の見込が全然無

〈なつ にばかり でな い 部鍛仮が著しい佼別制版

を受ける こと になっ?こ。

その間「銅使用制限規則」も「米松販買取締規

則.JJ も改正強化 されて、 これ等の重要物資はー迭

に窮屈 になるばかち であっTこ。

組 じて昭和 12年、13年及 14年の前宇は、物資の

使用制限や製造制限iこ主力が織がれて居? こ様であ

るが 、 ノｾれ に げでは経梢統 制 の完壁が期し得られ

ない ので、14年後宇か らは、 生産統制、 配給統11，!j

に主力が注がれ ることになって、戦時粧前政策が

一歩前進せ しめら れに犠に見受けら れに。即ち

昭毛p14年9月27日に は「用材生産統制規則」が

出て材木界に大革命が粛されて 、今迄日本金閣に

敷寓極に及ぶマ ーケットホ ームのあっ? このを、ウ

ン ト減少せ しめら れて、規格の単純化が計られ?こ。

これは大量製産並 に有無相通ぜ しめるにめには非

常 に必要な ことであっ?こ。

昭和 15年3月2 日には「セメン ト白鴎合統制規則」

が護令 されて、 14年中頃より著 し〈品薄を告げて

居Tこセメ ン トの販買が大統制 を受けることになっ

?こ。

引績いて「鍛鋼需給統制規則」も護令さ tc1こ。 こ

れ等の規定では物品の譲渡1こ切符fl;l jが採用され? こ

のであるが、別に規則 を制定しないで、任意に切符

による配給方法を主られるものも急増して*1こ。

以上の様に矢幡ぎ早に使刷制限な れ 製造制以
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がされにのであっ? こが、建築用の大部分の物責じ

就ては在来の商人なり工場の乎持品は従来通り賀

ることが認められてゐ? こ。手持品の寅買が差向へ

ないことになって居る? こめに、一商問で禁j/i lj品の

製造されるのがなきにしもあらす・であっ fこのであ

る。然るに 15年7月6 日に「者修品等製造販賀制限

規WJJ が出? こことによって、宛も止めを刺され? こ

感があり 、建築川金具等の禁制品の賀買は一切こ

れでストッフされることになっ? こ。

斯 〈の如< i li リ以なれ統制なりを受げて居るも

のを一々奉げるし非常に、洪組なものになるので

あるが、貰際問題としては 、これでまにま ピ充分な

物資の節約と云ふ所まで は行かないのであって、

全面的の物資節約をする ?ニめには箇々の物妥を別

々に統制するのでは不充分であって、矢張全面的

の統制を必要とすることになる。そこで昭和 14年

4月21日には「臨時資金調整法」が改正強化 され

て、特に軍需I511製造用その他生産協充用の場合7ご

りを例外として、 ｩ 邑 Ｇｉｾｾ 3 寓国以上の建築費のか〉

る建築を一切禁止し、 特殊の もの七けが5蔦図迄

認められることになれそれ等の金額を超過する

場合には L、づれも大戴大臣の許可を要すふことに

なり 、勿論許可を申請しでも許されないのが原則

Tごと云ふことになっ? こ。これが大建築 l二及ぼし?こ

影響といふものは、中々茜大なものがあっTこので

あるが、 これにも増して、大事な影響のあつにの

は、昭手1114年 11月 8 日の木造辿物建築統制規則で

あっ? こ。

先の臨時資金 ［ｶ，ｾ 整法によって煉瓦浩なり 、 無筋

コンクリ ー ト池なり め大き芯ものは殆 んどストッ

プ3 れ? このであっ fこが、 この木首!i 建物建築統jl，lj 規

則では木浩建物の大きなものが、すっかりストッ

プを命ぜられることになっ? こ。これが建築界 に及

ぼレ? こ影響は資金調整法にも増して: 互に甚大を極

め?こものがある。

斯〈の如 u悠接にi;ii ない位矢櫨早やの諸統制で

あって i 一つの規定を充分飲み込んで居な い内に 、

後から後からと新らし い規則が迫ひ掛けて来るの

であるから 、施行に首る者も 、取締を受ける側の者

もい き〉か面H金はざるを得な いのは首然である。

流石 lここれピけの諸統制であるから 、木造建物

建築統 ililj 規則の出? こート月後程には市場では建築

用資材の償絡も下り加減であり 、品も少しは物に



よって自 1I1 になっ 7こと云ふ噂が立つ様になっ。? こ

然し乍らそう云つ? こ感じもひと頃の大援な窮屈さ

に比較 しての話であって、底を? 流れてゐる物資に

釘する不白山の聾は拭. J 9 l J されるべくもなかっTこ。

これ7ごけ の 規則 が各々 別々 の役所から 別々に出

るのであるから、これ等 が町でトンチンカンな効

果を粛すのは云ふまでもない。

汗牛充棟も菅ならさ「るこれらの諸統制規則は、

いづれも皆一物資を単調に考へ7こ縦の取締? ごりで

あって、例へば鎖が不足するからそれの調整を し

なければならないと云ふ こ と に な る し 鍛 の こ と

にけが考へられて、これに闘聯性のある他の物資

のことはー慮ぉ柑ひなしである。

これは止なを得ない首然のことなのであらうが

鍛 ば か り で な い 銅 で γ 木材でも、セメントで

も何でもが特同じ調子である。 Tごか ら一物資のみ

を使用する工業の場合 lこは勿論これでも差問へな

いのであるが、建築の如 〈前述の様に非常に多粁i

類の物資を多様に使用するものの場合には、これ

では非常に困ることになるのであって、縦のこれ

等の諸取締を舗にがつもりと連絡をとる必要が起

って来るのである。

各物資の使用制限な れ 配 給 統 制 抗 個々別 々で

あって横の連絡がない駕 l二、制限なり統制の強い

物資と 比較的緩かな物資とが{-f'，来る事になって、

木材をやっと準備 ｾ ｈ 来＿このに釘が丸切り無かつ＿こ

り、セメ ントをどうにか苦面し7こが鍛筋がま t.: 廻

らないと云つ? こ調子で、物資の主が杢〈披行的で

ある。而かもどの物資も皆今日では不足勝であっ

て、こ の場合の木材に しても、セメントにしても

不足の中を特に背面され? このである力久 相 棒 が 問

¥づらを合すまで作機、 つまり死賊されることにな

る。物資の無い時の この死離はまことに惜しいも

のである。

放に今日の様な時勢ともなれば、是非共この物

資の肢行的配給を弘正して、不足物資を有効適切

に利用する計霊が必要 になって氷る。現在での見

透しでは今後物資ば主主々不足 して、統制を受げね

ばならない物資の程類も増加する のであるから 、

今 後の建築界にあっては、 こ れは重要な問題であ

る。

商工省では設に木造建物建築統制規則が護令さ

れる 時に、 既にこのことが考慮されて居て、こ の

規則 の ｕｾ 八僚には許可を受ける建物には 物 資の指

定をすると云ふ項目が掲げら れてゐ fこ。然し それ

は全ぐ綜合的統制 の準備 に過ぎないのであって、

賞際問題としてはその指定の効果は殆んど重量っ て

居なかった。今回愈々 この綜合統 制が強化される

ことになって、 その賀行のftt めに建築 用物資配給

統 il; IJ 協議合が設けら れること tこなっ? こ。

配給統制に閲する商工次官逼喋

この協議合の整備は勿論商工省よりの懲憩によ

るものであって、 これに闘して次の如き. 通牒が渡

せられにのであつに。

15化第4366減

昭和 15年6刃14日 商 工 次 官 岸 信 介

大阪府知事殿

建築用物資地方肌給統制l機構笠備= 闘 スルイ牛

事聖書以衆建築用物資= 付テノ、使用制限或ノ、百日給統制 /

形気= 於テ箇所的統制資施相成候民主物資需給 / 遜遁セル

状況= 鑑ミ道府阪制笛物資= 付テノ、ー居眠給/ 適正 7 矧

スルノ要アル ト共 = 漸衣統制物資/ 増加= 伴ヒ各物資ノ

敏行自I.]! ! i B給 7 是正シ以テ各物資ノ有効利用ヲ言十ルノ要有

之裁而本イ牛= 閥シ客年 11 月 8 日14化第3633貌木造建物建

築統制規則= 開スル件商工、内務雨次官主E牒ノ: 次第モ有

之建築用物資= 付英ノ配給 7 法令= 基グ建築ノ許可、認、

可等= 関聯セシメ叉法令ノ適用ナ キモノ= 在 リテノ、工事

事資ノ確認 ト併行シ道府1¥1係劉笛物資量ヲ規ヰ! l トシテ食管

下= 於ケル緊急 7 要スル建築計笠ヲ鍛選ノ上之 = 必要ナ

ル物資ノ適量 7 綜合的= 優先西日給 スル匁建築用物資ノ一

元的酉E給統制段構 ノ縫立スルノ要アリ ト被認候係地方ノ

賀状= 際シ} l IJ 紙要綱 z 基キ該機構ノ! 整備並= 之ガ主主轡 =

側シ格段ノ{ 旬酉E慮キ目成度比段及遁牒候也

這テ事ｾ以来建築叉ノ、建築用物資入手］関スル手煩多

岐= 亘リ共ノ煩こ湛へザノレモノナ屯/ トセ ズ之ガ重量理ノ、物

資配給ノ; 盛正 7 期スル錦之モ必要ト被認候締本機覇軍ヲ活

用シ事務ノ統合簡易化 ヲ園ル様御留意相煩皮申添候

建築用物資地方面E給緩和l要綱

一、 ii l ! 給続制機関

一、 名 務

0 0  ( 道府県幻建築用物資質E給統制j協議舎

二、構 成

回E絵統制機関ノ織成ノ、左 = 依ルモヘトス但シ地方ノ

事情= 依 リ必要ア リト 認ム ル蕩合ノ、遜宜成員ヲ告を更

叉ノ、逗加スル コト Ｗｾ 曇ルモ ノトス

( 1)  道府県裏側係者

( 2) 土木建築業者ノ組合代表者

二 、 事 業

一、 建築用物資ノ綜合的配給調整 7 行ヒ且共ノ需給ノ ，
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i iM正 7 期スル気左 ノ事業ア行 7

( 1 )  道府県系= 制箆・ァ リF ル物資中建築= 謝スル割嘗

= 閥スル連絡協議

( 2)  商工省 ョリ 道府県芸 = 叉 ノ、道府際( 釘、針金及餓

線叉 ノ、亙鉛銭板= 在 リテ ノ、首該地方協議合) = 0 於テ

建 築用トシテ 劉笛ア リ ｆ ル物資 ノ ￬Ａｩ ｅ 給 ノ 方針 ］ｯｾ 持 ｪ ス

ル連絡協議

( 3)  建築用物資指定= 開 スル連絡協議

( 4)  建築用物資制首誼明書ノ安行二附スル連絡協議

( う〉建築関係物資統制圏鐙 トノ 連絡協議

( 6)  英 ノ他m築用物資 ノ綜合的自日給統制= 必要ナ ル

事項= 倒 スル漣絡協議

三、補助後関

本商E総統制機齢j/. 蓮替= 笛 リJ 色方長官ノ、 J毛ノ管 1'- ュ於

テ工事 7 匁サン トスル土木建築業者ヲ統合シテ成ル可

ク翠ーノ組合 ヰ結成セシメ( 既存 ノ図惣アルトキノ、之

ヲ活用 スルコト Ｗｾ 号〉之ヲシテ建築用物資 ノ 指定叉ノ、

建築用物資割笛詮明 ;;!F 苦走行等こ胸ス ル事務 / 一昔[ 17

行ハ シムルコト Ｗｾ 号 ｊ レ モ ノトス

各組合ノ、成ル可ク 之 7 統合 弓ノレ組合聯合合= 加入セシ

ムルモノトス

商 工 次 官 遁 牒 の 要 旨

この通牒に於て注目 すべ きこと は、物資の配給

を建築の許可認可に闘聯せ しめるこ とがーっと 、

物資配給を緊念建築 に優先配給することである。

建築の許可認可を物資の有無に闘辿せしめるこ

t については、確か銭鋼工作物築造許可規則が出

?こ時 に首協合員の一部の 人々からは明瞭な意志表

示をさ れ?こ様に記憶してゐるが、 その時は建つ建

?こんに拘はらす、 建築認可はしてlZい? こいと云ふ

こと であ っTこ。それで大韓そ う云ふ謹びになって

ゐ? こ様である 。然a し今日になって考へるしそれ

は全 〈ナンセンスなことであって、 その認可は何

もなら ないこと がlリ1I 僚になっ7こ。寧ろそう 云つに

物資の ない のに建築が認可になると云ふと 、唯建

築主主? 惑は すより外 に何物 でもな い と云ふことに

なっTこ。Tごから最初の 一部の 人々の考へ方は今'日

ではもう清算されねばならないこと iこなつに。

次の優先配給の問題は愈々物資が不足しての話 に

な るのであるが 、 需 要 ｾ Ａ￯Ｈ と供給量 の アンバランス

の度合は者 ｾ ｉ 反諸官度建五、 ｔ ごら う から 、 その時の欣勢

lこ侯? こねばならな い。

協議合の構成については、商工11の原案では協

議員は大韓関係官吏と土木建築業組合の代表者 主

云ふこ とになって ゐるのであるが、物の配給は役

人と泊、費者t.: りでは充分なことが出来ない ので は
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ないかと思ふ。消費者の小 田原評定よ りも、製造

業者や尚 人 の手から少しでも多〈廻 Ｔ ｾ 貰う方が

品物が潤穫にな るのであるから 、配給機構では製

造業者、販買業者の方が消費者よりは透か に重大

な分婚をしてゐるのである。故に大阪では消費者

の代表より，も寧ろこの製逃業者、販買業者に重1誌

を置いて、この方から津山の人を協議日になって

貰って、先つ九日物を準備して、撚る後に配給方法

を告もするると云よ、建前j にした。

協議合の事業はこ の商工次行通牒に数項 目に分

けて盛られてゐるからこれで明瞭に御承知願へる

と思ふが、これを完全に遂行することは仲々容易

な業ではない。既に本協議併の I-E，予k る前に敷物資

については 、 その物ｊＳ ｴ ｊＧ ｩｉｾ 笥の協議千＿が Ｕｪ ｬｪ 迭に ｾｲ Ｂ，来

てゐるものもあって、 これに割り込む椋な形にも

なり、賞際は可 也骨の折れる仕事である。此底 に

書いである ことが うまく宜ー行、出来? こち 、少ない乍

ちもその少な い物資が或る程度但l満に動いて〈れ

るこE になって 、現在の不自由な j伏態が蝕程緩和1

きれるこ主 になる。

協 議 舎 規 定

協議令が活動を開始する矯めじは規程を整備す

る必要があるので、大開商工省からの原案に基い

て大阪府には次の棋な協議合規定が設けられ? こ。

大阪府告示第 1367盟主

大阪府ｾｉ￠築用物資雪 ｅｾ 台統市 ｉｊ 協議合規程 Ｗ 左ノ遁定ム

昭和 15q三9刃6日 大阪府事 宇井 清

大阪府建築用物資制給統制協議合規柊

第一後 本協議合ノ、大阪府 F= o 於ケル建築用物資ノ j綜合

的自E給調整ヲ行ヒ且物資需給 Y i直正ヲ 期スルヲ以テ目

的トス

第二後 本協議合ノ、大阪府建築用物資I1j s給統制協議合 ト

軒写ス

第三1資 本協議合ノ事務所ノ、大阪府暫察官E建築J J I l : = 0  i在ク

第四館 本協議合ノ、大阪府主事演fi 目、普察官日及皐務部l持.1(;系

官並= 大阪府下二於ケル土木建築業者ノ組合代来者及

合長ノ委腐シタノレ者ョリ jぶノレ 協議員 7 以テ組織ス

第五後 本協議合ノ事;設左/ 立Hシ

一、大阪府= 割首アリ F ル物資中建築 = 0 ｾｊ ス ル制 泊 ・こ

ＱＣ Ｑ スルｾ絡協議

二、商工省ョ リ大阪府= ヌノ、大阪府= 於テ Ht 築汗] トシ

制首ア リF ノレ物資ノ百日給ノ方針= 隣j スル述絡協議

三、建築用物資指定= 倒スノレ連絡協議

四、建築用物資制笛説明容ノ毅行= 闘スノレ漣絡協議



ヨJ. 、建築用物資統制 lim鐙 トノ 惑 絡 協 議

六 、 ｾｾ Ｏ i也建築J打物資 ノ綜 合的活f¥t.t統制j 二必要ナノレ' !J:

項= 跡J スノレ連絡協議

第六f議 本協議合 = 17. ノ役員7 ' "ili:ク

令 長 l 名

目1防 長 2  名

幹 事 若干名

令 長ノ 、 大阪府 知 事ノ ｾＧＦ ］ 在ノ レ者 Ｗ 以テ之］充テ手 ｲ ｾ 長 ヲ

紙、現ス

民IJ 合長ノ、経済部長及警察 部 長 ノ職 = 在 ノレ者ヲ以テ之こ

充テ令 長ヲ 補佐シ令 長 ｛ ｪｾ 枚アノレトキノ、合務 Ｗ 代行ス

幹事ノ、協議員中ヨ リ令長之 7 委噛シ令務 7 分学: ス

第 七 後 本協議合こ事務機刷ヲ 'ii'eキ合長 ノ委噸ス ノレ大|奴

J(f 経務官11、華? 察古II.&. 毛義務郊j y! ，j係官・若干名 7 以 テ組織ス

事務機時十 、合長 及話IJ令長ノ1 f i ; - 7 ' 受ケ事務= 従事ス

合長必要アリ ト認 ムル トキノ、大阪府ド = 於ケ ノレ土木建

築業 者ノ組合ヲシテ前 項 ノ 事務 ノ一 部ＷＧ ｾｲ ノ、シムノレコ

ト ＷＧ ｾ号

第八f資 本規怨 = 1E メナキ 事 項 = B!l シテノ、大阪府知事 之

7' J E ム

計t ｾ ｉｊ＠

本規復 ノ、昭和 15年9月! 日ョリ 之ヲ路行エ

今迄他の物品に就いて設け られに租々の協議合

では、 そのJj X 抜ょ、物資は一報叉はそれに類似の教

施であって、 nn口が緯程一 に狭いのであっ? こが、本

協議合はそれ等に比すると 1m口が大経 に貯代組織

として は従前に見な い柿成をなして居る。

この協議令は}m限単位であって、大阪に IJ-I，米Tこ

のと 同様に内地の他の二}f. f四十三li思いづれ iこも出

来て居る。

配給統制に闘する化皐局長逼牒

向除j 工省内には中央協議合とも栴すべき挫築統

i!l1]協議令が出来て居て、 その決定が地方へ司令と

なって出で、中央地方の連絡が密にされることに

なってゐる。

建築用物資配給統1 ! i 1 ] 協議合が質施する建築用物

資の綜合的配給方法にl摘しては、前j 工省化摩局長

より会11事宛に詳細な通! 慌が列乙て居 るのであるカヘ

その通牒中重要部分を抜翠すること

15化局第 1225盟主

昭和 15年7刃!日 商 工 省 化 摩 局 長 永 岡 彦 太 郎

大阪府知事殿

建 築用物資ノ 綜 合的配給統市1]= mf.l スル件 ( 抜 本〉

首 題 ノイ4' -=闘 シテノ、、 客年 11 ｊｾ＠ 8日、 14化第 3633盟主木

Ｕ 笠ｾ物群笑統市 ｉ ｊ 規則施行］附スルイ Ｔ 、 商工 、 内務爾 二 次官

ｪｪｫ 問、 ｲ ｾ ｴｬｾ 3  = }i モテ指示相 J!X. il疾鬼ヌドイ1' 6月14日 14化 第4366

m述築用物資j也方自E給統市1] 機構聖創出二関 スノレ件 商 工次

官 jffill 監視 = 本i i ! i 牒= 思キ建築用物資配給統制協議合設 立

/ 上別紙要網走田iヨ= 依 リ成ノレ可ク 3率二建築物資ノ 綜 合的

問 給:it 制 事務 質施十目成度比段及: J ! l IJ 則氏也

建築用物資地方自E給続制要綱』細 目

第 一 往築ｊｦｬ物資羽 ｅ 給統括 Ｑ｝ 協議合事務機関 ノ 構成 Ａｬｬｩ ］ ｾ ｾ

ノ事務所々在地

& t 築用物資制給統語1] 協議合事務i茂樹 / 構成 = 1寸テノ、成

ノレ ベク商工省令木巡建物建築統制規則l他行部課員ア 虫

館 トシ之二日目l系昔日課員ヲ協力セシメ向必要= 燃ジ之ガ

的 jj)j 機関 トシテ 笛該道府蝦- 於ケノレ土木E霊祭染者 ノ組

合 ノ事務後騨共 / i也7 参 !J日セ シム J レモノ トシ建築用物

資限給統制j 協談合ノ事務所ノ、之ヲ悶規則j 施 行 部 課 = 世

クモノト ス

第二 建築用物資 / i!i f¥*台統古Ij = sI l スル事項

建築用物資ノ配給統制j ノ要領ノ、左= 依ル モノトシ 其 /

重要 ナノレ事 項= 付テノ、建築用物資自E給統制j 協議合= 於

テ連絡協議シ 共 ノ事務 = 付テ ノ、同 協議合/ 事務機関之

= 賞 ノレモノトス

一、取扱物資ノ範圏

一般民需建築= 使用セラノレペキ左 ノ物資トスルコ ト

〈イ〉耐火木材 て ロ 〕釘〈 ノ、 〉 針 金Ｈ ］ Ｉ滋 線Ｈホ Ｉ ｾ

鉛滋板 〈へ〉 メタルラス 〈ト) ! 7イヤ { ラス( チ〉右 ー

綿スレ ート ( リ〉セ メン 1・ 〈ヌ〕綿入硝子

二、物資 ｾｭ 給統制ノ方法

〈イ ) r一 J ノ物資ヲ取得セン トスル建築宇ーヲシテ建築

用物資需要申告書 7 見出セシムルコト 前項塗築用物

資需要申告脊ノ、地方ノ事情ユ依 リ共 / 徒 出スペキ l汲皮

ヲ適宜定メ件 ノレコ ト 提出スペ キ限度ヲ定メ タルトキ

ノ、遅帯ナタ l商工大臣= 報告 ;<. 1レコト

( ロ) ( イ〕 ノ建築用物資需要申告会= 基 ク主主築用物資ノ

指 定 ベ 三 J = 依 リ商工省ヨリ道府鯨= 手 ノ、道府燃= 於

テ建築用 トシテ割前ア リ! J /レ「ー J ノ物資量ノ範圏 内 =

於テ之ヲ鍔シ夫々ノ建築用物資 指定舎 ヲ夜行スルコ ト

前項ノ建築芹l物資指定書 ノ務行ノ、地方長官名ヲ以テス

Fレコト

( ハ ) ( ロ〕ノ建築用物資指定.{! } =基キ 「六」ニ依リ 主主築

用物資制滋詮明言; 5 ' 重量行ス ノレコト、シ 之= 依リ 建築主

7 シテ 笛該物資 ヲ 勝入 セシムノレコト

前項ノ連築用物資制' M設明wノ改 行 ノ、地方長官名 7 以

テスルコト

三、建築用物資指定書家行事務虞理要領

〈イ〉建築用物資需要 申告官 ノ提出アリタル場合必要 ト

認ム ルトキ ノ 、 首該建築物ノ関ｾ ￭ｩＧ Ｑ 国 及平面 園並ニ物資使

用 ノ個所ヲ明示シ F ノレ悶函ヲ拠出セシムルコ ト

!5 XI  



( ロ〕建築用物資需要申告書ニハ木造建物建築統制規則

二依 リ届 HH" レ場合及市街地建築物法英他建築= 闘え

ル法令= 依リ 許可叉ノ、認可ヲ受ケ若ノ、届出タル務 合 =

在 リテノ、必要=舷ジ其ノ許可香、認可香、叉ノ、届演詮

ヲ添附セシムノレコト

( ハ〉建築用物資需要 申告書= 付 「四J =- 依リ 需要各物

資ノ償類、す法、 盟主量叉ノ、使途 7 査定スルコト

( 二) ( ノ、) =- 依リ 査定ヲ了シ 9 ル「ー」ノ物資= 付其/

総量ガ商工省ョリ 首該道府燃= 叉ノ、首該道府照= 於テ

建築用 トシテ割嘗アリ 9 ル各物資量 = 謝シ超過 スル場

合= ノ、「 ーJ ノ物資= 付夫 h 英 ノ割醤i理主量ノ範圏内=

於テ 「五 J Ｏ 方針］従ヒ「ー 」 ノ物資 Ｇ ガ 綜合的智 ｮｾ 蓄 Ｗ

鴛スペキ建築 7 決定スノレコ ト

( * )  ( =- ) ノ決定= 蛍リ蛍該道府燃= 劉嘗ア リタル「ー J

ノ物資= シテ其ノ需要部門別害n笛 7 指定サレアノレ物資

Ｈ釘 、 針金 、 餓線 、 ｩｬｬｩ 鎗 鍛板 、 防 火 ｾ築用ワイヤ ｻ ラ

ス及セメント) =- 付テ p 、首該需要 im門= 腐スル建築用

物資ノ、一般建築用劉滋= 於テ考慮セズ1蓄該需要吉s門 ノ

劉醤中ョリ充笛スルコ ト

(，、〉道府脇工劉笛セラレザル需要部門= 属スノレ物資

( 中央釘、針金、銭線西日給協議合ノ取扱 7 釘 、針金及鎖線

亜鉛銭板商EJ 合協議合/ 取扱 7illi 舘俄板、防火種築用セ

メントヲ除クセメント共 阪株式合祉ノ取扱 7 セメント

及石綿スレ ート ) =- 付テノ、( =- ) / 考慮 7 潟サ¥" 1レコト

( ト) ( ノ、〉乃至〈へ) = - 依リ建築用物資ノ j綜合的劉答ヲ錦

スペキ建築ヲ決定シタノレトキノ、建築知物資需要申告書

= 聖母スル建築用物資指定.Q} '7 をま行スルコ ト

回、物資査定ノ燦毒菌

物資査定ノ標準= 胸シテノ、 14化局第826波及 15イヒ周第8

226鋭化事局長遁! 傑= 依ルペキモ向比ノ範圏内= 於テ

成ル可ク詳細炉 ル査定標準ヲ作成シ之ユ依ノレコ ト

査定標準 7 作成シタル トキ叉ノ、之 7 燦更シ F ルトキノ、

遅帯ナク商工大臣= 報告スルコ ト

豆、建築用物資量E拾煩f立並二同順位別I 1H吉方針

( イ〉 建築用物資ノ劉笛= 付テノ、左記ノ首E給j順位三依リ

取扱 7 コ ト

( 1) 軍需品 ノ生産 = 闘聯スル作業場及芙ノ附層住宅

並二 以上ノ附属設備

(2) 生産披充 ヲ要スル産業= 闘機スル作業務及其ノ

附風住宅並= 以上ノ附属設備

( 3 ) 輸出品 ノ製造叉ノ、代用品ノ製造 = 悌I聯スル作業

主毎及英 ノ附属住宅並= 以上ノ附腐設備

(4 ) 公共叉ノ、公金 ノ用 =供スル建築物及其 ノ附属設

備、物資ノ生産叉ノ、配給等 / 統市IJ図 鐙 ノ 用 = 供 スル事

務所ノ類及其ノ附周設備並= 共同住宅、、寄宿舎、 中、

小住宅及以上ノ附属設備

( 5)  ( D 乃至。) ' 7 除ク作業務及其 ノ附属設備並ニ ( 4)

ノ住宅 7 除ク住宅及其ノ附属設備

1 κ 6  

( 6)  其 / f也ノ 建築物

〈ロ) ( イ〉 ノ用語ノ、左= 依ノレコ ト

(2)  ノ生産主黄充 7 要スル産業 トノ、左ノ 物資 ノ生産 ヲ

矯 スモノ ヲ吉田7

餓鋼、石炭、殺金属、非鍛金属、石油及其 ノ代用品 、

ソーダ及工業E盤、硫酸アンモェア 、パ ルプ、金、工作

機械、餓遺車柄、船舶、自 動車、羊毛、電力、

( 3)  ノ代用品 トノ、本来ノモノト 其 ノ品質、製法ヲ異

= スルモ之 ト略同一ノ 用途= 供シ得ル モノ= シテ不足

物資 ノ補填叉ノ、閣際貸借ノ吹善= 資シ得ルモノ 7 謂 7

( 4)  ノ公共 叉ノ、公金 / 用= 供スル建築物トハ左= 掲

グル モノ 7' i青7

紳社、係閣、公響、皐校、主事事援護、社合事業、保健

衛生叉ノ、瞥務ノ用ユ供スル建築物、銭道、軌道、海運

自動車、航空等ノ交通事業及放主主事業 ノ用= 供スノレ建

築物並= 以 t=- 半ズル用途ノ建築物

( 4)  ノ中、小 住宅 トノ、木造建物建築統語IJ規則第 1{傑

第 l項第 l鋭叉ノ、第2貌 =該首 セザノレ住居建物ヲ百円 7

( ハ) ( イ〉ノi!i B給順位各府= 謝スノレ物資ノ制笛/ . 決定=

賞リテノ、原則トシテ各物資= イナ夫々其ノ割嘗総量ノ範

図内= 於テ商E給順位: 各居$IJ; 吉要物資= 当スノレ制t蓄物資

量ノ劉 ｮｾ 員・ＧＷ (  1  ) ノ場合= 於テ最大トシ以下順衣逓減

旦ル儀考慮 スノレコト

〈二) ( ノ、) =- 依リ同 一順位中= 於テ夏 =-1順位 7 決定スル

要アル努令ノ、左ノ各競= 依ノレコト

( 1)  災害復啓二必要ナノレ場合、衛生上、保安上叉ハ

防空上必要トスノレ薮谷、公共土木工事、土地偏重IJ 整理

其ノ{ 也公共ノ事由= 依ル場合 7 先トス

( 2)  公共用ヲ先 トシ個人用 7 次トエ

( 3 ) 住宅難普シキ地方=在 リテノ、( イ〉ノ ( 5) =- 就テノ、

住宅ア先 トス

( 4) 物資ノ所要量; 小= シテ目的 7 主主シ得ルモノヲ先

トス

( ホ ) ( ノ、〉及( = - ) = - 基キ物資ノ i銅賞見込アノレ場合 =-r浪リ

下小屋、材料置事英ノ他省該建築工事= 必要ナル仮設

用物資ノ制活 7 銭ス コト

( へ〉閣庫補助= 依ノレ防火改修事業共ノ他需要ノ緊急性

］依 リ 道府懸］於テ以上ノ配給順位立立］害 ｮｾ 吉方針］依

ルコト 不適首 ト認ムル場合エノ、之= 燦ラザルコ トヲ件

ルコト

六、建築用物資劉営謹明書雲行事務f I i 理要領

〈イ〉建築用物資' 刻銘・5在日Z脊ノ、(ノ、) ( 但古ノ場合ヲ除

ク 〉乃至Ｈ ホ〉ノ ー 筋合Ｏ外建築用物資指定ｾｽ ］Ｍ 基 キ作

成シ之= 添附シ霊堂行スルコ ト

〈ロ〉建築用物資制負・2畳明 1: ! f . ノ、物資/ 種類別= 安行シ制

笛盟主量、有数期限及購入先ノ外出来得 レバ種類及す法

ア促載 スルコト



〔ハ 〉釘、 針金、 鍛線、 亘書皆鍛板及セメン ト = 付テノ、

〈 イＩ Ｏ 述築用 物資制 首 ［ 澄明 ｾ Ｑｴ Ｗ 草 走 行 七ズ 品 Ｑ Ｎ ，ま 物 資 ￬Ｇ￭ ｾ給

E賢明書叉ノ、制笛読明訟をま行機側 ト迷 絡 シ建築用物資 指

定書 主基 キ首該物 資耳目給設明"fj} 叉ノ、制笛 設明香 7 霊堂行

セ シムノレ コト {且釘、針金、銭線及セメン トノ 少額需

要= 付テ ノ、従衆車E給Z歪日耳杏叉 ノ、害tl 1吉設明書= 依ラズシ

テ入手シ得ノレコ トト ナリ居レノレモ地方ノ事情ノ 許 ス範

囲 内= 於テ建築用物資制首詮明書 ヨ重量行 シ之 = 依 F 購

入 シ件ノレ;3塗 ヲ議ズノレコ ト

( ニ〉ワ イヤ ー ラス = 付テノ、i坊火建築用= 充 ツルモノ=

花 リテノ、( イ〕ノ建築用物資制蛍詮明言年ヲ霊堂行 セズ防火

金銅現給要望1 p以 テ之 = 代フノレコトヲ 件ノレコト

( ホ ) ( 3 ) / ( へ〉ユ 該笛 スル物資=- "j テノ、〈イ〕ノ建築用

物資剖笛金明正 7 務行セズ省該物資ノ 統制国穏= おシ

建 築 住 ノ 錠 ｮｾ スベキ 需 要申込 こ 建築用物資指定書ヲ添

附セシメ叉ノ、建築用物資指定演 印 7 内後 スノレ等適宜 ノ

;JY;左こ依 リ( 3) =- 依 )l- 建築用物資指定数果ノ後揚ヲ計

Pレコト

七 、 其 ノ 他

( イ〕 建築用物資指定金又ノ、建築用物資制笛夜明舎 ノ交

附 ヲ受 ケ Ijl )l-者'ii'i 該建 築工事 / 竣工前需要申告容記殺

事 境= 付着 シキ第 夏 7 銭サ ン トスノレ トキノ、再 ピ申告ヲ

銭サシ'ムノレコト工事 7 &1罷 シ タルトキノ、建築用物 資指

定宮 地= 建築用物資制活設明 書 ヲ返付 セシムルコト

( ロ〉建築用物資指定t住地= 建築用物資制笛設明脊 ノ、 之

ヲ他人= 譲渡スノレコト 7 認 メザノレコト

c，，)  rー」ノ物資= 付 テノ、 H; 築用物資制笛詮明君} =- 指定

シ Ijl )レ販rt 業者ヲ シ テ 之 =相 笛 スノレ物資 ヲ確保 セシメ

該詑明 f! t ト引換 = 非ラザレ バ笛該物資 ノ阪賢ヲ 錫サシ

メザノレコト

( =. ) 指定販' i f 業者 '7 Oイテ購入者 ヨ リ受取 リタノレ建築用

物資割前詮明15 7 取綴 メ毎 月10日記 =. ｊ ｾ＠ / 副u 分 ヲ提

出 セシ ムルト 共= 官ir月分 ノ購入及叛賢官E絞 ノ報告 ヲ匁

サシム ノレコト

八、 報 告

建築及 ｬｾ 築用物資自ＨＧｩ給状況］付毎 月 ＱＵ 日 迄 ］共 ノ 前 刀

分 7 j 街工大医 = 報告 スルコト

取 扱 ひ 物 資

この協議合で取抜ふものは一般民日占とし、 ふこと

[こなってゐる 。事宜軍需行需 は今 日優先配給を受

げる ことになって居 h 民請がそれら の犠牲 にな

って ゐるのである から 、こ の窮 Illlな民話 を心配す

るのが建前で あること は云ふ這 ‘もない。然し場合

によると 1r需でも物資 によって はこの協議合が世

訂こしなげればなら な いも の も起 りそ うであり、 ｊｾｦ

牒及市町村営結 )-IJ のもの も民需 とは云ひ策ねるか

も判らないから、此庭で世話せねばならない場合

が起るかも知れな し、。

協議併で取扱ふ物資は商工行の指示では次の十

r! 百円であ る。

( イ〉耐火木材 (ロ 〉釘 ( ハ) 針金 ( ニ〉

鎖線 ( ホ) 亙鉛鍛板 ( へ〉メグルラス( ト〉

ワイヤ ーラス ( チ〉石綿スレ ート ( リ〉セメ

ント ( ヌ) 網入ガラス

木造建物建築統制規則で指定される物資には、

この外に向、米松、棒鋼、補強閉鎖物、 銅製戸が

あっ? こ。然じこの四品目は今度はー肱お預け と云

ふことになっ? こ。

この十品問中耐火木材が十月分として大阪に千

石訓訴があっTこので あるが、色々な都合でこの配

給をTIti分中止することにしてゐる。耐火木材は現

在品郊であるか ら、折角割詰がある以上、是非配

給 すべ きで あるが、 その中に大阪に耐火木材の工

場が数祉什'，'Sj(て切符配給 の必要 も無くなりそうで

ある。

大阪府で は現在こ の外に板 ガラス の分量の多い

もの も配給斡旋をしてゐる。グ ラスは曹建次の開

係で大量のものを一度 に入手することは今 日仲々

困難である。

大阪府では近えラ ス用のスア ープi :及び木造建

築物に使用する有1¥強J - I J 餓物の配給斡旋を開始 し?こ

いと計聾 してゐる o いづれも市場では著しく逼迫

してゐる駕めに 、容易に買へない桜である 。

向取扱物資の積類は今後恐ら く追々増加されね

ばならない様に想像される。放に必要 とあれば極

力斡旋の持 を? とらねばな らない兎悟で居る。然 し

町でよく ある統jlll Jのにめ の統制は般に腔除すべき

であって、簡収に入手出来 そ うになれば、これ等

の配給機構 は速に解消せ しめなげればならな L 、。

そしてこの ｭｾ な方 法 が一 日でも早〈必要のなく 、

なる時期乃米 るのをり笠 して居る。

以 Iて掲げfこ諸物資が果し てIl ij で一番不足して居

って、これ等の外に現 に漏れて照るものがないか

ど う か と 云 ふこ とは 、充分に 汁 Ｚｾｾして置かなけれ

ばならない問題である 。我々 はこれを大盤心配し e

Tこ。 そこで協議令の仕事を 開始するに先立って 町

の需要考に何の入手にー呑困って居られるかを聞

くことにし? こ。 大阪土木建築請負業組合の援助を

得て 、同組合1 : 1 約 400 名古余及び最近建築課でセメ

ン トの割富詮明書の交付金受り Tこ人 200 名徐 に封
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して、つまり 業者2及び; 最近の施主 1の割で、今日

建築をするのに諸資材中何が入手困難であ るかの

返答を往復ハガキによって求めに。然る所この問

題は今日最も適切を極めて居るとみえて津山の回

答を得ることが出来1: 。専問家の訂; によると通常

こ の種のＩ Ａ ｾ ｻ 令 に は三分の 一 位の回答があれば良い

そうであって字分あるものは貰に上の 1-' であると

云よ、ことであっ?こが此鹿では 6 害IJ 近〈の回答を得

るこ主が出Ｗ，ｦ＼ＺＭｲこ。御参 考の矯めに問答の結果 ｾ，ｪＨ

lこ掲tえする。この，H{1合は九月中旬頃で あって、 そ

れから後建築課で不足物資中斡旋これ努めにも

のもあるから、今日で、は不足の内容は多少縫って

来て居ると思ふ力行Iji のj伏勢力 4これでー l官、見前が

つく。

入手困難の物資名の回答統計

内 認

f口' "  

阿司白

名| 分

釘 、 日官

|洋 釘 1
307 | 綱入荷子 1 15  

釘 I 2  | 並 硝 子 1 E  

t セメント |
， 

| きメン事 1

192

ｉｾ メン ト Ｑ 1  

務 裁 板 | 餓

ラ
塗

|メ 9Zス 1 91 1由

1 ¥7 イ: ス I 6  

針金

補強金物| 左官壁材料l

鏑

木 地下足袋|

|耐火木材 1 7  銅

材 1 8  

|ペ ェ ャ I 7  
リユ ー ム

|ラ ワ ン 1 3  
インク

砂

鈎
管 |

E品、

X I  B  

木 綿 糸 |

屋 根 来 |

ゴム製品 |

長雨

煉 武|

覧線防廃材| ‘

腕 組 |

1  I11 緒 グ サ 1 1  1  

1  111 浅 策 土 1 1  1  

1  I11 糊 用 材 | 1  1  

_ 1  ｉｉｉ ｾ ｴ＿ＺＺＱ Ｑ
ｴ￮

ｬ い
1  111 暗 幕 類 1 1  1  

1  111 - 1 I  

I  111 |  

¥ I11 ， 1  1  

不足不自 ril を感じられる物資は、 その 人が現に

直面して居られる工事によって銘々違ふと思ふo

f ごからこ の表を見られにらそれそ' れ御意見の新? こ

な方もあらうと思ふが大勢としては矢張こんな tも

のかと考へられる。然らば先に商工省が協議合の

取扱ひ品目色決定ミれにもの及び大阪府で近〈迫

力日賞施し? こい主考へて居るものは大髄町の要求に

一致 して居る様である。日住誌に一つ水道月1鉛管が

問題になるのであるが、恐らくこれが近い将来に

市場に充分に出廻り得られる見込はない寧ろ 一

層窮屈になる見込であるから、大阪市内でも水道

を敷く こ との出来ない場合を激想、して置かなりれ

ばならない。

物 資 の 取 得 方 法

次に本協議合取扱物資の取得方法であるが、商

工省の配給統制要綱納自によると

1. 建築主力; 建築f I j 物資需要巾告書を提出する

2. 協議合は需要物資を脊定する

3.協議合は綜合剖首をなす建築を決定する J

4. 協議脅は 3 の決定あり? こるときには建築用物

資指定書を殻行する

5. 協議合に割首ある物資については、地方長官

が指定書に基いて筈IJ首詮11月警告? 蛮行 し、別に

割首読明書- 護行機闘の あるもの に就いては、

建築主を して更に需要申込書に指定書を添へ

該機関に申込ましめ、その機闘をして指定書

に基いて割首誼明書:を殻行せしめる。

商工省の意闘は大韓要約す ると以上の様になる

の畢であるが、これfごと地方長官が直ぐ割t言語明書

の書けるものでも矢張一躍指定書を遣らねばなら

ないことになり、その時の指定書 は杢〈無駄なも

のであ り、 且 5 の問題が貰際には非常に複雑 にな

って来てこの上もない手数が懸ることになるので

大阪府では商工省の 了解 を得てこれと多少異なっ



7こ方法を係mすることにし現に それ佐賀行中であ

る。大阪府での現行方法は後に改めて IJj し上げる

ことにして、誌でこ の配給統制要綱%11 ] 日の趣旨を?

とJ与し御説明r ! j し k げて置く。

物 資 取 得 者

先つＩｲド ｩ 活者・ｾ建築主 ｴ こ限定しに問題であるが 、

大阪府建築訴ではこの Ｑ Ｙ，［｜ｪｾＧￍＧ［ｲが ｉ Ｍ ｉ｜ｾ＼Ｚ る前から 、 ＮｅＡ ｦｊ

ち4 月頃から 一部の物資について切杓: を書 いてR

ｔ こが、最初から ｱｪ 市 Ａｩ ＺＱｦｾ建築主に版忘してオＨＱこ ｯ

F1111々今同前j 工千Tの方針が我々 の方針 と介致し? こ の

であるが、今日物資の不足につれて始終問題とな

るのは悶 :!) d7，物 D ことである ο この聞のtill 物のず1:

り場所を;i) ，¥jべて見るとそれは一枝に蹄j 人か若し〈

はブロ ーカー の乎 にずr : ると云ょ、事にな って居る。

この際プロ ーカー が何者であるかは一時お割りに

もて置いて、兎 も角ズプの素人が佼川もしない の

に物資を貯蔵するといよ、こと は有り得ないことで

ある。今ズプの素人である建築主に切符を渡す。

建築主は切符に金 を そへて品物を買ってそれを現

場に持ち止む。芭替であれば勿論亡が; 背負主事の

場合でも同様に建築主に切 符が渡る。その場合貰

つに切符が 100袋のセ hメントであれば、 勿論その

100袋 J ) セメントがその現場に使mされねばなら

ない のであって、建築主の知らぬnnにその中の20

袋が他 に持引: P，されることは建築主は承知すまい

と思ふ。勿論立波な人格のある請負の方々のrill に

は問題にはならないのであるが、建築主外に切符

炉渡る時には請負とかその外色々な場合 に 100 袋

のセメントの配給があっても、それを80袋で工事

を前まして20袋持も出されでも建築主に筑がつか

ない事が起る、共時の20袋は間の原因になる。施

主力Z自分の金を出して買っ ? こ品物でーあるから 、施

主に 切符が渡つに時には監硯の flR も周〈し、自然

材料が行き渡って使用され聞に流れることも防げ

.，1.> e  ｾ、ふことになる。大瞳正直に 工事をやＮる 人で

あれば切符が建築主に渡され様と、請負人に渡 3

れ様と大し? こ相異は無い筈である。然し不正直な

工事をやり? こし、人にとっては切符が自分に貰えな

いで、建築主に行くことは相首打懸かも知れない。

物 資 の 査 定

次に奈定であるが、泊正な配給をする矯めには

どうしてもその工事に必要な油正量と云ょ、ものが

Ｊｉ ｊ らねばならない。通常建築め Ｗ 象ｲｲＭｾ立てる時に

は皆拾ひ出しをやるが、こ の夜定はつまり nn還 の

ない拾ひ 1+1 しと 云ふことである o 1ごから否定をや

る1 ' : めには資料として建築の設計阿ド必要である

が、建築規JllJ の油川のある所では 、建築副本があ

る筈: であるから 、 その副本を添へて申請じて貰う

と都介が良い。副本のない棋な工事例へば市街地

建築物法油川医域外で30坪以下の生1: 家を建てる様

な時には今 日何等役所へ手績を要しないから副本

がないのであるが、 その時には趨宜脊定 に必要な

側面を添付されにら良い。日間生IMll r! J ，込を防ぐ痛め

にその様な場介には建築することを町村伊容とか

警察で誇l列して此へると都合が良い。

元1j<:ヂE'，とといふことは単純なことの様であるけ

れども 、今日 の松な 配給統Ht! J 時代になるとこれは

仲々張要な問題である。 物資期lの時代を うまく切

り抜けるｾめに世 ｮ｜ｪ では使ｦｉｪの泊正といふことが

院ましく云はれて居るがそ の前にま 1: 配給を受け

る時に不公正な配給 の 受りか＿こが Ｑｾｾ 、かどうかが

反行せられでも良い。事責今迄に我々が直面して

来? こ中』こは、 この配給を受けるにめの申告が質に

rH鱈目で懇壁に絶えない場合が多い。恐ら〈今迄

であ品ば 180袋 のセメン トがなげれば完全な基礎

が出来ない様な事合lこでも、 150袋位で胡麻化し

て居＿こ人が、今日 の 棋な物資Ｙｩｦｾの時代 ｩ こ切符で物

が貰へるとなると、 180袋でどうにか11rJ 1こ合ふ場合

でも 500 袋位いる様なことを云って来る。 ? ごから

申込を真に受けて聞いて居ると日本間中のセメン

トを全部大阪へ集中しでもま r: 足りない様なこと

になっ7こりする。そこで使月j の油‘ 正と云ふことも

必要であるが、 それよりも前に需要申告の適正と

いふこ左 の方が遥かに必要になって来る。人情と

してこう云つに時代には止なを得ないことかも知

れないか、それでは本首の配給統治IJ は出来ない。

そこでこの 山の掛つ ? こ申込の山を切り落すことが

必要である。これがこの場合芥定と云 i 、こ主にな

るー商叉査定は拾ひ出しの時に大きな落し物をし

' 1このを見付けることもある。? ごから芥定をし ?こら

いつでも減るとは限らないで 、大いに申込よりも

増すこともある。

向奈定の標準であるが、これはー肱確立して置

く必要がある。申込人によって甘い辛いがあって

はならな し、。然しこれは中々困難なことであって

地方的にも可なりの相遣があるのではな L 、かと思

ふ。商工省で一躍標準が出来? こ様であるカ 3 日本金

問に完全には恐ら〈首て猷るまいと思はれる。ー

9  ｾ｟ｻ＠



例を云よ、ならばセメン トは大阪は坪首 hで東京よ

り徐程多〈使用する。兵庫は大阪よりも う」つ多

〈使'F 1 3 する。矢張土地土地の標準は心要である。

それから同じコンク リート でも住宅の基礎のコン

クリー トと無筋コンク リー トの場合のコンクリ ー

トを同 じ調合 にする諜にも行 〈まい。 向坪500闘

の建物 と坪 120 闘の建物の坪首りセメン ト長は勿

論可な り相違がある筈である。これ等の相異は皆

一躍考 に入れて奈定標準を造るのが本首であらう

が、賞際問題と してはそ こまで 中々 千が廻 り粂ね

るし、現 に 7、7 禁令 色出? このであるから主主津建築

が津山の物資を依然と して治究' して居ると いふこ

ともど うかと考へ られる。そ こで大韓強度に影響

のある部分については惜気もな く出さなければな

らな いが、 その他の場合 には中の下程度の建築を
， 

標準 にして茶定 して居る。何しろ物資が著しく不

足 して居る際であ り、 l 人でも多 〈の人に廻 る様

にする にめには中の下位が標準になるのは止むを

得な い。故 に今迄の粧験によると上の建築をする

人々は皆不足を訴へてゐるが、下の建築をする人

々の聞では役所の配給で徐りが出て、市も時々そ

れが聞になっ? こりして困らされることもある。

綜合割嘗をす る建築の決定

ヨたに綜合剖首を する建築 と綜合害IJ 首を しない建

築の撰擦であるが商工省化皐局長の先の通牒では

この問題を詳細に規定 してゐる から 、 あれ以上の

蛇足を必要と しないのであるが、勿論 これは大阪

府の分 として害1J首あつに総量と申込の純量とを比

較して、後者の方が多かつ? 二時の話である。然 し

今日のi { た勢からすると後者の方が多いのが通常で

あるから此庭に云ふ撰揮をしなければならないこ

とになる。この撰揮は重黙主義で行{ ことになる

のであるが、今日建築認可な り許可なり/になって

居る色のを通覧すると 、大盟に於て最早不要不念

と云ふものは先づな L 、。既に資金調整法な b木造

建物建築統合IJ 規則によってこれ等の不要不念の建

物は7象め淘汰されて居る。 Tごから今建Tこうとする

ものは、時局向産業の工場とか、I止令事業用のも

のとか、住宅難緩和に必要な小住宅と云つ? こもの

ばか り で ある 。 ｔ ごから こ れ等を更に不要 Ｑ ｾ の不念

Tごの と分類 して行〈 官余地 は先づ無いのである。そ

れでどうしても 全建築に全部行き渡る様な配給を

考へねば な らないことに なる 。現在大阪府の建築

課では全 申込に劃して漏れな く今 日迄配給を して

XI  1 0  

来? こ今後も向調子で行き ?こし 、左思よ、が、 ぞれをす

る詰めには裏面では争奪に等しい椋なことまでし

て、物資を語論して置かなりればならないので中

々の骨折りででもある。故に今日迄は建築課では

この綜合副首をなす建築の撰擦と し、 ふことは事賞

ＭＧ ｾ ー 行って居な い のである。

建 築 用 納 資 指 定 書

次は指定書の護行の問題であるが、こ の指定と

いふことは説明石ナ倹?こな い し 一見了解に苦しむ

事柄である。木造建物建築統制規則第八僚に矢張

この物資の指定といふ交付がある。 即 ち「建物 ノ

新 築 増 築 叉 ハ 改 築 ニ 使 用 シ 得 ル 物 資 ノ種類寸

法 数量叉ハ使途ヲ指定スルコ トヲ得」と云ふの

があって 、此庭では勿論この規則の第八僚のこの

指定を受ける こと〉なってゐる。そ こで今或建築

に際して物資を指定されると 、その指定され?こ数

量以上の物資をその建築には使用出来ないこと に

なる。叉その建築用と して指定され? こ物資を他へ

融通することも出来ないことになる。即ち今或建

築にセメン トを85袋と指定され fこら、普請方が少

し筒L棒に使ひ過ぎににしても、その建築に98袋の

セメントは最早使用出来なし、。恨令その 13袋を他

より融通することが出来てもその使用は違法にな

る場合がある。叉今配給 を受り? こセメン トがある

とする。そのセメントはその工事に使f I J する様に

配給されにのであるからよしんば工事の都合で徐

つににしても叉故意であれば向更の事他へ持も出

して使川すると遺反になることがある。それでこ

の違反が木造建物建築統i!ilJ 規則第八僚に該' 品・する

時には「輸出入品等臨時措置ニ ftMスル件」と云」、

法律の吉iiJ VJ が適用さ れ、他の配給統: ! i lj 規則の場合

には その吉ii J11J が埴fIJ されることになる。そう云」、

意味でこの指定と云ふことは何んでもない椋なこ

とであるが、費際の場合になる主思ひも掛りない

責任問題になることがあるから 、充分な注意が必

要Tごと云ふ乙とになる。

建築用物資割嘗詮明書

三々に筈1] 世詮l明書官主行の問題である。先の建築月j

物資指定書は所謂切符でも何でもない。指定書を

持って行つ ＿ こ Ｑ ｾ けでは物 ｬ 吊は賀って央れない。 ･ こ

の割首詮明書が世間で云ょ、切符である。持定され

て、指定される し その指定に基いて害IJ首詮明書

が蛮行 される。

今迄の様子を見て居る し 査定の開門をパ スし

て、 次の指定の開門 もパス して、傍愈ノ争割酋費明



舎を貰 う時に、物資が足 りない 主此庭で叉削 られ

て居る場合がある。大阪府の建築課では査定と 指

定が決定 しにふ 是非 その全額の切符を書 きTこい

と考へて居 る。建築用物資の 中に は代用品で充分

間に合ふ ものもあるが、中 には代用の全然き かな

い ものも今 日では向可な りある。釘Tごの セメント

は使用場合によっては代用がきかないのであ るこ

の場合必要な量七げは是非交附 を受りなげればそ

の建築は完成せな いこ とになる。米がなりれば

2斗いる所を 1斗B 升しか配給がなくても 、不足の

2升分を芋やうど んで胡Jtv)t 化せる。 然 しー着の洋

服に3ヤールの着地がいるのに2ヤール宇 しか配給

されなかっ ｔ こｾ洋服にはな り 粂ねる。家の場合は

正に後者である。 Tごから我々は是非全額を配給 し

?こい と考へて居る。 世間では申込が多〈て品物 の

少な い時には良〈 山分げをするのであるが、配給

の時に 山分けにするから申込みの時に 山を掛て来

ることになる。 Tごから申込の 山を掛げて来るのを

防 ぐ篤めには 、配給の時l こ山分げにしない棋にす

る必要がある。愈々 物資が不足して来て、全部 に

配給出来ない様になれば、綜合配給をする建物と

しな い建物の撰擦を先に して、 そこで、パランスを

充分に強め取らねばならな い。

大阪府に於げる取扱方法

以上は商工省化率局長か ら通! 操のあ っ? こ配給統

制要綱細目の大路の設明である。こ〉で気になる

のは商工省の方法によると 、最初 iこ少し慣れ fこ様

lこ地方長官が邑も tこ切符の書 げる場合で も矢罪指

定舎 を遣って指定書 と切符を同時に渡すと 云ふ建

前 になって居る。この時の指定書は全 〈手数が }I怒

るf ごけであって、切符は指定 lこ基いて出米? こもの

とし て、こ の指定書を符 11惜しでもよ い筈である 。

そこで大阪府では商工符の了解を得てこの場合指

定書を省略 して、次の棋な方法にしTこ。 即 ち直ぐ

地方長官が寄1J 首詮明書ーの書げるものと 、1他の機闘

をして剖笛設明書を書かせ るものとに、最初から

二分して手続方法から 雨者とも 控へて仕舞? で簡

明化を計つに。その切符蛮行の/1国序は

I  地方長官が割首詮明書守護行するもの

1. 建築主力;害1J 首設明書下附願を提出する

2. 協議合は需要物資を脊定する

3. 協議合は綜合割首をなす建築を決定 する

4. 協議合は 3 の決定あり? こると きは、地方長官'

名にて割首詮明書を蛮行 する

n  他の機関が制官; 詮明書を護行するも の

1. 建築主力; 建築用物資需要申告書を提出する

2. 協議令は需要物資の茶定を する

3. 協議合は部定 に装いて建築用物資指定蓄 を地

方長官名にて蛮行する

4. 建築主は需要申込書 に指定書を添えて割首詮

明書蛮行機関に 申込む

5. 剖首読明書蛮行機関は指定書に基いて害1J 首誼

明書を護行する

現在大阪府の建築課で取扱って居る ものは

I  に該首するもの

1. 21袋以上300袋以下のセメン ト

2. 防空用セメン ト

3: ワイ ヤー. ラス

4. メ グ Jレラス

5. 網入ガラス

l[ に該首するもの

1. 300袋を超ゆるセメン ト

2. セメソ ト共販合枇指定24圏韓に属す るセ メン

ト

3. 5000平方尺以上の板ガラス

4. 100tt(: 以上の浪形又は大平板の石綿 スレ 寸ト

叉は 1000枚以上のノj 、平板石綿 スレート

耐火木材は先述の如〈 首分取扱は ない方針であ

り、 20袋以下のセ メン トの入手困難の問題は極〈

最近に矢張地方長官の切符 によ って解決 しTこい意

気込で目下準備中であ ち、 釘、針金、鎖線、: s2: 鉛銭

板に就いては以前から協議合があって、 そ，の配給

を協議されでゐ Tこのであ るが、我々が新 fこにこの

配給にタッチする様になるし従前からの業者の

考へ方 に再考を煩は さねばならな い黙が多々あ り

目下盛んに樽組折衝 中で あ り、 それがある程度形

がつかねば配給に闘奥出来な い欣態にあ るので、

これも目下業者との協議が纏り次第近 〈何等か目

鼻をつげ? こいと考へて居る。現在建築用の釘、針

金 、 錨ｾｾｾ及び亜鉛餓板は土建組合が 切 符を書 いて

居るが釘は宇栂以上である 7こめにIJ、口 が困って居

り、ー建築 に一種翠の寸法の釘しか貰へ子、いづ

れも建築f l J C¥: しての割首てが少な い?こめに思ふ様

な配給も 出来す¥ 且 つ 時期が大盤 lこ遅れ、 それに

組合員でないと 貰へないと 云 ふことになっ て居る

ので、 現場へは 中々これ等の物資が廻 り粂 ねて居

って前述の如〈今 日の建築丹l物資r. 1-tの摘をな して

ゐる 。 どの程度主解決出来るかは疑問であ るが、

1  t  XI 



本協議合は これ等の諸問題に一役を買はねばなら

ないこ k になってゐる。

物費取得の申込様式

尚協議令取扱物資の申込は次の様な方法によっ

て貰つTこち良い。

印刷の都合て積書になって居るが申込書は縦書

にしていたｾ＼と良い 。

様式- H 建 物 所在地奇警察署 号雪-名

唱 和 年 月 日

建 築主 住所 @  

氏名

( 電話 替〉

大 阪 府 知 事 半 弁 務 殿

セメン ト劉笛言宣明合 下附願

左 記 之 ｾ Ｙ セメント劉 嘗登明 Ｔ ｴ 下 附相成度比段及御願候

也

建築ノ許可、認可、屈湾、年刃日番貌

建築物ノ位置

建築物ノ用途

建築物ノ建坪及延坪

建築物 ノ勝 進

工事鐙.81]

{ 也ノ法令適用 ノ有 無

工事 ノ進捗程度

勝入申込取扱阪寅底名

言青主主人住所民名

所要セメン ト数 量

申
』日二

査 主包

使用筒所

呈 |セメント 盆 |セメント
数

量 ( 袋〉

敏

量 ( 袋〉

基 礎 |延長関弘 | l顧 問弘 |

土 間 |延 面 積 坪| l延 面 積 坪l

床 下 防 汲 |延 面 積 坪| l延面 積 坪 |

排 水 洗 |延 長 閑| l延 長 閑1-

外 壁 |延 面 積 坪| l延面積 坪|

軒 先 |廷 面 積 坪l l悶

若草 | 延 面 積 坪l l同

名

話

署

電

崎

駅

(

務

所

名

地

住

民

在所

主

物

築

建

日

建

日

μ

ロ

「

蛾こ

和

式

昭

様 署

@  

番〉

大阪府知事 宇 井 清殿

防火銭鋼部給要望格下附願

左記 ノ遜リ防火銭鋼百E給要喜12m下 附相成度比段及御願候

也

XI  1 2  

建築ノ 許可、認可、回程撃(1三刃日番望書

建築物ノ位置

建築物ノ 用 途

建築物 ノ慾坪及延坪

建築物 / 構 造

工事筋.8
1
J

{也ノ 法令適用ノ :有無

工事 ノ進捗程度

E青s 人住所氏名

所要繊 鏑極主買及数量

申 告 査 〉王Z

使 用 箇 所 陵 類 及 I 面 積 極 類 及 I面 積I重 量 l

規 格 ( 附 規 格 〈坪 ( 庖2 _ 1

外 壁 1 1  il 、1 1  

軒 先 1 1  11 1  1  

防 火 壁 |

11 

高

11 

‘  

言十

11  

名著

話

療

従

μ

弘
主

f

L

地

所

名

在

日

住

民

戸
汀t

'

 

物

主

建

月

築建

年

娘三

和

式

昭

様 箸ー

⑪ 

番〉

大阪府知事 4土 井 清 殿

防 空用 納 入 諭子制 蛍ｾ明Ｂￇ Ｑ ｴ 下 附 願

左記 ノ遁リ 防空用納入裕子'剖滋詮明書ー1、附相成度比段及

御願 候也

建築 ノ 許可 、 認可 、 ｾ Ｑ 演 Ｆｰ )1 日努鋭

建築物ノ位置

建築物 ノ用 途

建築物ノ辺坪及延坪

建築物 ノ構 造

工事騒JJ1J

他ノ法令適用 ノ有無

工事 ノ進捗恕 皮

詩貴人住所民 名

所要綱入精子数量

使 用

申 告 査 定

箇 所

関口 大 サ|笛 敏| 思お 関口大サ|筒 数思 お

11 

11  



様 式 回 蛾 建物月町一在地警察箸名

昭 初 年 月 日

建築主 22 

( 電話

大阪府知事 4土 井 消 殿

/セ メン ト ¥ 

建築月ｾ l板 石骨子 等 l需要 申告書

¥石綿兄レー ト /  

署s

@  

番〉

建築 Ｏ 許 可 、 認可 、 ｾ ｮ 演年月 日 替盟主Ｈ昭和 ＱＵ 年 Ｙ 月 Ｘ 日建

第6524蹴認可等〉

建築物 ノ位置※

所要セメン ト数 量

申

使 用 箇 所

治ロ己

コンク リート レ 1ID:l ｾ＠ *1セメン )'1
Fレ量( プ正坪〕調 ， 合量ぐ袋〕 倫四

1-1-1 
所要板靖子敏量

申 土ロヒ

積 ( 尺坪) I  備

所要石綿スレ ート盟主量

使 用 箇 所 | 品 目 |厚サ 寸

言十

線式亙娩 建築用物資指定書

昭和
ｾｰ＠

j :l 日

第 車E

大民府知事 4土 弁 i宥

建築物 ノ位置

建築=主氏名名高専及住所

建築工事詩長人氏名名稀及住所

物資額類 | 使 治 | 鵬 、寸法 i数 '量

11 

11  

11 

結 語

放後に今日 の配給統; j ; Jj は一般の方々には大鐙 師

※ 建築物 ノ用 途 ( 住家、共同住宅、商底、侍殊製鋼工

場 等 〉

建築物 ノ建坪及延坪 〈建坪25坪、延坪45坪、等〉

建築物 ノ機澄 ( 木造宝石茸二階寝 l煉3戸建、無筋コン

ク リート 二階建等〉

工事極J . l IJ C新築、増築、 改築、移得、英 ノ{也等事

f也ノ 法令適用 ノ;有無 ( 臨時資金調整法、木造遺物建築

統制規則、 餓鋼工作物築造許可規則等〕

工事ノ進捗程度 ( 永着手、基礎 コンクリート打チヲ了

シ建方準備中等〉

詩主主人住所民 名 〈官主話 番〉

査 定

考
コンク ト トh l
モル タル量( 立坪軍司

合| セメン ト| 倫

量( 袋〉

考

11 1==1-1 

査 定

考 面 積 岬 ) 1  備 考

法 |  申告歎量(:JZ伝) 11  :査定敏量 (T 伝)

倒が られて居る。 事費大盤 な手数でもあり、日 ー盟

がか〉り、市もまかり間違へば違反 に問はれるの

である。 Tごか らこの様な配給統制が喜 ばれそうな

筈がな い 。然し今日のｴｬ［Ｑｾ勢では戟宰に勝つ ＿こめに

は好む と好まないとに拘はら するこの統制に服きな

砂ればならな いことに なっ? こ。それで世間では現

在では数ヶ月前と比較する と飴程この赦態 にもう

所21完全めを明瞭にして居られて統制に服されるの

であるが、我々の見る所では販買業者でな い人の

問に今Tごに問で問題を起して居る 入が多い様な気

がする。今では.もう- J : 頃の公然の間れ、ふもの

は徐程減じ?こ様である。 どうかこ の業界から この

様な不名容な事件の一日も早 〈無〈ならんことを

希望する次第である。
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無 筋 コ ン ク リ ー ト 造 建 物 設 計 例

( 第 l 報)

は し が き

本苦手作は 、餓鋼資材不足の今日 に於げる唯一の信

頼し得る耐火耐震構造、法とも掃し得べき無筋コンク

リート工法の解説として、質例に取材し歎種の用途

の建物についてその設計例をま長めにものでめる。

官定務家宅全位にき当し多少共御参考になるならば本委

員舎の欣ぴ之に過ぎるも々はない。

C  1  ) 無筋 コンクリート遁の主要長所

( 1)  .'耐火能が充分大である。

( 2)  力事的性質が他の法λ: の耐火構造Tこる煉瓦

逝に比 ，し遥 に勝 って ゐる。

( 3)  要所 々々の補強が簡易 に出来る。

( 4) 施工簡易で信頼度大きし従って各措造部

分の施工に因 る強度上の効率が大である。

( 5)  j設計ーが簡易である く煉瓦迭では強度- 計算以

外 lこ組積の詳細 をも設計 しなければ完全な ものは

出来 ない。〉

( 6)  工事の進行; 車度が大である 。

( 7)  材料検脊の手miが少 〈て消t J

( 8)  特殊技能を有する職工や熟練職工を要す州

事が少い。

( 9)  将来鎮鋼の使用統制が緩和 されて米?こ場合

に もその情勢に即臨し 7て構造を闘滑に銀筋又は鎖

骨銀筋コンク リー ト迭に推移させてゆく事が出来 1

建築材料界にも建築努務界にも有害にして一利無

制見高Lや反動を奥へる民が無い。

cn) 無筋 コンクリート造設計上の注意

及方針

( 1)  無筋コンク リ{ ト 迭は法規上煉五造主同様

の制限を受け ℃ゐるので先づ第一の要求と して此

の煉瓦迭と 同様の制限内容?こる法規に抵摘 しない

様 に設計する 。即 ち

( i ) 無筋コン クリ ー ト造建築物は仮設の場合 を

除いて は必十高は 13m以下軒高は9m以下としなけ

ればならな い。( 市街地建築物法施行令第5保之を

略 して今後 「令第 5 僚」 と云ふ様 に表す こ と〉 す

XI  1 4  

災 害 強 度 委 員 曾

る〉悲に高と調五、のは地盤面よ りその建築物の最

高部迄の高を指す。又軒高と謂ょ、のは地盤面よ り

建築物D 外壁上端迄の肖を指し 、外壁上端に扶欄、

扶壁叉は軒蛇腹ある時はその故高部迄の高、 出軒

の場合には軒桁J 二端迄の高を指す。但し切妻の部

分は軒高 に算入 しない。地盤面に高低がある時に

は行政官聴で共の地盤商を認定する ことに なっ て

ゐる。( 令第 6 僚〉

第 2 表

1:線天下薗の面|モルタルの附着|モノレタル附着

試験庁養成| 積 、cm2 | せる面積 M |率 〆

No.  1  [  247. 2  [  237. 2 [  95. 95 

No. 2  [  244. 0  [ .  200. 1  [  82. 01 

No. 3  259. 3  235. 8 90. 91 

No. 4  272. 5  257. 2  94. 31  

No. 5  300. 3  248. 0  82. 58 

No. 6  262. 7  172. 3 56. 59 

No. 7  260. 2 240. 7  92. 51  

No. 8  276. 3  241. 4  87.37  

No. 9  [  273.0 [  200. 2  [  73. 33 

N0. 10  1  258. 0 I  172. 3  I  68. 72 

[  83. 3，% | 苓 均 … ル |

附着率 |  

( ii)  壁厚( 貼石、貼瓦及仕上モル タルの類を含

ますう市街地建築物法 施行規 則第 Ｗ Ｓｾ 末 、 之を略 し

て今後「規則第73僚」と芦」、; 僚に表すこと〉する。〉

は最少限弐の制限内になげればならな い。

( a) 構造J-; 主要な壁簡の壁厚は 1R以上でな

げればならない。 ( 規則第60依〉

( b)  外壁の壁厚は次の規定 に従はなげればな

らな い。

( 1)  長 18尺以下のものでは 1 尺以上とな

すこと0

C2)  長 18尺を超過し30尺以下のものでは

1尺3寸以上とすること。

( c)  壁誼は構造上主要1な壁謹は勿論恨令ひ問

壁であってもその壁瞳の属する室の階高の1 A5 以

上の厚を有する こ し



( d)  下階の壁!享は上階の壁厚以上でなければ

Ｑ， よらな い。Ｈ 規 則 第 ＵＹｾＩ

( e)  建物の壁謹にて下の各枕のーに該賞す る

場合には各階の壁! 享は (. b ) の規之に於げる値よ り

nn壁に非 る壁間は3寸をn¥J ii創立6寸 を、減十る こと

が ｈ Ｇ ， ［ｪｾる。

ＨイＩ 共の附の ｊｾ Ｈ 及 ｊ ｾ の 肝＿ の直 上附の床叉

は屋根餓筋「コンク リート 」造なる時。

( ロ) 地方長官副首と認むる控壁、錨官'又

は銭筋「コンク リート」 の臥梁JJ;の他

の補強方法ある時

( f ) 特定階に於げる出入口、窓共の他の閉 口

の幅の線、平11が壁長の2分 のl を超過する l時は共の壁

厚は

長 ＱＸ 尺以下のものでは Ｑ Ｉｾ Ｓ 寸以上と長 ＱＸ Ｉ ミを超

過し30尺以下のものでは lパ6寸以上としなげれば

ならない。幅 Ｓ Ｉｾ 以上 、Ｉ 豆 、 壁厚の Ｒ 倍以上の柱型

( 控壁を含む、以下同じ〉を有する 窃合に於て共

の 柱 形ｉ￬ｬ ｬ 及之と封隣 ｾｴ との中 心 距雌 ＱＵ 尺 以下 の時

は之 に従 はな 〈 てもよ い。Ｈ 規 則 第 ＶＵ ｾ 来〉

( g)  陪高の弘以上の高を通じて壁趨に竪溝 ¥t>

設げる場合にはその主要壁瞳は勿論仮令ひ間壁で

も竪溝部の監厚は ( a) 、 ( b) 、 ( c) 、 ( e) 、( f ) 、 の壁

}享 の %以上. としなげればならな い。

( h) 二重壁に於ては少 〈共その一方の壁は上

記壁 Ａ 享の各規定 にｾ合しなげればならない。Ｈ規

則第70僚〉

( i ) 間壁の厚は

長 18尺以下のものでは7寸以上

長 18尺を超過 し30尺以下のものでは l 尺以上とし

なければならない。

( j ) 高 12尺未満の問壁共の他構造上軽微な壁

樟は上記の各規定に必しも合はせないでよい。

( k)  鎖骨造叉は銭筋コン クリ{ ト 遣に於りる

張壁に於ては上記の厚に閥する規定に必 しも油合

しな〈てもよい。

(1)  堵壁は特殊の補強方法を施し? こ場合の外

下の規定 に依らなげれAまならない。

( 1) 壁厚は その部分 より 壁頂迄の垂直距離の llJ 0  

以上となすこと。

( 2) 長2問未満毎に幅壁厚の 1. 5倍以上厚壁厚の2

倍以上のコンクリ { ト 逃控壁共の他通話な控監 を

設ける こと。

但じその壁厚がその部分より壁頂迄の垂直距維

の 1. 5/ 10催以上である時は必しも控壁を造らな い

でもよいＨ規 則 第 ＷＶ ｾ 条Ｉ

( iii ) 壁長は普通の壁鵠は勿論恨令帳壁と雌も

30)¥. を趨えではならない。控! 享が 2尺以上階i吉j の

1. 5/ 10以上もある場合は30尺を超えても よい。 壁

j享は共の笠間に接着する i3隣壁の接着部分の中 心

距維を以て之を度 る。幅壁厚の 1. 5俗以上! 事壁! 手

の 2 傍以上の控壁は壁長の決定に於て は之を封隣

壁と看l故してよ い。

CIV) 出向はその壁瞳の接着する地強商より之

を度る。

( V ) 高 12尺未満のIUj壁共の他構造」て軽微な壁

簡を除きコンク リ {

ト活壁韓は綿てそ の

¥壁 頂 に 鎖 叉 は 銀 筋

「コンク リ{ ト」 の

臥梁を設げねばなら

ない。臥梁は第 1園

第 1  聞 の如 き強度以上の構

造のもの としな げればならな い。

( 円〉切妻壁髄又 は高 3 尺を超過する扶骨量l若は

扶壁は無筋コンクリ ート 匙どしてiまいりな心。但

し切妻壁韓にて共の頂部を餓筋コ ンク リート 迭の

屋糠に緊結し? こものは無筋コンクリ ート でもよ い

(V!D 張問 5 尺以上の関 口上に架するコンクす

戸ト 迭の迫持は共の

迫高¥t > 張聞の 1; 10以

上としなりればなら

ない。1J ! . しj曲賞な祈1

強をなしにものは必

十しもさうしなくて

もよい。( 規則第79

4条〉民直な梁形部分

は迫高零の アーチと

看 l故す。カ¥t >受げ る

，
b
z

 

t

z

 

• 
，‘
，

，

 

第 2 凪

壁韓に於ける張11fI 5尺以上の開 口上に架するコン

クリー ト迭の迫持は其の迫高を張聞の弘~弘程度

とす るのが宜い。 普通の架 構 と し て の迫持では

5) 及6)現在普遁大阪府 Fで使用されてゐ るコ y クリ ート は脆皮係数が卒均12位と 考へられるの買安全率を 3 と

して %6 e しれのである。叉待に重要なものでは高一越り得ベき微細な牧縮亀裂に図る強度の減少を考慮し倫

l  i到の鈴、裕舎とり%。としれのである。
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弘- l k程度が趨首である。( 第2圃〉

.  ( VI ) 結出窓、橋出縁等では鎖骨又は銀筋コン

クリ戸トを以て趨蛍な補強をなすを要 する。 ー今日

では鋼線を利用するのが好都合である。

( 2)  コンクリートは甚t:: 脆い材料で延性が少〈

引張の臆カ皮に封して弱いので、曲げ、引張、。勇

断及集中懸カ等に封する強度が少 し 従 っ て 窮 極

的破接が殆ど何等の前徴をも伴ょ、事な く突然に起

る。此の後段の性質はコ ンクリート の品質が良好

で打込みが良〈均質密貰に出来てゐる程一層顕著

t二なる。それ故設計・ に際しては主主して腫縮 i二、

次普主じでは勇断に抵抗せしめ、曲げ、引張、及

集中盤カをば作用せしめない様に工' 夫する。そし

て曲げ、振り等のモ ーメントは、例へば僅な偏心

軸方向力に因る二弐的なものまで極力無視しない

棋にして計算しなげればならない。曲げや引張の

許容態力度は普通の場合は座縮強度の% 。し特

に重要なものでは 弘o e じ、向純粋の引張力は絶

封に負捻せしめない様にしなりればならない。

( 3 ) 振動に封して減衰効果が乏ししいから無筋

3 ンクリートを以てラ{ メンを，迭つ? こり、 slender

な持出梁の如きを造る事は避り、優にma吋v正な壁

盟やアーチを利用し、且此等を外力に平行に効果

的に配置する様にする。止むを得するラーメン材と

して設計しなければならない場合は第 5 圃に示す

如 <1形 I形+ 形L形H形等の断面となる棋にし、

強度計算に於てはハッチせる部分をー断面として

考へるこ主にする。 fM曲げに於りる引張感力皮に

封して銅線〈鋼線を利用することの技術的理由は

後に詳述する〉を以て補強する ことにすれば特に

潤立柱等のラーメン材は中空多角形叉は環形( 例

へばロロ0 0形等〉等の断面を用ひるのが資材節

約上好ましい。但し此の場合注意すべきは鋼線

よ:

題

第 5 園

(著6 - 刊の範圏のもの〉は監縮に劃しては殆ど無

冷 1 6

効であるから強度計算 tこ際しては監縮側の鋼線は

無視しなげればならないことである。( 其の他に

も鋼続使用J 二注意すべき事項があるがそれは後遺

するこ主にする。〉

( 4)  床を出来る Tごり軽〈而も剛強にして歪みが

極めてノj、さくなる様にし、風塵及地震力を全部そ

の作m方向に平行な壁鰭に体連負捻させる。但し

どうしても中間に壁を設け得ない納長い部屋を要

する場合は分布係教を歪みの計算により決定する

か又は仮定により定めて多少木造架構にも水平力

を負婚させる。

床ｾ暫くする方法としては下の桜な方法が考へ

られる。先づ耐力部分 lこ封する使用材料を出来る

7ごり 単位重量首りの強度が大なるものとする。そ

の様な性質の材料 としては手近なものと しては木

材あるのみである。現今伎はれてゐる軽量コンク

リ{ トは法規上も耐力部分には特別j の別途以外は

( a)  (b)  

けｾｾ爪けい
内 刈 刈 凡 八l げ判刈利

レ小↓ 爪レl " ' - I

例 I I  I  ｾ長 ｼ
ｎｾ ↑ ｊ パ

( c)  ( d)  

第 4 圏

使用を禁ぜられてゐるが、仮令ひ使用を許可せら

れる椋になっても現今伎はれてゐる骨材はま t.: 重

量に比し強度がノj 、いので耐力部分 lこは使用しでも

一般に有利ではな い。そこで木材を用ひて床を造

るとしJ て次には床梁の組立を工夫する必要があ

る。共の方針を述べれば

( i ) 出来る Tごり床全面に亘り第4圃 ( a) 、 (h)

の如〈三角形AAに紐み立てJ l 二むを得ない場合も周

囲( c) 、 ( d) の程良ユには組み上げ所謂水平トラス k

する。

(ii) 引張を受ける材の敷が少 〈且長 さも短〈

なる様にする。( 特に物理的紋陥の少い材を選ば

ねばならないからである〉



( iii) 大梁、小梁、斜材等の区別なく皆水平 ト

ラス正しての軸方向力以外に曲げモーメントを負

捻せしめて所謂 Rostt rager とする。之は各材が重

復することな< . . E l 相有I i 的に完全に協力して荷重を

支へる設計なので材断商がノj 、となり資材の節約に

なると共に工夫によっては床懐ろも些して深〈は

ーならないから好都合である。普通の組み方で出来

るにげ資材の節約を| 謝るには幅に止し梁丈を出来

るTごけ大にし、その震に大になる動機及び振れに

封しでは水平 トラス mの却材を梁腹に交叉せじめ

(b)  

11 5  a  11 

て支黙となし之が護生を防止する主云ょ、様な方法

. 晶画

第6a園

も一法ではあるが、梁丈は粧前日勺 lこ

はスパンの 1/ 10程度が最大でそれ以

上大にしても 一般に努断J ! t : . ¥力で似援

するので千尋策ではない。

外 壁 コ ン ク リ ー ト 造3階建建物の床梁

組上り状況術鰍園

(i v) 成るベ〈制調金物の使用を避ける。此の

種組方の一例 を奉げれは第 4圃の如 くする。その

中 ( a ) について少しく詳細に説明すれば、此の

築では桂を大韓9尺11Ji 隔に入れ、此の9) 亡角のパ ネ

第 6 b 圃 斜E廷の伎口

第 6 c 圃 斜梁の仕口

J レを床の構造車位 とする。斜の梁の詳細は第aa園

の通りである。そ して第5b園の如〈荷重の負措雨

輸をきめ単純梁としてー設計する。此の斜梁の交叉

黙には補強金物は一切別ひない。又此の椋な捷断

[ 面材の木取りは帯鋸を使用 して第5 a 圃 ( b) の桜

にし無駄を省くことも出来れば、叉端部に腐れ、

班、乾剖れ等のある材から悪い部分を削り取って

行ふことも出采る。 単に工費の黙のみよ りする時

は 品椋断聞の方が有利な場合もあ れ その様な場

合は仕 口部に柿助材が入用となる。第晶、 鵜b、

第6c圃はそ のl例である。 叉第7圃は此の種床の賀

施例に於ける根太の配置を示す。

( v)  各部材の長 さは普通市場品一本 にて I1IJI こ

合」、程度以下とする。

( vi ) 主要節黙φ下部には成るべく支へを存せ

しめる 。

(vii )  出来る Tごり簡翠で接手の教が少い様に

する 。
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(  vii i) 根太を用ひる場合はそ の長 きが短〈て

がiむ椋にする。

( 5)  次に床梁は必す・刷 IAI に断凶l充分なる胴差又

は桁 を廻 して之に取りイ ｊ け 、 此 の 胴 差叉は 桁告 ｾ Ｕｴ

から 生 じTこブラツケッ トの上に載せ此等の材の腹

と苧殖とを貫通するボ ール トをfiJ ひて締め付げる

様 iこし( 第8a、 第8b、第8 c 園 参 HH) 決して梁Y'/t;j

ｾ盟中に担め込ん に り又は梁端を直接壁盟 ｬ 二割せ

しめない様にする。なせ' なら梁端を壁髄中 tこ埋め

込tr 時は地震等の場合に梁端がこぢられて壁櫨に

局部的に損傷ST514へる! えれがあり 、叉梁端を壁瞳

. に封せしめる時は地震の場合等 に梁端と 壁韓 とが

衝突し繰り返し衝突に因 3 大なる繰り返し集中鋒

力を奥へること lこよ り重要接合数に容易に局部的

破壊を釆 し得るからである。母屋端についても同

様の こ左 の起 り得る ことを考慮し此の如き事の起

らぬ様設計上注意す るを要する。

向此の如〈床周囲に胴差叉は桁をグルツ ト周ら

すのは上記の如〈梁からの荷重を分散させて壁趨

第 7 困 根太のi J i e. ilt 状 況

第 晶 画 コー クロ ー ト打育; ) に於げるポ ール

ト配 置 状 況 餓 筋 の知 〈見 え るの は非6 銅線

2 本来 の も の

， 第8c園 非6 銅線にで補強されれ慾栢

と胴差結 合 用 ポ ール ト配 置 状 況

鄭 Ｘ｡ 国胴 差又 は桁ｾコ ｹ タ リート 控 に結 合

す るポ ール J' ，座金に用意してゐる 2 個 の 小

孔 はポ ーノレト を寝 板 に俵留 めす るま事の釘孔

XI 1  e  

に体へ叉は 控曜 からの荷重ＺｾｬＱ ｴ い 商で受ける役営

させる震のみなら十此等の断面充分なる胴差叉は

桁 が 枠となって木材の ＱｾＱ 縮を互に拘束し合はしめ

一方に強〈表れない様にする役をもさせる鴛であ

る。

( 6)  無筋コンク リー ト迭の壁厚は法規J て煉瓦浩

左同様の制限の下に在るから先づ略設計として煉

瓦逃耐力壁韓の壁厚に附する Rondelet 氏の公式を

mひて大髄の壁 j享を定める。

h  1  

t 一 一 ・ - す 弓. .  

- n  .J / m
2

十 l



誌に n は安全係敢にて上式が市街地建築物法路行

規則第67僚と矛盾しない需には次式を満足しなげ

ればならない。

n<ー」三-

= y五互平I

又mは 階 高 山 11乎ひι l こ相官するの但し h は内法

階高を、 d はその階の問題の壁暗から釘向主要壁

鰭迄の内法距離を表す。

向参考の: 1. 01こL. De C.  Berg氏の安全係数に劃する

意見を掲げれば下の通 りである。

1::1: 事長 .n =12 

寺院及耐火構造 10 

倉/ 111. 8  

第 91副は壁! 字決定の| 舗

法を示す。即ち内法階

高と主要壁謹の内法距

雌とが興へられ? こ場合

は先づ之を以て

、

ab= h  b，= d  ・i J 9 圏

なる 三角形 abc ? ? 造り斜溢 ca の延長卜14l こ等

して ad ? ? とり d より ab に平行に垂線を下せば

ab， de 繭線分間の距離が求むる壁厚になる。同様

にして之にきI向する壁轄の壁厚も| 盈l に示す如〈求

めることが出来る。

( 7)  コンクリ ート 部分と直接々慣する木材には

防腐塗料を施す。コンクリートは不等沈下を起さ

ぬ様叉材料の分離が起らぬ核 ＱｪｮＺｾ こ 待遇土一種とし

て設計さ れてある範囲に亘って常に各部同一高 さ

を持する様に水平に不陸な〈打つ方針を以て施工

する。

( 8)  主要な壁韓の配置及設計は大韓共の様な要

uuι 十μμ 斗μι J

自 由

第 10 圃

領で行五、。Ｈ第 ＱＰ 副参ｊｦ ｾｩＩ

( i )  外壁特に裏側の外壁は窓も比較的少 〈な

し得るから之を利月j し! 平くして主要な壁閣とす

る。

Cii) 建物 )) /1¥隅入隅合丈夫にする 。

( i u) 階段宝を翼合と旬: 合と の取合又は長い合

屋部分の支へとなる J隊合屋、乃長さをj Oi 首に等分す

る ｾｩ 附近に設り ｩ設計ー合屋 ＩＩ 千 ｬ 古｛的接みをノ ｪ 、にする

共場合階段宝の J;!i J回を丈夫にし主要壁髄とする。

(i v ) 将来経更のJ来れある箇所 lこは主要壁趨は

設けない棋にする。

( v)  主要壁績には極力 I，)N口を少〈し、無IJr1 口

部分の幅を大ならしめる。

( vi ) 主要壁髄の配也は建物各部に成るべ く均

等に分布する 様にし且つ1fl 互に千行又は直角方向

に向〈様にすると共に上下和重なる様にしJ 階の

主要壁簡はその直下に壁髄無担位置には絶釘に設

げないこと。

上下相互なる壁諸に於ては」て階の壁趨のj手及幅は

下階の壁謹のそれを超えることがない棋にする。

( vii ) 壁誼自重及壁謹に直接加はる荷重は各

倣越自ら負捲する i設計ーとしiたして柱等に負指せ し

め な い 様 に す る 。 .

(9) 建物の全謹について極力不'仏- 沈下そ防止す

る様ー盟' と考へられる部分に豆つ予て基礎は沈下に

闘し同一官条件とする様設計を工夫する。而して不

等沈下は之を原凶加に分類すれば大関下の様にな

る。

不等洗 F

( A ) 地質の不等に図 るもの

( 1 ) 載荷強皮の不等に図

るもの

( 2) 載荷金量の不等に因

C B) 載荷の不等l るもの

に図るものI ( 3 ) 基礎盤の形の相違に

図るもの

(4) 載荷の時間的努動性

情の相違に図るもの

( C ) 人気的原因に因る土鐙の

耐カ傑件のキ目濯に因るもの

( 0 )  tf 績期間の不等に因るもの

設計- に際しては此等の各原因につ いて不等沈下の

民れがない様注意 しなげればならないが、如何に

注意しでも些少の不等沈下を免れ得な いからその

場合に自然に調整作用が行はれ得る様成 るべく 壷

1 9  X I  



基礎を避けて各基礎を互に連結する緯にする。此

の場合特に注意 すべ きは基礎底に於げる 土腫への

戟荷強度は等しくても基礎盤 J ) 底 面の形及底商航

が異ると夫々第 11凶及第2i必lに示す如 〈土踏の破壊

何重従って沈下に封する安全率が相違する。 それ

故千百 基 礎殊に 笠下の 布 基礎 Ｎ ｾ絵 ＱＮ ｈ こ節約して柱主 ＱＡ

や滴立柱み基礎と同-l la荷強度にするに止めて面

積周長比 ( 底面積/ 周長) と底面積の平方根 A T

との相乗債 ａ 与 ｶ Ｑ
を等し〈する事を怠り幅 ｾ徐

りに狭くする時は加ふるに荷重も柱等に較べて仮

託荷重 と貰荷重との開きが少〈共トー持続的でもあ

るので一層柱叉は柱型部分よりも耐力がノj 、従て沈

下が大となる傾向があり失敗を招〈廃れなしとし

ない事であ. る。それ故布ぷ礎と他の形 J ) 基礎 とは

載荷強度も Aτ v-
1

も共に玉に略等し〈

1
よる様に設計ーしなけ

。
。

ればならない。向地

1.0 

盤が粘土を多 〈含 む

地質の場合は特 tこ持-

絹何重が重要である

から地震時の計事に

於げるよりも寧ろ平

常時の計算に於て一

層よ〈上記の倒牛カ>

満足される 嫌 にしな

ければならな L、。

非7it に長さの長い

構造物や建築面積が

非常に大き く地質に

第 1 圃 載荷商の形による

￦ＡＡ［築基礎の破ｾ荷重

C  F  raiber ger  Erdbaulab-

oratori umlこ於げる賀験〕

差異の多い所では全髄を也詰のブロック( 長 10m

毎位〉に分けて強め伸縮機手を設げて置くことも

必 要となる 。 但し建物では伸縮槽手は急るのがＩ ｾ
臥・

10 /lI) 10 CIf1 

.2圃 殺荷面積による築築基療の破壊荷重

CFellenius CStockhol m) の研究〉

><1 2 0  

ー介であるから此の場合は後に施工の部分で述べる

様にi直通・に ‘ shr凶(age ｫ･ｹ ｾ 挿入 して各 ブロックを

相首硬化牧縮させ? こ後に、; j f l隣る 2 ブロックの中

Il .¥jに設けられに銅線で柿強されて幅の狭い所 0)

shri nkage key の部分に コンク リート を打ち込んで

相隣プ ロックを結合すると云ふ械な方法主? とる。

( 2)  不首沈下を防止する篤許容地耐力 8t/m
2

以

下位の所では成るベ t 抗争丁地形以上の堅聞なる基

礎石＿ 設り 、 軽 微なる ｔ［ｾｾ 除 き 一 般に壁下の ［ 基礎も

同様の設計ーとする。但し・木抗を使月l する場合は常

水面の位置に注意し必十抗頭が常水面下 25cm以

下位に在る様にすると共に地工上杭心と壁心 とを

完全に一致させることは困難であるから杭 は必十

2 刈以上打つこととし決して 1列打とはしな し、。

( 11 ) 関口部の隅角部及開 口の幅極めてノj 、なる場

合を| 偽き 一般に相部分は必十鋼紘等で存n強する。

l羽口隅角部@亀裂肋・ぎの斜筋は幅の大小に拘らす・

如何なる開口部にも入れて置い?こ方が宜い。此の

部位は1枚縮亀裂が入り易〈叉コンク リート 進の破

嬢は大抵第13圃の様に起るからである。

( 12)  1-11隅入隅の部分及直交する外壁が全昔日開放

となってゐる壁臨の此の外壁に接合する部分〈第

14圃〉には成るベ〈相官; の j享及ぴ幅の壁を存せ し

め向その稜角部分には出来る Tごけ柱型を設ける。

第 13 圃

、比例益増 .:1: ，・ ね

第 14置 ポ屋組木法外

壁無筋コンク リート 港

建物楚惣IJC卒鈎i W

( 13) 柿造主鵠は基礎も上部補地も ー簡にコンク

リートを以てし、 基礎に石を月j ひてそのー1-: にコン

クリ ート 迭の上部 Ｑ ＾Ｑｾ浩を載せる様な構造は巡りる

椋にする。( 但し古Ij 架に和賞するものは勿論} 5IJ で

ある〉

( 14) コンク リート の損充を良 〈し且つ牧縮亀裂

を少くする篤に次の諸黙に注意する。

( 1) 鋭角断面の部分を遺るこ とを避ける。( 第

15圃参J! の



( 2) 成るべく断商が滑らかに怨化す. る椋にし、

断 l国)) ，:;":激なもき化 を 避 げ る 。 ( 第 15b圃参!! (O

(d !  ＨｾＧ ・》

( 第 15a) 闘 交角 の州主主に依号壁績の乾燥i並行状

況 ( a ) 、( 刷、( c ) に於げ る黙の惨状部分は永佑機部

分を示す ( 黒帯の愉反s線li 侍定の等合水線を? 示す〉

( d )1ま乾燥速度分布薗

( dつは佑燥進行方向を? 示す。 、

〈第 15圃〉 娃の基礎鮎

線の刻1 くする i与は路i函念

激に型軽化する故比の部分

に勉裂入り 易い放賀線の

如く防i面を滑に鋭化させ

るを要する

( 15) 大なる IIB げ モ ー

メントや引張力を受りる

所 、又 は 乾 燥 宅 の 如 〈 持

続 的 に 高 温 に 燥 さ れ る 建

築物に 於 て は 柿 強 及 勉 裂

防止: トー鋼線を以て柿強す

る。鋼線は賞胎( 訟では

i徐りに l岐路 iこ入るので詳

述 営控へ る 。 〉 に 依 れ ば

仲 率2.5% ( 摂鈷距臨u' i 俸

の Ｘ 倍Ｉ以下 で さへあれば ｂｗｇ 手 Ｖｾ Ｘ 程度のもの

は曲げ又は引張制強川としてはコンク リートと の

協力充分であって何等銀筋と異る所はな い。 亜鉛

鍍金せるものもL、 叉 之 をを，:， 2 - 3オ冷本>: 宛東ねT仁こものも同

桜にコンクリ - ト主 のR舷韮j滑骨力は充分にある。〆( 此の

場イ介 ｾ ＲＭＳ 本 Ｕを＿ 束ね ＿仁 こもの〉 胞肱 Ｚ 滑力 は合 計計 Ｍ 断商 ［積積と

日隠断量新1陶

イ小付 Ｎ ｊ けて考へるｾ )  Ｑ机尺しｾ縮 を受 ｕηＷ る部分では Ｑ椴院令

ひコンク リ{ ト中 に在るも殆ど有祈柿n強 の 役 に 立?仁こな

L、ゆカか〉ら注窓 し1なよ Uげ7ればなら ない。 ( 即 ち血友車白にま討

する有n強鍋筋には芭僅に敢小 限度がイ( . するのであ

る。〉材料の強度及伸率は、原 材 質 、 加 工 皮 及 熱

雌斑の如何によって相 省航し、組問に亘って異るが

熱彪斑の程! ぇ-及 び加 工 によって好みの通り の力 感

的 品 質の材料を或る純国内に於て得ることが向 氷

る。銅線を用ひて失敗するのは仲 率力 ; 25，%を越え

る鈍しの大なる品を片j ひる事に肉る場合が多 い。

仲率の方は 10% 程度でも普通の構造物 で は 振 動 叉

は繰り返し tこ1討する疲れに付いて の心 配 は 要 らな

い。 第5表 は仲 率 6. 9 %、 2 2 . 2 %、 2 2 . 3 %及 36. 0，%

の 鋼線に夫々静力製的ヲ日 ｬ 是紋様強度の弘 ｴ 二 ＱＮ Ｖ ｾ

乗 じ?こ肱 力 度 を aeげ の縁膝力皮とする如き A 負 の

曲げモーメントを交番的に繰り返し作J I j せしめに

試験結果であ って111'率 6. 9%: [ : 毛皮でも 31 高 岡 程度

の繰 り 返 し に は 相 詰 高 141{ 力で耐へ るこ更がわか

る。

鋼キ Ｚｊｪｾ の Ｚ 長所は 加 工に Ｑ ＩＨ Ｑ る降伏黙及 引張強 度の 増

大にあるから之を利 川し て Ｚ［ｪ， くの知事規絡 ＱＺ ｜ より ｻｾｩ

mして充分安全である 。

第 5 表 剣線の繰り返し交替曲げ試 験Ｈ・昭和 ＱＴｾＮ Ｕ 月 ＱＲ 日 Ｍ ＶＩＱＸ B施行〉

試 験 片 直 僚 曲げ線際、力皮 曲げモ ーメント 室 温 破跨げi迄我の繰 り返し
仲 / 0 率 備 考

番 自主
π 3町1 kg/cmゴ kgcm 

。C
曲 荷 回 数 回

No.  1ノ l 4. 90  3，070 35. 40 21 - 24 311. 100 6. 9  阿形跡面

No.  1ノ 2 4. 93  << 36.15  22 391. 950 
4急 4与

No.  1ノ3 4. 90 
<< 35. 40 21  311. 980 

会 << 

No.  2 ノ l 4. 02 2，590 16. 50 20- 21  1. 281. 950 22. 2  d島

No. 2 ノ2 4. 02 
4与 16. 50 20 1. 976，630  << 4忌

No. 2 ノ3 4. 03 
多 16. 70 21 707. 360 << << 

No.  ，2 ノ4 4. 02 多 16. 50 22- 25 2. 080，500 
4忌 4与

No.  2 / 5  4. 03 多 16. 70 24 2. 570.  140 << 4会

No.  3  5. 01 2，640 32. 90 20- 2 3  775，510 22. 3 4多

No  4  3.96x 5.56 1，980 16. 83 23- 25 3，109，940 36. 0 
制府図形箇りi面 長

の周 に 屈 曲
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銅線は 2 本以.1てを一緒にして使用す る場合は撚

紘として ｭ ひると 弱 い か ら 必 す Ｂｾ￯ に 束 ねて月 ｪ ひ る

様 にし、然も束ねるの は精々 3本迄と し決 して4本

以上東ねな い様 にし なければならな い

第 4 表

引張強π3π度，2  伸 ラ4率

許容引張権力度

コン クリートの所

要4週墜綴強度
kgJ  kg/cm

2  

kgJ cm
2  

39三五 20- 25  ].4∞ 135以上

42三三 10 - 25  1. 400 135以上

45.'"二 10; _25 ].500 165以上

54:::;: ] 0- 25 1. 800 210以上

60孟 10- 25 2. 000 

"'" 

( 阻) 施工上の注意

( 1)  コンク リート は邸充に困難を感じない程度

の軟かさと容易に分離を起きな い程度の粘さとを

有 し而も 強度が大T 牧縮が少い様 にする こと が必

要 で ある。 そ れがｾ に は次の様にする。

( i )  スランプ ] 7- 19cm程度の施工i欧度を有 し

水セメ ン ト比のノj 、なるコンク リF トを使用 す る。

(i i ) 砂利は最大径 25mm程度の粒度宜 しき 困い

川砂利 を用ひる 。

( iii ) 砂はスランプを油度 にする 目的 に{克用す る

如 き気持にて用ひ、以て所要水量及ひ' セ メン ト長

を減じると共にその誌は此 の目的に必要油度の圭

にと ぴめる。叉4週所要強度 ]80kg/c m
2
，以上の コン

ク リートに於ては早強セメント〈高級セメントと

も云』、) ｾ用ひ てセ メン ト 量を減 じる 様 にする の

がf重々 の黙から 引先て策のf与Tこものであら う。イ旦し

所 要強度の左程大 ならまるものに使ふとセメン ト

骨材比 は小 にするを得ても適度の施工軟度を得 る

需に水セメン ト比を大にするを要し、 その鴛沈降

及牧縮fit を増大す ると共に強度上有容なレ イタン

スを多 〈生じ却って工合が悪し、から 此の場合は普

通セ メン トを用ひる方がよ い。

大阪府下で刷ひて居る 普通の砂. 砂利 では第5表

の如き 調合が油詰であらう。勿論同友 は機棋 練で

セ メン トを重量で計量 する場合に f-J するもので、

若し手練でセメン トを桝で計量 しよう とする 場合

は同表の容政調合上とより算出 せる セメン ト所要 容

積の 1. 2俗の容積を有する 桝 営使用しなけ ればな

らない。然し手練ではど うし で も均質な b ンクザ

ｻト が 造 り ｾ ｩｉｉｬいから無筋コンク リｻ ト遣では特 ｬ こ

手練 を避り機械 練 とし?こ い。

( 2)  銀筋 コンク リート 遣の場合 よりも 一層養生

第 5 表 無筋コシク リート 造用コ y クリート調合表 ( 大阪府下〉

所 k要g/ 強 度

所要スラン 7.

施 工 期 間 現tj%- 容積調合比

*- セメント 骨材の粒大

普

C口、2 C n、
比 ラ4

砂 砂 利

主E 4月- I UI 1  :2. 9:3.7  70 8番以下 l 吋以下

ポ
135  17- 19 

12月- 3刃 1:2. 7: 3.3  65  
"'" 

"'" 
JI， 

， 

4月- 1 1月 1:2. 8:3.4 67  

"'" 

... 

ラ 150 4与

12}l - 3}l 1:2.6:3. 0  62 d与 4与

ユノ

ド 4月- 12月 1:2.6: 3. 1  63 

"'" 

... 

165 4与

セ

12刃- 3刃 1: 2. 4:2.8  58 ... 4与

メ

y  4刃- 12月 1:2.5:2.9 60 ... 多

180  4会

ト

12月- 3月 1: 2.2・2.6 55 多
会

早
180 4与 12刃- 3刃

E呈

1:2. 7: 3.3 65 多 ... 

セ

4月- 11 }l 1:3.0:4. 1  74  メ ... ... 

ユ/
195  ... 

ト 12刃- 3月 ]:2.5:3.0 61  ... d急

必メy「級『高¥ 

4月- 1 1月 1:2.9:3.7 70 

'" 

4会

210 

'" 
トセ

12月- 3月 1:2.3:2.7  57  ... 
4島

、、ー，〆

X I 2 2  



に意を?初j¥ひ殊に初の 7 日間位の喪主主を充分にし2E

J令急:激な乾燥が起らない椋にし低温に閃る強度の

減少や乾燥に閃る牧縮抱裂の護生を防止する。型

枠 Dイ{. 置期I1l Jは金季| 白l次表の程度以上としにい。

第 6 表

セメ ｙ ト の極煩 ｼ 竺竺型 ｾ ｉ ｾ 巴

普遁ポ ノレト ラy 日 メ Y ト! 5日 '1 10 日 I 14 日 I28 日

/高級セメ ト¥1 1  1  1  
早強セメント ( Ｇ ｾｊＧｾ～＠ ｾ Ｚ Ｎ＠ I  11  A . i  I  .， n  I  守口|

Lとも云ふ )1  41j 1  7 日 1 7 日 114 日

( 3)  打込に際し材料の分離が起らな い様に注意

し、且つ突き閉めを良くして洲を浩らない桜にす

る。突き方の要領 としてはコジクリートが型枠商

に平行着する戯型枠の中心部よりも縁( ヘリ〉 の方

を、叉断[ 函の大きい部分よりもノj 、ぃ部分を、途中

の部分よりも 打ち始めの部分を下宇部よりも上宇

部の方をよく突く棋にしなければならなし、。向 コ

ンクリート を型枠 の隅々迄充分行き亘らせる tこは

凝結の始 まらない先 tこ周り難いと思はれる型枠の

要所を軽 〈叩いてまはるのが有効である。

( 4)  1日の打込能力を考慮し階高甚fご高き場合

を?除き 成 るべく 一層通 りは床版迄櫨手無し lこー誼

に打ち上げ得る様に施工し、且つ生じ得べき繊手

の教を出来る Tごり少くする 。

( 5)  施工催予は次の如き要領 にて強め何彪に設

け如何なる設計にて如何に行よ、かを計持して置か

ねばならなし、。

( i )  1日の打込能力 を汚r&:し依 り無理となら

きＧる範囲に て最大査を 打 つ事とし 、 ｾＨＨ高法 ｦ ご 高き

場 合 ｾ除き 成 る べ 〈 一 層通りは床版迄線千無しに

ー韓 tこ打ち J -.げ得る様に施工秘悶を定める。

(邑〉 檎手は成るべ く水平植手を挫りて縦縫子

となし且現断力の最小の所に、従って梁、床版.

T，V 与に 中央・若は之 tこ近い部分に設げる椋にし、E

陀縮臨力に直角に従って材ql 自に直角に設ける棋に

し、向縦にも 水平 にも 施工J てi!t:しい不便が無い限

りi漆 り長 〈一直線に巡らない枝に、即 ち例へば l

附の縦縞手と 2 併の縦櫨予とは位置を鎧へて巡る

と云」、様にし、而も均等な沈下をな きしめる 10努

めて封栴的配置をE皮らない棋に設け る 。 ( 第16a

及第16b回参J ! H)

仔 ｬ し悲に 注ｾｾ しなげればならない のは縦檎手で

はコンクリートの自然的廊カカ川、し、から此の部分

は特によく 突き新宮コンク リート 接合商に気泡が

干什'1: しな い様にしなげればならな いことである 3

第 16 a 圃

R  I川

一一一 一.  一一ーー-
1 色 L 九 T

第 16 b 圃

とは云へ勿論突き過ぎて材料の分離を?起 きせでは

ならない。向絶会j に避けるを要するのは桂や壁の

中程の高 さの所で織し、Tごり 、堰板は相嘗上迄やつ

であるの に途中 で11: める と云 i 、棋な方法である。

此の様な所に打 ち檎ぎを君主 るとレーグンス色溜り

易いし後の排除もうまく行かない、雨が降れば7.1(

が滑ってそれが仲々排除問来ないと云つ ? こ様な不

都合が起るからである。

( iii )  繊手は第17a、第17b、及第17c圃の如き

設計-と す る 。 ( 第17a' 17b'  7.:fd7c' 圃 も参照〉

新鶴コンク リート の接合[ 曲を溝 11手にして l憾み合

せにのは、新rHコンク リート の接鯛簡を大 lこし、

且慌のカを受けに場合にも機械的に或る程度抵抗

力が強 まる様にすると共に、高一櫨問に沿って砲

裂が入つでも待易に内外の空気が 流通する如 ｾｍ

fEにならしめない篤である。

銅線は降伏鞘 5. OOOkg/  c m
2
，以上イ111率 10，..... 2 5 %

( 椋賦距離直径の 8俗〉のものを用ひ、 そのピッチ

2 3 削



ドゴ二;;i

ぬ 押

詞ヨ

第

第 17c圃

者f -、噌4

←汁え平是正 ?

17 a  国

17 b  園

基礎の縫手

及び長は次の程度とすればよいであら 'う。

ピ( BWG坊の場合 18cm以下

ツt

チ l BWG併の場合

( BWG骨8の場合

長(

27cm以下

全長44cm(片'1f!1l樫込長 18cm)

l BWG紛の場合 11 50 11 ( 11  20 I! )  

末 端医は銅線直径の 10傍の長を直角に折り 曲げに

るフックを附す。

X I 2 4  

此場合最も注意すべ きは徐り {rl'の大な る銅線 は強

度は仮令ひ充分あっても使はな い事: であって、イ中

葱の許容最高限度は25.%i 立に定める必要があ る。

第 17a園理慢の7 k 卒総手

i?"A t  n  " 句会 ，:，r 制......

第 17b阻 控認の縦総手

第 17c圃 基礎の総手



主 し品不足で上記や規絡に合ょ、品が無い時は仲率

の最高は 25 % を超えではならないが最低は5 %位

でも櫨乎制強刷 としては好まし 〈はないが使つで

も宜い。向 上 記 の 銅 線 の ピ ウ チ は 降 伏 黙5，000

kg/c m
2
以上の品質のものに封じてヲあるから降伏

黙がそれ以下の品に封 してはそれに際じて勿論も

っと狭〈しなげればならない。

( i v) 長い建築物や建築面積の大なる建築物で

第 18a圃

r
n J

内

H  
.  
.  

ＮＲ Ｑ 草川町 ￑ Ｏｦｾ 拒 If E T' 

ＮＮＮＮＮＮｾーー、ｾ、 、、

L一一_ 6 '" 一一一一」

アーナ形，t : 桁に於げる Shrinkage key 

の酉ｐＮｅ￨及びコシタリ ー ト打 ｾｩ 貧

ｓｈｾ ，ｾ 寓銅 像豆腐 畢 ｙ

第
18 b  圃

ｓｈＯＨｩ ｴ￝ｬＨｾ 匂 ｅＮ f fE r 許')fi) 亀

第 18 c  圃

は建築物全暗に釘して成る べく釘栴に争等に託童話・

1設の shri nkage key (mi 隔を 10m内外にし度し〉を

挿入し、此等によって医介されに繭蝕の部分を劃

栴的に順次規J(I Ji f しくコンク リー ト打ちし、趨首

の期I i nCl4日以上ーとし度し) を興へてコンク リー ト

が相官牧縮し? こ所て、 key の部分を古い順に矢張ち

封隅にコンクリ ー ト打ちしてさを部を完成せしめる

様にする o key のJ貯は第18c圃 の様な設計とす る。

keyの幅は許 し得る限' 1 ) 狭くするのがよい。( 幅50

cm1立が適1詰と巧へる。)

普通の檎乎もヨミshr inkage‘ key の部分も新宮コンク

リートの様合部の仕_f-.塗 りに際しては此接合線に

直 角 方 向 に 紛41; を並べTこ麻苧叉は麻布等を下地に

して極力勉裂の費生を防止しなげればならない。

( 6)  型枠は節孔、吉Ij れ、破損等の猷陥無〈内面

を充分前ー帰せるものを使月1し、堰板聞にも na1l 療を

逃らぬ様にし、以てセメン液の漏1+¥により洲を遺

り又は打J てり肌を王子j骨総統に仕 k ぐるを得F る如

〈しない。

( 7)  打込みはなるべく高 1m 佼宛水平に不陸な

〈打ってゆく様にする。 {.R. し鋼級生事にて有n強して

ある所は銅線等 ｬｾ 附着し ｦ こセメント液が乾かぬ先

に打込みを終る様に注意しなげればならない。

( 8)  無筋コンクリ ー ト迭では櫨乎の教を減す・る

筋分隊を起さぬ組閣で出.;f<:る t:.' け多量に打込u ' か

ら鎖筋コンクリ ー ト0ふ場合よ りも. 一層型枠の支保

工を充分にして字ん7ごり傾い Tこり捜んむ りしない

械にしなげればならない。

殊にアーチの下商の型枠は充，分剛にして厚を大に

し、向沈下せぬ様支柱共f也を充分竪同な支への上

に立てなりればならない。支柱を地面から立て る

場合は地面を充分間め、且荷重を分散すべ〈充分

な厚と底商杭とを有する材を通じて荷量を地面に

2 5  XI  



体達する椋にし、 一旦型枠杢韓の固めを了つに後

は最早コンク リート打後棋等を利用して締め直す

必要が起らな い程度に堅固なも のにし なげればな

らない。無筋コンクリ{ ト造では強度上及び亀裂

防止の上から自然、礎盤の奈l商の水平 となす傾斜

角が大となるからコンタリ ー ト打ちに際して斜面

形成用型枠無しでは斜商を正確に遺ること が出来

ない。向此の斜商形成用型枠には相首大なるり得

起揚力が起り得るから7象めそれにt ' > 1 する備へをし

て置かな ければならない。

( 9)  打櫨面はレイ ・グンス及モルタ ル層を掻紋清

掃して砂利商ｾ［震はきしめ＿こる上水にて潤ほし、

直に次の コンクリートを打つ様にする 。打櫨商に

は屡々諸所でやられてゐる様に次回のコンクリー

ト打に先立ち特に調合良好なるモルタル叉はセメ

ント ペ ース トを流す如きことは不必要で、場合に

構 法 温 度 計 算 書 抜 掌

【1】 許 容 彊 度 其 他

より此等が厚過ぎ 7こりコンクリ ート打九 立 ち 乾

い? こりして却って弱断面を主主り有害の場合さ へあ

るからやめに方がよい。その様な事をするよりも

却って上記の注意を守り突き閉めを新哲隔コンク

ザート の接簡商』こ於て特に充分にし接鯛商に沿っ

て気泡が残留しない様にする方が効果がゐ る。

(1 0) 水平櫨手を造らなけ ればならない所で は型

枠刀高さをその位置叉はそれより僅に大なるに止

めてコンク リート打も終りに際して、レインタン

スを含む徐剰水が流れ出す様にし叉は然らぎる場

合は型に誼首の高さ及び位置に於て溢水孔 を設け

置きレ イタンス を含む徐剰水を溢水させる 核に す

る。

CIV) 無筋コンクリート遺設計例

(  a  ) 事務 所 設 計 例 其 の 1

ｾカ度額，Ｘ ＱＩ コ y クリート 手足
.  

槍 杉

隠 匿 カ 皮

際 E長 カ 皮

1 ! I t l 努力皮

ｾ幽カ度

地震今度 K = O.I 

地 耐 力 15 t / m

Q  

【2 ] 鰻 定 荷 量

荷量償81) kg/ m
2  

積 雪 寅 荷 重

固 定 荷 重

言十

コングリ』ト 壁穆

45 kg/cm
2  

*  
3. .75  kg/ cm

2  

*  
3. 7ラkg/ cm

2

ポ院

3.75 kg/cm
2  

根 屋

床
梁及控 地震

100 80 50 

295 295 295 

395 375 345 

3 階 CW30 c. m)  I  2 階 ( 厚39 c・m)

800 kg/ m
2  

I  1. 000 kg/ m
2  

X I 2 6  

80 kg/ cm
2  

60 kg/cm
2  

90 kg/ cm
2  

70 kg/cm
2  

9  kg/ cm
2  

7  kg/ cm雪

90 kg/cm
2  

70 kg/cm
2  

長 屋 縮 強 度 ノYso傍

3  階 2  階

床 援措恒出 ｉ ｾ 三陸 ｩ 地鍵

200 I  160 I  100 I  3. 00 I  240 I  150 

120 I  )20 I  120 I  120 I  120 I  120 

320 I  280 I  220 I  420 I  360 I  270 

l 階 〈厚48 .c. m)

1. 200 kg/ m
2  



【5 】 地震カに劃する壁韓の計算

(  1  ) 建物霊長及地震 力

単
位 t

3 階

床 79. 0 

E童 穏 74. 0 

言十 153. 0  

合 言十 153. 0 

地 震 カ 15.3 

( 2 )  3 併 壁

2 階 l  階

50. 6 62. 0 

184.4  254. 0 

2ヨ5. 0 316. 0  

388. 0  704. 0 

38. 8 70.4 

(太… ー 壁吋 Hl

入口 等の閉 口部及法立等; を除き 7こる

ものな り。

!  有効壁長 22. 0m 

ｾ＠ (/ 25. 5m 

15300 

(5 =  ＢＮＮＮｾ［Ｚ ｾｾｾ Ｂ＠ =  0. 232 kg/ c m
2

く 3. 75 kg/c m
2  

2200x 30 

( 3 )  2 附 壁

!  有効壁長 22. 0m 

晶ーｾ 11 28. 2 m 

38800 

s  =  ＢＮＮＮｾｾｶｶｾ ｮ＠ =  0. 452 kg/c m
2

く 3. 75 kg/c m
2  

2200x  39  

f も =

( 4 )  1 附 壁

今部分的に中央壁腫 2. 7mをとり

. 22 x  7. 7  +  1. 0  x  2. 7 x  2. L =  1. 47 kg/c m2
く

3. 75 kg/c m2  

270 x  3Y  

!  
有効壁長 22. 0m 

ーー，
(1 

30. 5m 

ｆｾｊ＠ f 7 0 . 400 

5 一 、= 0. 668 kg/ c m
2 く

3. 75 同/c m
2

2200 x  48 

【4】 地震カに劃する柱型の計算

日初:lJ

代表杭型@ に付き計算をな す

荷 車商積 6. 15 m
2  

(  1  ) 鉛直荷重及水平力の計算

2 7  X I  



量E 直 荷 重 kg

F重 実買

重 |  累計荷量

水 平 力

荷
1，吉

屋 根 床 2，310 

階 男遺骨豊及白 書室 う，160 0，516 

柱
7，470  

裂 | 設 計用荷重 8，000  8，000 5，200  I  

三 階 床 1，720 

階
里定値及 自重 10，040  。1，004

柱
言十 12，040  

型

設計周荷 重 13，000 21. 000  1，100 

二 階 床 2，220  

階 控骨量. &. 自室 17，060 1，326 

柱
言十 19，280  

型

設計用荷 重 20，500 41， 500 1，400 

( 2  ) 地震 力に依 る各階柱型の Moment

ぷAムん『刊判判一‘ 叫叫叫叫叫品叫岨幽叫4ι叫出よι叫iμi

I 3 . 6 0  J， 2.6 0  1  2.60 

( 3 ) 桂型断商の決定

a )  1 階 桂

トー 1 5 0一 寸

凡HE
ト88;二l

b)  2 階 桂

X I 2 8  

p  =  41. 50 t  

M = 0. 313 t. m 

Q  =  0. 350  t  

A  =  15，441 c. m
2  

S  =  313，500 c. m
3  

41500 31300 

f = 一一一一一一 士 一一一一一一 = 2. 7士0.1 = 2. 8く 45. 0

15441  ｾ＠ 313500 

Q に劃 しては充分安全 な り



p  =  21. 00 t  

M =  0. 313 I . m 

A  =  11. 530 c. m
2  

Q  =  0. 55 t  

| ←/ タo 之寸

S  =  1' 32. 500 c. m
3  

ト
( 0乙| 31. 300 

土 一 一 一一 = 1. 82土 0. 1'= 1. 92 く 45. 0

132. 500 

f - 21. 000 

1'1 ，530 

Q に到 しては充分安全な り

P  =  8. 00 I  

M =  O. げ1 t. m 

Q  =  0. 26 t  

A  =  6. 300 c. m :l 

S  =  81， 000 c. m
ll 

柱

ト
- / 5 0ー→

ｾ丑

c )  3  1併

f  =  ＭＭ［ＭｾＮＮＺＮ 土 ｾ盟 ι ］ ＱＮ ＲＷ ＺＺＱＺ Ｐ Ｎ ＲＲ ］ ＱＮＴＹ く ＴＵＮＰ
6. 300 ｾ＠ 81. 000 ＮＮ ＭＮｾ＠ . _- .• 

Q  lこ謝 しては充分安全なり

トー吋

木 造 床 梁 o J 十算【5 】

2 階床の l 部に付 き示す

( 1 ) 水 平 計 算 翠位 kg

7]¥-' 1-' トラス梁群よ り成るほ全閣の水平になるべき 水平ブJ を各 トラス梁 に分推 させ問題の ト

ラス梁は自 己 の 不 指 Ｗ ｝｜ ｾ Ｑ 三 力につ い てのみ計 ・算 する。

|鈷|式計算するに

15; 000 Pmax  =  +  15. 000 or -

=  +  10. 500 
1/ 

_ . . 材

¥材

方

匂 =  - 5. 050 1/ 
材

1，800 

トラス とし てI; ;' fl式計算するに

Pmax  =  +  1， 800 or 一

1/ 
=  +  2. 500 

_ . . 材

¥材↓

↓

↓

↓

 

一

2 9  X I  

= ー し710

以上二方向の水平力に依り 最大なる 臨ブJ を設計朋肱力とす る。

1/ 材ー



( 2 ) 鉛 直 計 算

( 3  Ｉ木首ｾ梁断面の算定

a ) ① 梁

ｉ ＧｾＺＭ l'f¥... 

司，

日}，-

P = 十 15. 000 .kg

M =  29. 000 kg.c m 

Q  =  310+ 440 x 2= 1. 190 kg 

i  =  2. 76 c m 

日トι 帆

p  =  - 5. 050 kg 

M =  29. 000 kg. cm 

Q  =  320+440 x 2_= 1. 200 kg  

， =  270 c m 

X I 3 0  

① 梁の! 車力 M =  2) O  kg. m 

Q  =  310 kg 

① 梁ヨ〉雌力 M =  2ヲokg. m 

Q  =  320 kg 

@ 梁 の l忠7) M =  406 kg. m 

Q  =  440 kg 

④ 梁 )) 1悠ゴJ M =  610 kg.m 

Q  =  570 kg 

有効住吉1 商 13.  5  c m x  30 c m とす

A ニ 405 cm:! 

十= 20・5

S  =  2. 025 c m:l 

fc ニ
15. 009_ __  .  +  Ｒ＿ｾ＿Ｐ＠ =  78く 80

405( 1- 0. 02 x 20. 5)  T ーゴ河Z子

f 3 1 . 1 9 0  

5 ニ 一一・一 一 = 4. 4 く 9. 0

2  405 

松材有効断商 12 c mx 21 c m とす

A  = 252 c m
2  

S  =  883 c m
3  

f
二三.??? +  ＲＹ ＺＮ ＿ｾ＠ =  53 く 90

252 883 

f 3 1 700 

s ニ一一・' . 一一一 = 7. 15  <  9. 0  

2  252 



15 c mX 27 cm とす

A  =  405 cm
2  

-t =
川

有 効 断 商

梁

日I"

川

c ) ③ 

S  =  1，820 c m
3  

f  l 0 5 0 0 4 O，600 

= 一一 一一一 一 一 + 一一一ーー = 71. 3< 80 

405( 1- 0. 02x 23 1，820 

p  =  +  10，500 kg 

fs =  Ｍ ｾ ｟ Ｎ ｾｾ Ｍ ｾ＠5 = 一一・一一 一一 1. 63 く 9. 0

2  405 

M =  40，唱00 kg. cm 

Q  =  440 kg 

l ニ 350 cm 

算計の礎基【6 】

とす

41. 50 t  

35. 00 t  

3. 50 t  

80. 00 t  

前記計算せる柱型!の基礎に就き算定することとする

上部よりの荷重

自 重

土 他共

0. 2665 t.m 

0. 2665 

1 = 一一一一一一一 = 0. 00334く

80. 000 

Moment  

I， ‘ a  

，- 2. 3 市 、

S  =  _ l ニ土佐」三 =  3. 87 m<l 

6  

f  ｾ＠ Ｘ＿ｾＰ＿＠ :l: ｏｾ＠ ＲｾｾＵ＠
= 一一一一一一 士 一一一一一一 = 7. 900 土 O. 069 =  +  7. 969 く

10. 1  ｾ＠ 3.87  

A  =  4. 4x2. 3 =  10.  1m
2  

15. 000 ti m
2  

J-: 以

昭 和 15年 4 月 費 行

建 築 物 強 度 計 算 用 風 塵 規 準

会 定 償 35銭

主主料 3 銭

霊堂行所 ・枇図法人 日 本 建 築 協 倉

世量替番号是大阪

3 9 9 7 5 番
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Ｎｬｾ 圃北側立薗聞

第 13 園 西 側 立 函 圃

6 5 M J  

I  I  I  I  I  I  1 1 1  I  I  I  I  I  I  I  

0 _ _ _ _ 5  1・ 15‘

U  1 .1 1. 1  I T I T I I T T T l  

3 3  X I  



>< 

ω  

t， 

f_ ，. ｾ Ｎ＠

ｌ｟｟｟｟ｩｾＭＭＭＭｲＭＭＭ｟Ｇ＠

- ‘ LLL1 1  I  I  I  I  I  I  I  i  J  I  
遁b

誕p

“ 4 長d{IIft; :

買事 14 圃 1 階 平 面 園



鮪 1r. 園 第 2 ｾ苦平面園

回

国

図 図 箇
図 国

』 討 石 市 イ

第 I “ 圏 第 3 ｾｩｩ 平面聞

阻四畳4

国

丘孟_ A_ : 主

図 国 日 国 国



第 七 間 基 礎 伏 圃

“ ｟Ｎ ｊＯｾ 吋｣Ｎ Ｑ ＨＱ｟ 一一 一 一 ー- - / / ': Ii l) - -

M E記局f

第 h 聞 第 2 階 梁 伏 圃

13.Q自白 一

l 竺 二二ι

寸

l

i

J

4

3

1

2

J

l

i

JL

I

l

-

-

耳
べ

一

時

X I 3 6  



鰐 10 圏 第 3 m梁 伏 圃

'1900 

。ｾ

L J m叶寸門ア!

13. ιs， 

間 5ーL Il L 25 .&' 1 5ーhaoo

。 5 岡 崎R

t  t 内 1 . I  

司 自 I I ・I 1 ( f  I _f_ j‘ ・1 1 I  

3 7  X I  



務 I II 圃 断 面 圃 ①

ｾ ＧＷ￘＠

」

←一一ー

とコヒゴ

第 1 11 圃 断 面 閣 ③

X I 3 8  

本 庄 桁 面

'宅k

fれえ泌「函



ω  

ω  

×  

圏 詳 細 圃

，6 I  /  

- ｾ＠ ーヨシ

一一ι 一 ，｟Ｎ［一 ー ーー ι ｾ ー Ｍ Ｍｾ ｾ

〆 i 〆



×  

ふ

O  

第 1 1 :1圃補強 ft l !.筋圏 ( 持鏑線使用〉

」一一一一雨
ト リ 車 トL い.A.tfJ ili 十→日め

.  ，・I ! : ' O ｾｏ＠ ..c  

1 ， i  i  i  1111 j  111 i  11 i l l ょ j



第 11.，置l梁組窓楯昔日及木柱基礎の詳 細

主 主 蛮 画 面 軍

主ι zは?
会 二E 岱血盈u : : : :

ｾ＠

>< 

才、穿，Ix. 供 向1

a

p

射

事

・

靖

俗

字

Z

7

w

t

T

U

T
攻
工

zlSJ FFi F 
二 Ｑｾ 鉦幽撞霊正予士官官隊璃昭 事 ご

ヰ 叫 三A駐 盛 鍾 年 一

三 師 盟 理 亙E 主; : : ; m区盟踊謹二

市 2 ・ 酌 . . 司監ト量11，ト 晶

み

A

7

手

'i

M
'

ト叶h 庁 庁I 3 1.0  

(':__I " T . LU. J イ



×  

ム |  第 11咽 コンクリート打ーの計霊及コンクリート打総書日の詳細

N  

時 Iil 
中毒昼 車 面

j t  (I) 

rす

中 阜 商 画 中 羽l '" Ii> Iil 

面

。 g・. . ..1" 
「一一 __j

mr r mr nnTl IIJ I I  I IJ 11 !I !  11  ， 

。 . o .u ，WA 

附胃計iill 1  1  I  I  

"ミ"，..，

L i コt ¥ 

ほ←H 去十台寸

とν

F菅



( b ) 事 務 所 設 計 例 ( 其の2)

ゴ|

第 ][1 圏直E 置 圃 及 見 取 闇

建紛茄t 豆及耐え見辰吉を

s 一一 10) l O' 悌

. ' 州 揖 3を f安 息 o ，

也 祖 宜 ‘

lf 

'J "r.....) 

匹肱 ｾ ＧＢ

レJ

トー

三
一・司

' 旬、

LEE3i  

、ｾ

ヨ

-・-、

‘温ｾ

ーさ .  

!唾

ョ，

，2a1，T  1  

4 可o・ I I J 1 11. 7 -

1一色員3  

ー@

第 11 ｾ 蘭 立面 画 ①

叶

一室担盟 主ｾ畳一

41E争

門

口

門

口

二

円

口

門

口

=

門

口

門

口

ニ

門

口

門
口

ニ

口

〕

口

〕

一

一
一
由

一

日

日

一

色

日

吐
検
一

門

口

巳

門門

]

4

d

n
口

4 3  X I  



買i l 2 圃 立 面 圃 ①

。I J. .j 4  'i" "  7  ' 8 -- 1  "同

号 野 側 墓 古

第 E π 圏 第 1 階 平 面 圃

2 階 平 筋 合

ｐ 芋守『弓『ﾱ乎・ｾＺＭＺＭＺＺ可弓Ｎ

イ食 堂

買 1; l :同 'f ;_ 

Z叉 t

.. 

ミ

ネ

|

|

寸

4

走

、

ー

ー

4 ?l fg  

X I 4 4  



十 x

間 ヨτ 長 調 臥 JI 色 来 工

目 ) 1 a e電 " -1lI 

A

H

叩

×

第 ][ .1 圏 第 2 階 平 函 園



さ

ら

白

第 "[ G 間 基 礎 ( 犬 圏

~

1

H

E

A

-

-

「

i

i
「

ー

ミ

1

1

;

、、、
E

h

町
、
l

l

j

ミ

1

J
、
む
よ

。I 2 3 ' "  c  ， Ｗｾｯ ・

7

1

J

i

 

、品、

K

M

W

1

ｬＭｾｺＧｰ ＼ｬＧｬＮ ヤ到。

岱四ぷ迂暴

哩塑F ・F

"'-71' __l _.  f. r" ー 斗 - . IJ ，I f. i ' P ーJ . _ _ ｎＢ ーｪ｟｟｟｟｟｟Ｎ，ＮＮＮＮＮ，ＮＮＮー ｾ ｊｈ 斗ィｾＮＮｪ
・ーーーーー- - 9 7 n " -ーーーーーー一一ー ‘  



第 i u 圏 第 1 階 床 伏 園

階 床 イ 久 昔E  

Z う 4 守 6 7  ， 't 10司

日

刊

い
d

z

一

区. . .  

o  I  

↓川 畑 |  

所」ーーかーよ- _ .r. /
n J  

47"' " 

b

J
可

×



E

ヘ

いへ旬

、

床 伏 を
己ヱ善

第 u -; 圏 第 2 階 床 伏 園

4 - ，一

v

n

-

b

∞

 



第 i s 闘

? 久主

t

i

E
斗

i

t

j

i

t

j

R
雨

t

i

t

i

j

i
~

レん

金 星

日一
t

十
ム

モ
ナ
ヘ
に
は
比
一

一
一
一

山
川

崎止

b

e

u

c

 



告

側

O 第 10 田 町 面 画 ①

街 ， m fIl 

。， 2  3  f  

3  

E明



第 10 岡 田 町 菌 園 ①

A  A 折世? 図必乙

ω  

><事



- 鉱 捻 彩 造

第 1 1 0 園 詳 細 園 ①

ι 僧

ノ ＺＢ＼ｊＺ， ＢＧＺ］ｊＺ ｾ ￆＮＺ

/ 立) t主/ i ... I(*: i L

一ＺＮ ＡｦＮ ＮＧＺ主任 ， ｾ＿ｌ 詮 ＧｊＮＮＡ ｰ｟ 立盆 ｌ

日 明

〆 Ｇ ぎ， ｾ ＺＮＡム ｌ セ

ｲ ｃＺ，， Ｇ ［ ｾＺＧ 二ミグ ー
ノ

。

品 ｾＧＮ，Ｎ一一一一一一

h-
。‘
“

町
司

D  .  .J2..t .l..J..5!_ 

i -
1  

X I 5 2  



ω  

ω  

) (  

第: n: 1 0 園 詳 細 園 ②

q半時

↑ Ｏ ｬｾ 山出生選ｾ
i / ー = ー

階鉱害草加留

。 5 " - 1'1風 z.

A 事?事R 置、諸民主，，-，， . . 主紘

乳 句号、11) . 買えず) . 1/ - ' { (:，. 凶 ムA べ""' 4，. &) : . 主&主忌

思t. ｲ Ｂ，Ｎ トペ Ｔ 削は鴨命令肱『輩ｾＨＮＺｲｊＺＮ

l' 念 品包懲り宣イ晶

' 干 咽 会

帽 ｭ 喝格ｩｉｬＮ二暗唱申請ｾ ｾ＠ ｾＺｺＮＧ 油会 Ｎｃ＼ ・ ｵ 見 Ｆι Ｎ，

ＣＩ日正事れ 車 Ｇｬ｟ Ｑ ，Ｑ［ＭＮｴＮｊｴＮｾ ム
品 ε 晶体曹ｾＮ主ィ ｵ

初 λ  怠ＢＢｾ ot永巴吋・- "-. ，畳フ多- " ・-

仁三;JJ C司

定少

.$ 

2  

5・陶

又と

排奴視組曲

坐牙鎗鍛接話番

い: : 骨

回E

ヲ;-?，イメヲ斤r M泊所併剥聞

， 必 財入t (駒 山 初 勝 制 調¥J蛾 KI.z峨

ｨｾ ＴＮＮＴｾ Ｎ Ｈ 停 制え Ｇａ ＭＧ＼ｉｩ μｌ 主
宰 晶 一 時 鮒4 ;1L 2 f てτ二::;*'"， ' 6 ''''''''' . ｉｾ＠

e，晶 - 'i A H融班長引汐餌ふ品北 - " ←司



豆沼え} 苅詳細歯

ｾ函‘
2・

叶 - - - + - 7 ' 竺f 斗

;31 

i i?? 

ｾｩ＠ l  

第. [ 1 0 圃 正 面 玄 閥 詳 細 圃

守

防

x  



調1111 圃 コ ン ク リ ー ト 打 計 聾 園 ①

( 圏中の敵字は コシクリート釘積序を示すもの芭すJ

の

量 ｾ

V 車

@  

.. 
正L4 古 川

① 

マ@企

ｃｾ 生

t" て治生

J  

⑦ 

釜

1.11 

EH1  

T  且

①、

恒 三 園 a  

。 。 。

世 f 生

。 。 。

第 一 階 ③ 

-・ーー

...t A. t  

議 -

@  

@  

。 。

。 。

③ 

5 5  X I  



o  I  I  3 今 ち ， "{ーτ? 寸同

vcω

。

第 KJl 園コンクリート打計霊園①

⑤ 

③ 

日日日日 日日日日

日

① 

門

口

門

口

門
口

門
口

門
口

門
口

門
口

日

窃号E

@  

日日日日日

直J 重 @ 一

L丞



新 建 築 樹 l

玄 関 取 容

西側! ゲト搬

待 合 所

( 大 阪 〉 市 立 北 市 民 病 院

場"可'‘

限 計

施 工

， 

背 回 全 景

所 在 地 ・ 大阪市此花毘西野下之町11番地

起 工 ・ 昭和1. 3年R月25日

駿 工 ・ 昭和]5年6月5日

敷地面積 ・3.298.  623m
2  

収容定負 ・有料92床. 無料98床

総 工 'l!l ・ ] . 172.197園

建喜重面積 ・] . 934.  357m
2  

延 函 m・6. 筋O.6.39m
2

市 糧 策 郎

鴻 池 級 1  X I  



玄関 k ーノレ

院 長 率

講 習 室

ｼ努 造 ・ 本館 ・ 豊富筋 コ ンクリ ート ｾＴ 階建 Ｑ 盟 Ｑ 地階 培 家付

附属館 . g自紡コレグリート 遺耳h階建煙突コ ングリ ート澄一基付

宕自軍縮寄宿舎 ・木登滋皆建

自動車々庫 ・木造苧家建

ポンプ室 . tIl !下怒皆告書窃コン クリート苦言

滅菌草書室 ・木造平家建

X I 2  

(大 阪 ) 市 立 北 市 民 病 院

留 局

食堂' I! l : i実号官室

夜間出入口

段 言f ・ 市 燈 築 部

施 工 ・ 鴻 池 組



J . 車 寄 せ

2. 玄 関

Ｚｾ ・下 足

4. 受 付

5 鹿 間 51 待 合 所

6 事 務 室

7. 聖書 局

8 銀 行

9. 小 児 羽

10. 内 羽。

J1 .  内問特 別 診療室

] 2. 相自 尿 室

J : l . ポ ン プ 護

11. 宿 直 室

15・ 便 所

Ir. . 物 自

17. レント ゲ ン装置壱

]8  レントゲン室

19.  レントゲン診療室

20 外税診療室

21. IJ 、手術室

2:? 準 備 繁

2: 1. 大 手 術i 宅

24.  材体fl! i HIi蜜

Z号. 腕 衣 緊

:1円. 浴 窓

'Z1.  ｾ＠ ｾ市人 ｍ

28. 分 娩 室

20 四 位 宅

:30. 夜間出入口

:11. 同 上 玄 関

:12.  fま 庖

33.  ; u護婦? 寄宿舎幻1 踏 ち

込 み 幻2 押込れ

:141 舎ffi 筒直室 342 会 銃 撃

お. 答宿舎目密接宅

Ｚｾｇ Ｎ＠ ドライエリヤ

Ｚ ｾＷ Ｎ 洗 滋寄雪

:渇. 干野宿舎玄関

ＺｾＡＩ Ｎ 講習室

10. 鍔 2

41. 自 動 車 m

42. 焔 長 室

ＴＺｾ Ｎ 洗面所

H. 食 堂

4乃. 病覧J l ! ! i 接宅

4r. 機 ，ei:研究苦言

'17 笛 局

18. 安 長 室

4円 エレペ ータ戸

口 i O . 病 室

日1. ＮＮＮｾノレ コ ニ ー

52. 宕ii W締結砂7

￱Ｚｾ Ｎ 眼 ｦ，［Ａ

ｦｾ ＱＮ 同手術空

白 . 耳ぬ咽喉同

ｦｻＩ 皮 ｬ ｩＮ｜ｴ五ｾ

57. か'( ｾ ｊｊ 場
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f) f). 石 炭 庫
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GI. 汽 E控 室

G2.  i宵 稼 室

。t sど T ｾ＠

rA. 厨 房

r.o 従栄員食堂

「心 総i安夫jF; 所

。7. A 底

68. 監 守 護

ω 休 憩 室

西 側 面 図

( 大阪) 市 立 北 市 民 病 院
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卒 面 図

間 鐙 岡

食 堂

モダ γ 建菜と云ふものが・路なるzpべったい屋根

と隅につけられた慾になんの関係もないとし、ふ事は

既に云ひっくされてゐて. 近頃ではもう際l備な言葉

になりきってゐる。然L ながらそのこ とを言賢明する

に定る綴なｾｬＡ ｾＧ Ｑ内 な好 例は 貨に砂いのである。 こ の

潟毘で見ると・ その郡波さのみならず. 如何にも外

最古号ド; 引な紫l'卜さにみちてゐるこ とを聯想させる。

なかんづ くこの卒面固 と室内闘を調ぺてみる と・ガ

ラス張 りの食堂の快適さがよくわかるのである。 zp

ｾ建で 地 階 を持 たない こ の形の平面闘は機構の宮伯 、

らみて椙Mi困維な問題を包んでゐるが. 然L 此隠で

はそれが52も必要紋くぺからざるものを保ちつ L 貨

に嬰領よく取扱はれてゐる。

( アメリカ) コネティカット州スタンフォードに建つ住宅
憧築家

Lest er C.  Ti chy 



ローマより ra革までl r . ' i J 1の支駄芭しての

1942年."9X回I車覧合

この ｬ 耳ｾ 舎 はファシス ト 政限 Ｒ Ｐ }，周年記念11>芭

して 政代目l市の糠袋に一典? 砲を輿える芭共に.

壇賞世紀に亙る獄 < ｉｾｪ 伎の ｬｴ 品［再販のため計百五Ｇｦｦ施

せられてゐ るものである。海岸 線までｾ Ｚ ［ＺＺされた

記念地域 cliaJ:: 曾を合む) の問成は. ムソリーニ

氏の希 望に よ ｾ Ｎ 20μl 年記念I j ; ; 弔の役割事事果たす

E 共にロ ーマ割高『炭のた め. 思t' ff の象徴芭 して. 叉

将来この騎強それ自身の支駄ピせしむる二つの目

的の綜令から成ってゐ る。

別捌 li a見合話ne1lt 闘は ー同 UHl1<'I>!l}.所一法人-

ｾｾｈｪ 駆者 Ｎ 経築家 ｍ｡ｲ｣･ ｊｬ ｯ Pi acenti ni ーの計出

決定に よる b のである 。

一一常設建物及び事業一一ー

法人諸建築物

J. lW司曾綜合事館所

2. イタ リヤ館 ( イタリヤの市t留市1] .. 1[ 生活

を示す〉

:l . 苦手働者付

4.  ' El 議場邸に招待湯

5 敬 曾

rl . 古代美術的防飽

7. 近代美術開物館

ｳＮ 自然 ｦｾ Ｑ 号 ｈ 専初館
( ) . 地上生浮展開場

10.  ｾ罪 ｛ｾ附 閑 ｉｊ ｪＩｊ

]  1  野列劇場

] 2. 自給自足畏t':t場

lil . 産業自師 会際手Ij湯

H. 枇曾保険及致事専展i . ' i 場

] 5. 曾 飽

16. 料棒j 苫

]7. 大 ア ーチ

]8 湖水

其 他 建 物

]fI . ローマ 箇

30. ローマ市 民寝間場

21. 圏立紅曾保険局

ＲＲＮ 倒立フアシスタ ｩｩｦｴ ｾＺ Ｑｦｩ旋君臨 ｊｕｊ

2.1. 熔接‘ 窃曾

ｾＴ ・ ￯ｅ 筑波生飽
25 ムツソリ ーニ山林協3

211・入場停車場

'2. .7 出 場停車場

28. i 'f l勿荷主場

29・労働省展l習場

:ω. 場内防火見張所

31. 公共事業閥系者の得'311建初

安) 農業堕に制問物館

.14. 工事聖護問場

- ぁ. 献金渚

ＺｾｮＮ マルコニ記念物

:li 住呂tll! 域

:弱. 図立獅占事業展t習場

Ｚ ｬ ｦｬ 産業Ａ ｾ話、 Ｓ

1n. マリア ーナ停 車 場

11. 衛生施設展町場

情 J f 舎 綜 合 事 務 所 連築家 Gaet ano Mi nnuc c i  

三つにl賢次に[司い合ふこの建物は( 配置悶々示番脱] ) すでに完成 し 法 人 と L て大規模の組紙の中心として. その機能を溌

街 L てゐる。闘は何れも周囲廃場主りのゲII践。

( イタリヤ) ローマの19担年薫国博覧禽

総f訴 事 者 建 築 家 Ma r cel l o Pi acent i ni  
5  XI  



帯 園 庚 揚 ( 以上三回」桐雌mノt卿〉

ｴＡＧｊｾ 命記念の主要な中心をなすもので Ｎ 鹿場の中心にはＮ マルコニ記念硲が

建てられる。この腐場は. : 9 ¥の建物を取入れてゐる:一一大劇腸( 筑間人収容配

闘 番JO)

古典( 16) 及ひ近代美術情物館 ( 7) 税謬間物館 ( 8) 地上生浮間物館。〉等

XI  6  
( イタリヤ〉 ローマの1942年高直博覧舎

苦手働者村

侮百曾建設努働者が参奥の醤初から使用

してゐる 。Ｈ配Ｎ掴Ｎ番ＺｾＩ

業:

I f J f 曾玄開魔湯のニつの建物 ( 2 1と22)

関立 7 アシスト市t曾擁護溺曾 ( 21 ) と図立市t曾保険局 ( 22)

建' j l !家 Gi ovanni Muz i o， Mar i o Puni coni ， 

Gi ul i o Pedi  Coni  

爾方共にtUi 町曾k 期中及 rf 絢来も缶入I j l e 会及事務所として使用せC)

れる. 問題防の列搬はさ丑然同一で思別すること因維であるが. そ の

zp面計簡は二法人の異なった目的に沿わL めるため夫h 異なってゐ

る。( 闘は三つ共同上建陶列車Eの模型〉

綿指簿者建築家 Mar cel l o Pi acent i ni  



間

刑

判

一
刊

に

寸

一

首

1

・

「
コ

竹

一回

組
聞 E 。 ロ u 。 ロ ロ . 甲

tじL 一軍］一 ｅ 一 ｶザ吋 ｆ守干Ｍ哩一一Ｍ一ｾ 哲 Ｍ一戸 ....... 一 ｾ 白 三与 L  

国立ファシスト佐倉縫護協含建物 ]際平面圏

園立駐曾保険局建物] 階苧面圏

新停車場正面夜景

正 問 南 千 荘 内 部

ローマ帝園の新停 車 場を王見出

ょの目.杓のため各閲:長者一銭道省滋id包ー建 築 家 技 術 家 等ーはム ツソ

リーニを総裁として黙想協議の結果ロ ーマ終織停車湯の致獲が計箇 i'f施

せられてゐる. 自jち現ロ ーマ中央停車場の建物は治んど取除b れーこの跡

は新しい臆湯となるー現存.n構内を悲として司王国前歯せられた大停車場建

築の完成である。この慾棄を要約すれば:一一

1) 新鹿場 ( Pi azza di  Ci nquecento)に面する主要建物。 間口幻2米. ｾｊ 習
仮容を運ぶ乗物の辺 白出来る車寄せを持つ大Wi i P室よ り成る。

2 )出口にi旬けられたピエモンテ大通側の一環は長さ 48':nム聞出入口料理ー

居 待 合 室. fl 庖等である 。サ レタ・ピピア ーナに近〈 郵便局と111駐在所が

ある。

Ｚ｜Ｉ マノレサ ラ 湿 ｨ 側 は Ｎ長 さ Ｗ ＳＶ 米三つに区日ｉ｝ ｌ 第 Ｑ は新髄場に面 ｌ ｾｊ 習の
公家溜り . 2定内所. 手荷物波場. 市 銀行. 郵更. 電信等の各出張所. 第

2 は別室を持つ白白雲. 第 3 は積々のサーピス所( 公安瞥j!i i慾兵駐在所.

股益 瑠 取扱所 Ｉ と ｾ ｪｊ務室である 。
このほかプラッ トフオーム下の地下一階には一般ホテル及積々のサーピ

ス所. 正面遊歩主主の下には鹿い教曾がある。伺第 2院警は手荷物務前運搬用

に. 第 3[l!警は各種従業員用にあてられてゐる。

XI  7  Ma r c: el l o Pi ac: ent i ni  JI 築 家飽指揮者

場

上1942年寓圏博覧曾・下ローマの新停車場

符 H切

〈イタりヤ)



口! 恒 白 煙 防 叫 鱈 関空雪 暦 !間

ｾｴ ・ ｉ ｩｬｩＺをヨ Ｑ Ｎ ￐， に入 れ ざる曹 ｩ 停車ｾの計織Ｇｰ面

要望 ｾ ｟，｟ 二 Ｓ 五］Ｚｩ .. 画

r.. _' ｾ Ｎ ｾ下ＭＭｧ LIJ 1  f!U IJ J 4_f I  し

一 「 恒 竺 竺 竺 竺 雪r . ・ー ‘ f固

=ニニニニξ 三吉T o 一一、ーーーー一一

互口

亡二二二二二二二

ロ

第 ｊ ｾ 修平岡聞の ｬ 部

第:糟 Z問 闘の] gs

X I  8  
( イタリヤ〉 ロ 』 マ の 新 停 車 場

綿指? 草者 建築家
M町 cel l o Pi acent i ni  



← 玄闘に有置く

( イタリヤ〉 ロ ー マ の 新 停 車 場

o  50 1∞ 

巴里ｾーーー

停車場の郵便サ ーピス及び将}']I j急行タI j 璃の

銭道活局サ ーピス所にあてられたきs分

ピエメン テ大遁 りの ls分。左主り布へ. 努働者

及 ひ軍隊 専の 蛮 随ｱｪＨ ｾ 害 出 入口ハ の 豆 闘 停車努

鹿 湯 に 向 ふ大 庇 の 舗 にある ｾ ｾ写 地 下路 道入 口 ＮＲ

線 指 揮 者 建 築 家 Mar cel l o Pi acent i ni  9  XI  



XI  1 0  

美 妻 鮒 宅 和 恥 に 叫 二

デrtぞ古い( 佳主宅七新築同様 ι な 否 /

【 カ タ ロ グ 贈 呈 】

a・・圃圃圃- 圃圃・・

新 築 家 屋 美 繁 加 工

新築務成と同時;こ本所濁憾の ピツ液lこて洗

海 し 木 扮 翠 色 の ｊ 京国 と なる 樹 ｾを 取り 其

のよを ピソにて仕上の加工をすると完全な

る妥色防止加工とな り. 優 楚な艶を有しア

キコ主の苦手を省き頗る経済灼です。

古 家 屋 新 装 美 繁 加 工

古家も ピY 液でdt 書評すると新築同僚とな り

ｾの 上 を新築美索加 工 と同僚の刷 工をする
とWtl 者同様の結采となる。

( 匂 技 術 刊しまずから務所

資 加工と致L て患ります)

美素互乗所

大阪市天王寺直東平野町四丁目ニー

電話天王寺( 77) 四0 0三 番

6  HOURS CONCRETE 

，: 2: 4  71ctt 65 6瞬間 217'1.Aff. 28日 4IQK1.ノ保

1: 2: 4 71¥t t 45 6瞬間 300".ぷ 288 580料 品

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す



不 規 則 ラ ー メ ン の 反 復 試 索 解 法 に 就 て

緒 -=回

鐙電所、呼水ポンフ. 場等 t二於てはグレ ーン やデ

イゼルエンジン等を据え付くる都合上、天井の高

〈スパン (Jj 大なる 1}音 l スパンのラ 戸メンを構成

し、共れに比較的天井の底い 2層又は 3属のラ ー

メンを接続する場合が多い。

斯のま日きラ ーメンでは各月誌の梁は大スパンの部

分で切断され全瞳 としては形の不規則なラ ーメン

となる。

筆者は近時此の種のラーメンを数多〈解〈機合

に接し? こが控角接度法を用ひて聯立方程式を立て

此れを解くには簡単なる形のものと雄もその煩に

耐へすもし，て際部博士の提案され?こる民角分配法の

公式を僅に補足 し? こる反復試索法を工夫し此を周

ひて容易に解くことが出来7こ。

本文は第 l 園の如きラ ーメンに鉛直荷重主節祭t J

水平荷重が作用する場合に就き此の方法を説明し

に ものである。

( 第 一 圃〕

中浮 淘

Mar  =  Kr  (2(/)a 十桁 〉ー Car

Mau  =  Ku  ( 2(/)a +  (/)u +  1J' u.)  

Mal  =  KI (2仇 + (/) 1  ) 十 CaI

然るに節黒( i a に於ては1 : M =  0 が成立する

から此れに上記の式を代入すれば

伊 ｡］ 翌三 Ｍ ｾ ＨＨＯＩｯ +  1J' 0  ) 了。刊行+ ( 仇 + 孔〉

Ja  ｾ＠

1. 鉛宣荷重

a. 節 黙 の 方 程 式 任 意 の 節 鈷 a ( 第 2 闘) に集

る一群の材を考へる。

材 ao. ar .  au. al の控角の 2E 倍を各伊0 ，(/) r，ψ U， 

(/) 1，のし材 ao，au，の控度ρ - 6 E 傍を各1 J ' 0 ， 1J' u， 

とすれば

Mao =  Ko C2(/)a +(/)0 +  1J' 0  )  

( 第 三 掴 〕

こ 〉に Ma =  (Car  - Cal)  

ia  =  2  CK o  +  Kr +  Ku +  K  1  )  

Kn  Kr  

ro  =  マニ rr =で二一

Ja  Ja  

K"  Kl  

ru =で=- - n ニ プ ー

Ja  Ja  

C  1  )  式は提角民度法の基本公式から直 tこ導か

れる式である。

来筆者は置 纏 建築 ｾｎ 所 ・ 技師

5 7  XI  



｢ ｾ 即断力の方程式

任意の居の柱 Aa. Bb. Cc. の勇断力を X A，XS'  

X c，更に桂 Dd 努断力を X o とすれば

了

L

L

d-

b  
C  

k  Aι K 8 b  1f; ) ¥と

g  c  

~骨

ｾ＠ マ7初? ゑ切

( 第 三 薗〉

X A  +  X s  +  X c  +  X O =  0 が成り立つ。

ここに

X Aニー士仙a +  MaA)  

X S = 一士 ( MSb +  M ω  

た= - t 仇 c +  Mcc)  

X o  =ー士 仙d + 陥 D)

これを上式に代入す れば

( MAa 十 MaA) +  ( MSb +  MbS)  +  ( Mcc  +  Mce)  +  

与 ( MDd + M ω = 0  

n D  

然るに

MAa  + Ma A  = KAa (3伊A Ｋ Ｓ ｾ｡＠ + 2P' r ) ¥ 

MS b + MbS 二 }くSb 0 何 十 3 ψb +2P' r ) I

3  ・・. (2)

Mc c  + Me e  = Kcc Ｈ Ｓｾ｣＠ + 3<pc  + 2P' r ) (  

MDd 十 MdD = KDd ( 3ψd 、+ 2 ψD) J  

である。此 ｴｩｾ 上式に代入して整理すれば

P' r  =  ( ψA + 仇 ) t A a + C ψS + ψb ) tSb+  (伊C

庁 伊c )  tcc +  Ｈｾ ､＠ +  %  P' D)  tDd・… .( 3)

ここに
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+
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一

一

一

一

一

i

c

d

 

k
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7

1

i
引

~

(  3  )  式の右謹中 tOd を含 まき「る項は鷹部

屋博士が ( 梁の切断せざる〉 普通のラ ーメン

に就て既に示されにも のであ る。

C， 反復計算方法

節鈷の方程式 ( 1) 式 k 勇断力の方程式( 3)

式左を用ひて接角主携度を計算する のであ る

が此庭にはラ ーメン を重げる園上に此れを計

算 する順序 に就て述ぶ。

各節賠に集る材に就き r. 各桂に就き t の

値 は既に計算消み 主して先す屯( ( i 黙の控角の概

算値を求u ' 。

(  1  )  式は材端 0 ，P.  u， 1 に提角を輿へ更

に上下の材に控度を奥へ? こ場合の中央節鈷の撲角

を示す式であるが今材端の接角をすべて零、更に

桂の接度をも零とすれば荷重瓜みによる中央色↑ j鈷

の捷角が出る。

!!P 

K  

Td.. 

ψ a = 坦全 ψ'a =堕呈 ψ S = 恒 等 々

! A Ja J S 

此れを伊の概等値主 す。

此の数値を ( 3 ) 式 に 代 入 す れ ば ? の第 1近似

値を各層に就て求め得る。但し P' oのf直は未知で

あるから零として計- 算す。

Dd 桂以外の各層の P' が求まれば洩る Dd 桂

の撰度の第 l 近似値は次の式から求まる。

1Tr  2 P' r  hr 

町 = 寸 「

但し Z は Dd 桂以外の各層に就て加算する意

味である。かくて求め? こる ψ の概算値 e P' の第

l 近 似 値 を ( 1  ) 式 に代入する e ｾの第 Ｑ 近似 値

が定まる。

ヨたに ψ の第 l 近似値と P' o の第 l 近似値を( 3 )

式に代入する と P の第 2 近似値を得。

P' o の第2近似値は前と同じく

2  'Pr  hr  

ho 

にて求む、但し P' r には此の場合 P' の第 2 近似

値を用ひるこ主は勿論である。

ヨたに P' の第 2 近似値主 ψ の第 1近似値を ( 1)

式に代入して ψ の第 2 近似値を得。



)
(
 

ｯＮ
ｾＯＲＵ＠

a
 

N
 

S
N』

N、
Os

N
 

a
 

的

-
¥
"
2
.
6
牛

+
4

:
マ

'
2

+
5
.
"
6

十
6
.
6

(
，

竪E
R

E|
 

+
d

2
2

5
旬
ヨ

8
4

-
叫

4
6

5

o
u
s

寸
也

仏
立

a
.

.
三

重
豆

一
三

1
2

.
.

旦
十

1
丘6
.
え1

 
。

主
主

主
0

-牟
皇

立
さ

笠
旦

e
〈
a

。
唱

、
s

+
I

I
.
C
.
ト

十
1
1
-
.
0

十
1
5
.
4
-

十
1
6
.

ー
1
5
‘
'
B

-
/

6
5

 
-

)
6
_q 

l
 
f

吋
て

寸
0

I
C

'
l

I
 

I
 

I
 
，

 

+
7
.

0
4

 
+
'
7
.
2

6
 
-+
-'
1
.
4

之

ｾｾτＫＵ｡
万ＴＰＹＳ百ＵＰ
可ＭｦｅＱＲ
苦ＴＶ＿言Ｐデ了す］Ｍｑｓ万φＲｱ了S

3
 

0
 

+
2
.

8
3

土
Z

主
主

立
主

ι

+
/
6
.

5
'

十
/
6
.
8

1
-
1
'1.

0
 

』N
-

N
N

 
N

N
N

 
付

す
0
4
'
守

i
I

 
，

 
I

 
I

 

3ユ
Z
三
LL

 
京

叫
凶

む
町

-
O
.
e
!f
2

 -/ユ
S

O
-
!
.
、
ち
。

q
-
/
.
、
ら

η
。

ー
α

1
0
2

ＭＰＮＳＷ
ケ

ＭｯＮ
ｾＲＶ

ＭｱＮ
ｾＰＷ＠

-
:
0

6
. 6_E 

I
 

島
L

司:
r
<、

、
3、

Eι
之

、~こ
弘も一

I
 

I
 
，

 
I

 
I

 

刊
1

4
S

+」+
3
辺
.
0

"阜
埠+

2
品
.
9
空
Q十ｾ

十
0
，
/
3
3

十
a

5
/

2
"
t
O
.
6
1
S
 

+
1
.
0
0
0
 
+
/
.
1
1

'
7
 

+
3
φ

ワ
+
2
.
6
0

主
主

L
-古

a
担
5

5主
4
ト

ー
辺

'
1
L

ー4
-
O
ス
笠
q

q L
4
盟

主

てト
ＭｾＶ

ワ
Ｑ

-
0. 

5
5
L
/
-

-
Q

i.
ヴテ

-
0
.

2
/

0
 

『
メ
ヶ

e
-
(
.
8
6
 

-
I
.

q
/

 
ー
/
‘

1
'
4
-

出-
1
，
%

土
ー

。

t
i
担

Z
ー

ヱ
包

L
土

主
主

主
詔

£
土

ー

、H‘
ご

3
 

-
0

η
0
0
 
-

0
.
7
3
0
 
-
0
，汗

'4
5

-
0
.
‘
可

5
1

十
2

，4
ら

+
2

;
3

6
 
ＫＲＮｾｏ＠

+
2

ヱ
マ

ＫＲ
，ＧＲｾト

十
/
.
1

8
5

t
l.
2
3
ユ
サ
メ

2
5

5
-
+
-
1
.
2
.
$

タ
V
匂偽内-師

、内“'‘

-
0
.
0

8
2
也

色
也

T
J
_

-
o
.
位
丘

-
0
.

1
ゲ

[
J

-0，
1
5
1
 
-
0
.

1
5
0
 
-
α

1
6
3
 

t
t
G
 

bζ
℃

こ
ぶ

ν
旬
、
内
角
内
向
.
-
-
・

←
+

十

q
E
T
?
 
C

4
ω

t
、
守
、

0
.

0
3

4
-
9

 
"

 
作6
十
3、

0
∞

m
 

Ｚ［ＵＧＺ［Ｕｾ吋Ｋ活
+

 

Itl・
C!

5
8
1
4
・

<
'
1
 

-
0
.

3
0

8
‘
O
.

ζ
<

s
 
-
d
.

8
2

8
 
-
0
.
"

8
5

 

同吋

、」す
t立Z
@
2守
2
マL

+
0
.
1
1
5

守
0.

3
6

守
1
-
0
.
中

泊

。[
-
0
.
'
1
-
3

0
 
剖

位
ー

/
.
1
5
5

-
/
.
3

科
-
/
.
5
2
.

箆
ー

ヰ
主

丘
二

+
企O
.
q
弘s
ワ

斗
経

2
.

.
4当
-
/
.
笠23
8
E
7
三1

-
0
.

ゲ
3

2.
-
)
.
0
5
2
 

-
J
.
2
.
ワ

牛
一

λ
4

2

+バ
5

8
+
1
.

1
"

 
+
O
.
q
S
'1 

+
O
.
e
2
o

 
Ｔ一一

ｾｏ
一Ｔ
ーえーＭ一

､一
ＰＳ
三三主主主

ｦＭＳａ
、ＵｚＵ豆

五

ー
2
.
2
0

伊
2

、
8

2
-
3
、
2

6

切

i
ゅ
m

j
ーλ

ＰＸＢ
ィｾＯＤタＭＯＮ

2
6

5
 
-
/
.
2
3
0
 

-
1
.
2
お

半
0.

5"
4

3
憎

タ
ヂ

'2
1
-
0
.
'
2
5

ナ
0.

6
#

叫
6

5
6

-
1
.
6
2
 

イ、
6

8
-
;
.
'
7

2
 

-
/
.
ワ
タ

.
.

.
.

_
"

 

守、+』で
ト
+
・
6
+
b
+

J
 

ーＯＮＴ
ＧＱＸ

ユ十Ｐ込ＮＶＸｌＰＭ
ム豆諸ーム

ｦーＰ主ｾＶＺ盟ＺＲ
ＱＩ
二
二
J
.
，
.
話
注

-
)
.
5
2
 

-
/
.
5

8
 

-
1
.

6
5

 
-/，

6
5

 

十
0
.
q
3
4

十J
Q

6
3

?
+
・
内

α向酬酬
s

句
偏f向酬ケ

-
全
盛
主
並
-
'
3
.
立
8
与
6

当
2

ム
二

主
主

主
ー

|
 

α川
3
、
D
'
町
対
+
二
一
q
;
志

-
3
.
マ
'
5

-
'
3
.
8

6
 
-

3
月

5
-
'
1
-
:

0
.0

 
ザ

』
T

A
4・
喝

ぺ
付

的
活

十
←

+



1Jl の第 3 近似値は再度 ( 3) 式を用ひて求 tJ
o

かく の如 < ( 1) 式主 ( 3) 式を交互 iこ繰返 して

計算すれば ψ 及型T の値が迭に一定値に近づく を

以て趨首 に計ー算を打切る。

d. 賓 例

トｾ '- /2' "ー→

( 第 四 国〉

第 4 固のラ ーメンに付 きて質例 をあヤ。荷重は

12t凸梁南端の固定モ ーメン トを 40Tm とし 5凶梁

の雨端の固定モ ーメ ン トを 5T凶 とし?こ。

第 5 園〈前頁義照〉は 10吋計算尺に依る計算の

結果を示す。

節黙の廻 b に記入し? このは r. 桂の中央に記入し

?このは t の値である。節結の右下 仁コ の中に記

入し?このは ψ の概算値である。 1Jl の値は祇 の.布端

に V の値は節黙の右下 lこ順次に書き入れて行〈。

第 6 園は曲げモ ーメン ト固を示す。

( 第 六 周〕

2.  水平節結荷重

a. 携角の概算値 水平節知荷重を受〈るラ ー，メ

ンにては反 曲離は大瞳主して校梁の中手に生今る

傾向を持つ。恨 lこ梁桂の中央を銃と しTこラ ーメン

の l 節黙を取り 出し第 7 園の如き鐙形を考ふれば

X I 6 0  

M mo ( = 弘 Ko ' (  3伽 + 1Jl o )  

Mm /  =  1h Kr '  ( 3qJ m)  

M m J = 弘 Ku' (  3qJ m +  1Jl u  )  

Mtl'l l' = 弘 Kl ' ( 3qJ 鍾〉

tん

( 第 七 回〉

h  

節黒( i m に於ては. s M =  0 なる 4条件が成立する

から上式を此れに代入して整理すれば

3伊m(Ko' + K r '  +  Ku.'  + Kl ' )  +  1Jl oK。

+  1Jl u  Ka  '  =  0  

K' は持長の字分に就ての値であるから金材長 tこ就

v ， 

ては K = ?なる闘係あり 、従って

伊mー (1Jl o Ko  +  1Jl u  Ku)  

3(Ko  + Kr 十 Ku + Kl )  

.. (  4 )  

即 1節駄に集る梁柱の各中央に反曲鮎を汁限定すれ

ば中央節祭I i の提角は各材のi珊度と上下位の捷度に

依りて定る。

府部屋博士は( 4 ) の式を更 に簡易化して居ら

れるが本文の如きラ ーメンでは各材 の剛度に著し

き差が有るので寧 ( 4) 式により伊川を計算する

方が反復計算の牧創が早い。

向 ( 4 ) 式はラ ーメンを解〈に首つ.て始めに 1唯

l 回計算すれば宜敷のであるから大して手間の掛

ることはな い。

b.  郵断力の方程式

Aa.  Bb. Cc 及 Dd 柱( 第 81苗1) の虫i断力を各 Xa，

Xb.  X c ，及 X d t すれば X a ァト X b +  X c  +  X d  =  

- .sP.  が成立す。但し Z は r 府より ー|てiこ在る

P の綿和を意味す。而るに

ｘ ｾ＠ =  M Aa  : - M a A -

a  - h
r  



p  

u... 

p  

ベ

ｾ＠

hr  I円ι

l A  

7T 

( 第 八 闇〕

X h =  MBb  +  MbB  

U  - - - h

r  

X
c

二

Mcc ナMcc

“ E  

Xrl ー ‘ MOd +  MdO  
n ー

U  h

r  

なるを以て此等のイ直を 1-'式に代入すれば

。( M Aa +MaA) 十 ( MSb+ MbB) + ( Mc c +Mcc)  

十 ｾ ｲ ( MOd十M ω = - h
r  

.L:'P.  

no 

更に ( 2) 式の債を代入すれば

1fi r  =  +生 {(伊A 十仇 ) tA州 内 +ψ b) tBb 

+ Vp c +仇 ) tc出 d +  2/.'31fi 山

こごに Hr =  - hr .sP  

T r  = 2( K Aa十 K Bb +K cc)

t - 3 K Aa 3 K B  

Aa 一一一τ y 一一一一 tBb ］一 一一 ｾ ー

t 3 Kc c - 3 KDd  h  

Cc =一一寸7 - tDd = 一一 T

r

- hD  

( う) 式中の tDd を合まさ' る項は際部屋博士の

「一般剛節柿 の賞用解法」の中に既に示されてあ

る。

C. 反復計算方法

各白1射の 7 及柱の t の数値は鉛直荷車の場合

主全く同じ。先争各局の控度 1fi の概算f直を次式

より計算す

Vr = 74 α  

ここに α の値は腹部屋i: f 土が普通のラ { メン

に就では経験上最下層にて ＱｾＲ の問 、 中府にて

ＲｾＴ 、 最 上 層 Ｔ こで Ｒ 附近 と述 べられ ＱＺ 。筆者が本

文の如き特種のラ 戸メンを jry1い?このでは最ー卜層の

が中層の α もの に殆 んど等き場合が多〈あっ ?こ。

α を; 薗設定めて 1fi の概算値が定れば Dd 粧の概

算値は

1fi n  =  ＱＺ ｾｲ＠ 1fi r  

0 =  ho  

但し Z は Dd 桂以外の各層に就て加算する 意

味方ある。次に ( 4 ) 式を 用ひて各白1貼に 就き V

の概算値を求u ' 。

此の ψ 及先 に出し? こ1 f i O を ( 5 ) 式に代入す

れば 1fi の第 l 近似値を得。 1fi O の l 近似値は

1fi n  =  2: 11，: 1fi r  

一一 -
ｾ＠ ho  

よ り求u' 。

1fi の第 l 近似値と ψ の概算: 値を( 1  ) 式 に代

入し て( 但し M =  0) ψ の第 l 近似値を求む。

次 に 1fi の第 2 近似値は ( 5) 式に ¢ と7f /o の第

l 近似値を代入すれば求ま る。更 に ψ の第 2近似

f直は再度( 1  ) 式を使用 して計・算 す。 か 〈の如〈

順次に ( 1  ) 式 と ( 5 ) 式を繰返 して計算すれば

ψ及 型Tの値が一定値に近づく を以て計算を打切 る。

以上. の計算はすべて岡上 に行ふのであって共 に

賞例を示す。

d. 質 例

4，.外t

耳t 3

4. 38 

ぢ ーーー+

守、"

2  

。b

ト 下 十 一 I Z L ー斗

( 第 九 個〉

4  

4  

( 第 十 一 園 ) Ｈ筏商の都合で ｾ > に入れる J

鉛直荷重に就てWf い?こ と同じ ラーメンを水平節賄

荷重 に就て解 〈。

α 数値は最下層が 2、 中層が 4、最 ト層力 q 、と

.. 

し?こ。第 10闘の計算中 r !;: t の値は鉛直荷重の
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新 東 亜

本年に入って叉々、わが建築家の聖職への、動

員があっ7ここ左は、慶賀すべきこ主である。銃を

執って第一戟 lこ戟よ、のも忠義であれば、建築家が

その技術を以て、第一戟に御奉公するのも忠義で

ある。わが閣の建築家諸君の闇肉には、日本的な

血が流れて居る。日本の文化は、 その本来の精神

にかへて、曾て亜細亜大陸から流れ入つにもの〉

磨きがか、って居る、ま? こ西欧文明の洗錬をも経

て居る。これ等のものを克〈消化して、近代に於

て、調自の文化を創始し? こ。日蓮 t 法然の設〈宗

殺は民衆の宗毅として護展しに。短歌から俳句川

柳の民衆文事が費生 し、隆達節から義太夫節から

新内常盤津長唄ー中等歌謡が生れ、浮世縮、しっ

ぽく料理、牛鍋し封建制設から明治維新に至る

の問、その戦績Lの巷から徳川氏 300 年の太平にし

て科撃なき時代を通して、日本的な無量ある文化

が創造されて居る。これが影響の日本の建築に表

はれたことはいふまでもない。

日本の建築が、明治の初年から今日まで、 3 期

の護達を遂げて、オ スカーワイルドの「模倣の窮

まる主ころに妻衡が始まる」といふところのもの

を賞践しつ〉あることは、高人の認、むるところで

ある。この初期に於て、日本銀行の建築に、現場

監督としてあっ? こ高橋是清氏は、後に綿理大臣と

ｾつ＿こ。オ ー ストリアとパイエルンの閤境、プラ

ウレナウの町に生れ、 16才から 21才まで、ウチン

に悲惨な生活をつヲり Tこ建築助手は、今や時代の

英雄と鴛つ fこ。偉らくなる lこは、男子須らく貧し

い建築家fこるべLしと一寸いひ皮い和こならぬでも

ない。乍 f1F、輔のヒットラ{ 大糟統は、建築に闘

す る 限 れ そ の 限 下 iこ於て、ウイナア、ウエルク

シテツテの閉鎖とパウハウスの終意といふ、一幕

を演じて居る。ウィーンのウエルクシテツテとい

へば、在古にその指導者アセフ、ホフマン毅授と

コロ、モ{ ザア毅授とを連想、する、肱洲大戦後の

華やかな存在であっ? こ、まにパウハウス、 .ワイマ

戸 J レはワルグア 、グロピ ウス教授を連想するとこ

を 建 築 す

大 須 賀 巌

ろのもので、同毅授の後をうけに、ハンネス・ 7

イヤアの指導精111市が問題となって迫はれ、シ { ス

・ファン、デア・ローエがこれに代つ? こが、ナチ

ス政樺の下に解散を命ぜられに。しかし、これに

代って 「パウハウス・ペリン」として新しいナチ

ス建築に添 i 、貰験室の出現しにことは、世人の知

るところである。しかし、ナチス建築は素朴と簡

素と明朗と健全との 「自然は創造」せないが兎も

角も「自然を構成」し? こ。これに反して、わが高橋

是清氏は、日本の都市計繋するに反封 して、 「英

蘭銀行の横町は O間しかない、日本の道路を 12間

の24聞のなんのと喜んでもな いJ ) : いふと、氏は

I専ら高度金融機関の大御所と して、東京は赤坂御 t

所の傍の封建的な宏大な屋敷と E 富左右? 捜して逝

い? こ。日本の封建制から責本制へ移行するについ

ては、何程かの貢献はあっTこらうが、主主にその弐

i二来るもの、勤努大衆への時代へは、委事衡を自然

に模倣せしめ? こに過ぎなかっ? こ。

再びナチス建築に立かへって眺むるとき、性宅

建築について、わ? こ〈し宍は、明白に下.の事貫主?

認め得る。その大き lこ於てノj、きくなっ? ここし犬

都市よりも中小都市に建築教の多かつTこことであ

る 。 ( 1  ) 私人建築主の増大しTここ左は、調逸建

築土地銀行年報の報す' るところであるが、住宅建

築の小きくなっTこことは、ー商に、これに反 して

公共建築物の大を物語るものであって、相官有名

，なこれ等大建築が報せ' られて居る。これを日本に

ついて考へる時、封建制から資本主義制へ移行の

時代にあっては、奮制度の建築は勿論表はれつ〉

あっ fこが、資本家の家屋はその富を誇るものであ

るかのやうに一一職業の自由が認められ、親の家 l

屋は必十しも 、息子 l二週12 し? こ家主いふことの出

来ない時代であるにもか〉はらす¥馬鹿げに邸宅

が不必要に構へ られ、従って その家の主婦は、建

築家を顎で使ふと いよ、矯慢心すら増長 して、建築

家の良心は、金の矯めに虐げられてしまよ、、悲喜

劇が無いいまいへなかっ? こ。 ( 2 ) まに公替住宅
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の流行は日本 の津々浦んに ぢ及ん ｴｾ 筈であるが、

今日までの茸情として、こんな金のか〉 る事は、

大都市の誇示的施設であって、中小都市は ?こt:: 巾

語ばか りのものに過ぎない。その結果は、大都市

への人々偏奇 と怒っ? こ。 ( 3 ) 吏らに個人より は

中小都市、中小都市よ りは大都市が、建築主とし

てある 枇舎では、建築するものが、 ぞれに住む閤

民の鴛めに経替せられるものでなく、算盤玉に引

合は守主 L て個人はこれを停め、中小都市も手控

へ、只大都市左 いよ、無駄費の徐裕のあるもののみ

がこれを替むとい ふことでは、住宅を建築するこ

とは、 園民生活から浮動す非経済的生活であるこ

とに蹄着するのみであ る。ナチスあっては、ぞれ

が個人経替に於て断然多きを占ある現放にあると

いよ、こ主は、決して悪い現象でない。わが閤従来

の建築家泣かせの、悪かろう安からう主義の、 l  

年で建築費を 大部分取かへしてしまよ、式の、貸家

佐宅でなし利廻はりは薄いが、経済的1 ; 他の方

向に比較 J して、相首の打算もつき、建築家の良心

をも傷つけるこ t な し 員の住宅が滴逸閤民 に供

給せられて居る Tごろう主想像して、現下わが岡の

住宅難時代を顧みるとき 羨 ましく感ぜF るを得な

い。 1929年 2 月であつにと記憶する。ナチスは閤

民社合主義政権を買って「住宅建築金融の根本的

改良を行はんとする閑民社合主義側の提案は、間

合議にま Tご一度もその日程に上つにことがない。

高度金融資本はかくして満治問民にきI し新しい勝

利 を克ち得?こ のである」と叫んピ。今やその時

の聾明を如貨に賀行しつつある。わが日本主しで

も、金融機関の閤有は、漏ら建築にタいてのみで

なく、必要な時勢左駕つにと考へる。

( 2 )  

士生無事ガ十副作不平 鳴 息 言 生 戟 岡

重手取功名 唯知異英雄' 智計随庭生

太平善来財 観 世善用兵

讃岐の勤王詩人燕石はかくう fこう? こ。戦争に於

いても 平時のライパル一一政権の争奪、官の獲得

に於て 色、 いづれ も勝つことが目的であるに相違

ない。が、その目的が直接のそれによって、何等

かの祉合秩序の維持が第二の目的と してあること

は否むことを得ない。而して その秩序は、単なる

原赦回復なし新らしい秩序が一層よ く枇令民族

の生存を保障 し、 生活の安全と道義的に正義が確

x 1 6 4  

保せらる〉時 に、 文明史上 に光輝を放つもの 主し

て賞讃せられる〉の ｴｾ e 誰やらがし、ょ、Tこ。

都i li 人口 の向心的運動と遠心的運動と のこつの

作用は、そ の土地償絡の皆勤と相闘に係のあるも

のであることは 、アメリカ の ｾ ｩ ｬ￯ ｬｩ 枇合 皐合、主と

してシカゴの都市最土台皐者の研究によって示唆さ

れるところである。すなはも、 一方都市の文化的

利便を利用せん左して、 その 中心地に集まる傾向

とその混乱からハミ出される都市人の、近代的機

闘を利用して、近郊から中心俺へ往復するもの〉

増加とは、土地の債格を従来よりも 一層昇騰せ し

める。しかも、これ等遁心運動によってハミ出さ

れ? こものは、大都市の中宅、以外に叉一つの小さい

中心地を成立せしめ、それからそれと通信交通蓮

稔を 中心として営業地医が殻展して、大都市の場

.末よ hは寧ろぞれ等近郊の管業地区の方が、地僚

が高〈買はれる奇現象さへ生す・る場合があり得

る。こうなると、大都市とその衛& 都市の/)、替業

中心とが、大山系の各連峰山積の充立する如〈に.

丘陵を伏し? こる形もの地僚が生れて来る。従って

共庭に建築せらる〉ものは、自らにこれに従って

2階 3附 4附 5階の高建築を以て都市生爪・の需要に

/  

癒す、ることより、外形的にも如上の姿を地｟ｉ ｾＮ ｉ こ現

出することと篤る。そこに建築投機或は建築の悪

性投機の起るべきチャンスが幣在す る こ と と 鴛

る。少し古いが、昭和 13年10月枕の祉作事業研究

、に載せられ7こる波部光氏の昭和元年大阪市住宅年

‘ 報による「努働桝級の住宅統計‘ 」によると、 「彼

等努働者はさを韓としてよ b よき牧入獲得の? こめに

郊外地の有利な借家に住み得ない許りでなく、彼

等自身の中に於rてすら牧入の多い者は少い者ーに比

してより有利な位置即ち勤努先の近〈に住んで居

る」れ、五、銀則が示されに。わ? こ〈し共から観れ

ば、何故 ァ、穣いジメジメし? こ居住地に住んで居

るのであろうか、少しく電車賃を奮聾すれば健康

地に位ひすることが11
1

1
来るであろうにと、通到ヰ電

車の窓から眺めて毎度感す・ること なのであるが、

研究すればこうし? こ悩みもある 諜 なのである。而

して彼等の単純な。情揮は " Wi ndow' s. :Wi ndows ev-

ery wher e"  "Li ke a  t empl e of the futur e" の光輝と

“C- avyons around wal l "  ・・ looki ng down on  a  gi ant" 

荘厳さに枕惚と して憧がれて、阿片中毒者のや う

に、 諜もな く大都市の隅に呼吸して居る。ウエル



ズの a. g. wel l s はいよ、? こ。現代女性美の標準は

(  1  Ｉ 若さ ＨＲＩ 健康さ Ｈ ＳＩ 聴 ｉ ｾ さ Ｈ ＴＩ 信 仰

勇敢の，n. 備して居ること であると。市して年令に

ついて、昔は20歳蓋であつにものが今日では50成

長; に延長されて、将来は更らに長持して、その若

い時代も遣ってうj ( るとい、 よ、?こ。現在の 日本都市

に つ い て 見 る し そ の大都市生存者はどう ヒイキ

目に見ても健全でない、叉健全であり得ない。勿

論役者の好きな娘子は、その鉛白焦げが好まし

く、何とかいよ、野盤人は黒色が嫌ひで、日本人が

黒色を愛好するからとて日 本 人を毛嫌ひするそう

で、俗にい 」、妻喰 i 、虫も何とやらで、大都市臨読

者は何とか彼 とか理屈を夫々並べることであろ う

が、閣民韓位の向上なんてことは先にて洛却する

に決去ってる。 i 腐敗しっ、、安心しつ >.J

片岡令長は申 すまでも な し わが閤都市計霊の

先魔者である。今回使し? こ闘のムツソリニ首相は

ローマ帝閣の昔を今に偲ばすロ ーマ都市計書i: の賓

践者として輝いて居るし、先日リピアで戦死しに

との報のあつにパルボ線、替は移民村へ 2 寓人宛の

農民移住の集圏家屋に成功 して居るし、 ミケロア

ンヂエロの闘でもある。東亜新秩序建設の磁石が

定置せら れI んとする の時、 その粛らすお土産 は、

純 首 して待っところで あ β 。今回の命 ｾ ｩ ｦ￧ りる少

し前に、わにくしは、銀座の地下餓プラッ トホー

ムで、合長と久方振りにあふて言葉を交はしに 0

1 f * ますます元気なそのお姿は、わにくしをして

この期待を一層大ならしめに。

( 3 )  

小鳥を飼ょ、や うなものは蔽なものでな い し そ

うしに天資に恵まれ? こ閤民一一一西班牙や伊太利入

を問民性として感心し ないと、 l悩むで吐き出す や

うにいよ、人もある。叉昔の何とかいよ、賢君は、ノj 、

応を能の中から放って、これに自 FI l を興へ? こ美事

が語 り停へられて居る。 しかし、1) 、禽を飼っfこり

盆栽を柏へ? こりすることは、矢張り人生を潤す -

つの文化技術であることは否まれない。殊に餓筋

コンクリ ート‘ とし吐、聞い感じのある、しかも、そ

の中で取扱ふもの左ては、事務的である現代の都

市生活にあっ ては、山 や野に自然に生える儲木ぞ

移して、山や野よりも狭苦しL 、公園や道路に植へ

ることが必要である如< 1こ、 簡の烏 も盆栽も、人

間本位に 考へ? こな らば同じく必要なる課七。

斯る i徐裕のない 日常取引は、人の身簡なもらば、

話'1'粧衰弱とか 月下垂とか全身病的な、間位下向左

肩って来るのは論争るまでもない。支粧がi的方面

としても、資本主 義 の多く の 撃者ーによって ｾＱ へら

る〉ところの徐容とも主主り 、都合生活の短所を張

主Fーするばかりであろ う。

東亜新秩序の一環を昂す支那入、殊に北支 とい

はす・渦洲といは十叉蒙古に於ても、利1;等は天分と

して1)、禽飼育のー|て乎に恵まれて居る。といふと、

ぞれTごから いけない須らく彼等を指導 して断然こ

れを停めさせて、剛健なる東亜ブロックの閤民? こ

らしむべきであるといふ硬i反論者もあるかも 知れ

ないが、わ?こ〈しはこれに興味しない。こうし? こ

改革を企If. ilすること は、黄河の7kを逆まに 堰か ん

とするも のであって、政法でな くって 暴畿であ

る。

わにくし共は組織の力を認め、何等かの協同の

方法によって枇令に組織あらしめ、その最も力強

い ものとして都令を選ん ｴｾＧ 。都千＿を有する枇合と

無之社千? とは、今日到底J続三五、にならないことは、

数千年来の 人生記録によって誰明梢の事費であ る

ので、現代は如何に、更によ〈 都市をあら しむる

か、これ を調子主 し、計JJl し、 考察 し、 農村と都合

との連絡統制にまで及 んで来t: 。而 して合に北支

の事色さから来日11の新秩序と 、更ちに防洲の新秩序

市してこの東西の新秩序建設による世界の新秩序

にまで護展せんとしつ〉あるのである。

こ〉に世界の新秩序 とは何ぞや と考ふる必要が

生 して 予 Ｑ＼Ｚ Ｑ こ。 Ｑｾ ｬｬ 閣西の郊外 に あげられ ｔ こ 革命の担

火は、付 ＱＱ 蘭西 ー 岡の革命にと〉まらす ＢＧ｟ｾ ｦ ［ 時の奮秩

序に反抗して、蓋 |止の英雄 ナポレオンの推阿は空

しく挫折しにもの¥新臥' 洲の革命的援動は枇令

粧桝政治の各方面に影響 し、全世界にも波及する

ものがあつに。その首時にあっても、大修正をに

て革命の思想、は、賞際生活仏舟ひられ? こ のではあ

るが、その自 rll 主義と資本主義との合躍するとこ

ろのものが、先頃附掛!大戦の原因と矯 りまに その

結果とな り、 更らに今次の事盤戦役がこれに因 し

て新秩序を作る ベ 〈闘はれつ〉 あるのであ る主い

よ、て差支なかろう。人間生活の再検討再組を内容

左するものが、 今次東西の新秩序の建設でなげれ
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ばならぬ。しかも、頭の中で考へられに空理でな

く、人間生活の賓際 lこ測しにものでなければなら

ぬ。世界の人類を皆殺しにして新になる人間によ

って、理想の世界を創造するものでない限り 、人

間の長所を採り短所を矯めて従来の誤りのないや

うにする のは首然である。

民族の本性はこれを殺すことは容易でない、都

市生活を人間生活から取去る詩にいかぬ、寧ろこ

れ君事は善用して行かねばならぬとすれば、今日わ

が閣の各地大都市の百貨! 苫に見る、』屋 }二或はその

他 の一隅lこ小禽の飼育場が置かれて、幾多の婦人

小供は勿論大人すらとも、そ の固まぐるしい雑沓

生活の裡に一時の休憩慰問を奥へらる〉如〈に、

都市生活の複にノj 、禽飼育の休想慰安が存ーすること

は必要なことであるであろう。

ナチス のジ ードぶングに附随するこつの重要な

る項目は、小菜聞と小禽飼育場とである。ノj 、禽は

小 鳥でないことはいよ、までもない。その卯をその

肉を食用にするこえ の同来る 家禽及びIJ、動物が目

的とせられて居るには相還ないが、これに観賞月1 /  

のIJ、烏がつけ加へられ? こからとて悪い龍ではなか

ろう、作となれば、こうし? こものを飼ふことは翠

に物質的なもの l このみ臥られにことでなく、寧ろ

精紳的に、これを飼ふ心持ち、すなはも飼ょ、主き

の孫つきに人間味を貯離せしめゃうとするのが、

その大目的であるからである。わ? ごくし共の常に

見る経験として、大都市と郊外地主の電車のうち

の雑脊裡に一一 ァ、猛獣 の艦の中のやうな、不作

法、模着、狭智としづ、人間の鵬い方面をマザマザ

と露呈し? こうも lこあっても、赤ん坊を抱い? こ淑ま

らかな若綜人には、席を譲るもののあるのを見受

りる。これが老婦人へも男の老人へも繍張せられ

ることとなっ? こち、日本は昔に還って君子聞と見

られるやうになるであろう。その時'は大都市人が

モウ少し人間らしい生活になるのではないかと思

はせられにこともあっ fこ。

事鑓 3 周年記念日を前にして、藤原前商相の投

じ? こ、務修品の製造と販買に闘する禁止令の一石

は、わが闘民心裡の上に少々ならさ' ろ波紋を生じ P

7こ如〈である。新鶴#J i l は事 盤 解 決 の 最 要 黙 で あ

る。 間民の合理的生前は本令年来の主張ーであり 、

己に椅子式座席の新日本位宅はその一端を示すも

のとして己に提唱せらる主ころである。少〈主も

X I 6 6  

本合々員? こる建築家諸君は今後に劃する重い責任

を負よ、て居られるのである。その好むと好まぎる

とにかかはら子。

( 4 )  

わ? こ〈しは、はからす， t ，反古袋のうちから、

大阪の都市計霊が施行せらる、 前年に、稲岡の市

役所で、同市吏員の矯めに書い fこmn話の原稿を護

鬼し? こ。その中 iこ、アメリカの百貨庖主が、 IJ 、府

民を探} 1'] するに 際して探つ? こ方法の ことが論評さ

れて居る。百貨! 主主は、 . 2 人の前に糸で括つ? こノj 、

包を描り出して中味を出せといひつり 1:0 1 人は

鉄で無靴作に糸を切って、中味ｾ，ｉＭ ｈ し＿こが、他の

Ｑ 人は丁 寧に糸を解 いて から中味を ｈｾ ，して、庖主

の前に置い? こ。庖主は前の者ーを採用し?こ! ; いよ、の

であるが、わ fこくしは之に封して、庖主が中味を

-If. <  W，せと命じになら民、前の者の採っ? こ方法は

油tt であI るりれども、をうでなかっ? こち、後の者

の探つ? こ方法が遁官であるといひ、市役所の吏員

＿ こるものは Ｑｾ ・ に後者 の親切があっ て欲しい左つけ

加へて居る。いまでもなく 、前の者のやり方は、

資本主義的な遁 口で、大正年1mはこうし? こ仕打が

常に日讃され、所謂「成功」第 1主義の世の中で

は公務は思ろか合枇銀行員等ビジネスマンの事務

をはじめ各生活方商に至るまで、この利口な遣方

が風を鴛 し? こ。最少の努力を以て最大の利径を獲

得する粧桝の原理は、生産者から生産費以下で仕

入れて、需要者に仕入惜の数倍数十倍で賓ること

が商人の信僚であっTこ。か〉る問屋の要求1こ/M;す・

るが篤めに、生糸 ｾｱ 或ちして糊でこれを柿つに製

浩家もあっ? こ、この時代の流れに悼 して、わにく

しは、 セメテ公務員丈けなりしこうし? こ遣方

であってはならぬと上記の訓話を試みにのであっ

? こ。この時代から今日まで、わが閣の建築家諸君

主いへども、不知不識の問に、この資本主義的な

影響をう 1tH こ生活方法が多分に存し? ここ t は、否

むこ主力Z出来なかっ仁左思ょ、。

小住宅や農村住宅ぞ、如何に慣値あるものを作

つ? こから主て、その建築家は恵まれに報酬を貰ふ

ことは出来ない。而して八百屋にしろ米屋にしろ.

この傑作を作しに建築家に請求する主ころのもの

は、普通人に釘すると閉じ値段の青果の債であり

米の債である。勢ひ建築家は、成金氏の別荘一つ

を作つに方が、? ことへ成金趣味の、建築家の良心



は多少傷げらる、ところがある‘にせよ 、飯を?P企ひ

枇交 !二のf l拾も f lはなけ ればなら ぬま5ー伺の人間

である 以上一一生きんがnめには、沼、u ' で之を揮

ばぎるを得なかっ? こ。しかるに今や、枇令的↑ l!j 勢

は日支事裂を契機 として急: 廻怖を拐しに。 資本主

義的経消或は金融に到して統制経怖が叫は、れ、政

治も nU; 令色白 FI !主義なものを許きれな 〈なつに。

日本も亦「死か勝利か」の岐路に立つにのであ

る。東亜新秩序の湾設は、 日本民族の話すべき第

一段附として高〈掲げられ? こ。

今回の事控がはじまっ? 二世初に於て、 よく人々

の訊くことは、こ の事鑓は何時息むであろ うか何

年か〉る? ごろうかであっ? こ。市して、 事鑓 3 へ片

つけば、枇合情勢は元にかへり、自 rl !主義と資本

主義主の金融経1riが再び栄えるであろうとの思い

込が、ありありと その顔に読め '1:
0

' i  1こ事裂の1f i :

大性を説〈人々も、事もさなるが放に之を忍ばなり

ればならぬが事鑓 さへ梢めば、最J [ I ，忍ぶ必要が無

く、なる如くに聴かる 言葉を不用意に漏らし1: 。わ

にくしには、事鑓の終止とはドレを指すのである

かそれすらが己に疑問であるのであるが、J停政機

が倒れ? こ時を以てこれで ある として、第一段附で

あるところの東亜の新秩序の基礎は定 まろうが、

これが直ちに成就するとは思はれな L、。日本の歴

史に稽へて、今回の事鎚は、日本が骨て任那に日

本府を置き iji' l'功皇后が三特を征伐し給ひし時代に

相官; するも のであって、 これより日本に加はる大

陸的監迫は愈々大となり、阿部の比羅夫将軍や毛

野君将軍が闘ふ ?こ が如 〈に、蒋政樺の背後の勢力

は愚ろか自徐の枇令的勢力とも 、自然的な生存競

争力; 直後に不信rr に 行 は る 入 こ と t 主主ると先悟せ

なけれは冗らぬと思ょ、。若しこ〉で、日 本人が筑

を経め? ことすれば、欽 Iリ1天皇の御宇に任那と日

本府を哀ひ 、 天 智 天皇の 御時に白村 ｺ｣ に ｬｾ 主れ＿こコ

ースを再び辿らなければE . ' ; らぬこととなるは必定

で、日 清の戦役以来近くは日満日支の事盤に喪つ

Ｗ こ 傘き英霊 に劃して申 諜のな いこととｾる。

白村江の戦の後よりこの方、支那建築はわが悶

土の上に撃を聞き、 それが封建時代を通 して、日

本固有の建築の態様を整へ、明治以絞更らに西洋

建築の模倣から日本人の手による日本建築の華を

聞き貰を結ばんとして今次の事盤 によちよ、?ここ，とは

日本建築の大成の駕めには、寧ろ多幸 とい ふべき

であろう。

前にいよ、如く、建築家とても人間である。米も

要ればnil :交裂も要る。共封建制下にあっては、大

名が工翠のパトロンであっTこ。生前ーに心配の必要

な し 工苔家はその天分に従ってその良心的な作

品を充分に逃ることを? 得? こ。良いも のを作るに専

心することが出来? こ。わにくしの常としては、日

本の建築家に新時- 代の象徴?こ るべき良い建築を作

成せしめ んが篤めには、前 1:千?機;j :，Vj を改めて、建 築

家の生 ｦｦ￭ｾ 確保 する、新＿こなる組織 を護見すべ き

であると思ふ。この問題は政府側にのみか、るも

のでな い 建築家自身も共 に攻究すべき問題で為

るとも思ふ。

ナチスは調自の建築を創成して、恐らくは、戦

勝の飴j点を 以て西険文明の恒軸として、これを押

つりるでゐろう。日本は、新東亜の秩序建設に、

その澗自の建築を以てこれに封し、ナチス建築と

日本建築 とが雨々相待って世界文明の創造に貢献

することは、痴人の白日夢ではない。

( 5 )  

要するに 、東亜の新韓制に建築するものは東亜

を建築するものである 。

各 種 簡 易

防 空 暗 幕

迅速 ・安債 ・設計 ・施工

新 案

田中式防空遮光暗幕

工場用遮光 ・遁風・換気乗用

回 中 商

ｾ、
E E I  

E ヨ

大阪市北区堂島船大工町二O

電 話 北 @ 7 1 8 6 番
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曾 員 各 位
一

ノ告に

… … … 一 …

木 材 規 格 に 関 す る 件

木材市場品寸法規格に閥しては笥・委員令に於で数年前より研究に若手既に昭和 10年末木令

々誌を以て共の成笑を護表致候底昭和 14年 10月農林71' 令を以て }I -J材規絡規程の護令有之 、依て

本年度よ り前 記規格規程に準践し寸法規格の改正案を 磁 究 ｲ ｬｾ に有之候底〈良林行に於ても目下
改正委員合を設置の上研究中の IIJ ) 今般下記の泊り共成突を得るに王り候に就ては此際令員各

伎の御協力を得て一層完壁を期 し之を官; 路に建議仕度イバ民1m可然御批判の |ー御71ー邑御希望等至

急御申出被下様切望に不堪候

昭 和 15 年 11 月

材料委員 令 委 員 長 松 久 保 敬.

木 材 規 格 ホ 法 改 正 案 ( 翠位寸法ノ、分〉

十行 場 在 庫 品 寸 法 〈新シタ設タ〉

11 

( 許可ヲ要セザル〕製材規格寸法

種別 | 厚分| 幅 |  用
， 

記念
| 長サ 11 厚 分 | 幅 |

2. 0 
天子井板腹、下板見板塀、野蹴込地板、戸板、

厚
厚

四

降 板、 、 込 板、 六回

1王 主王
，サ

尺分

"" 
2. 5  

寸以

羽目板、戸野地板、天井板、腰板、 百日 5日 :Jリ、

板塀、 板
五以

以

上
寸下

同 同
上

‘ 3. 0 

五

同土. 棚 ぽ

ジ

シ_. 

3.5  分 同上
厚

長

五 サ板

4. 0 
主主

向上
分

寸 a

玉三

4. 5 同上、床板、棚板、絵持
以

尺

上
以

5. 0 同上、巾木、流 板 、 破風板 、 ｾ隠
上

雨押入
十十六

五
6. 0 同上、 上ゲ;板 ー 尺

寸一 五

8. 0 
向上

尺尺寸
建

10. 0 四

床板、巾木、 棚板、破属板、階段 十六

左 左
十

厚 寸

板
尺'

ｾ･＠ ｾ ｌＮＡ＠ 五

12. 0  以 向上、足代板
五

ー
尺

尺寸
以

14. 0 
上

向上
同 同

上五
シ‘' ジ

板 16. 0 :J二1- 矢板
十十

五

五三
寸

20. 0  
建

矢板
尺尺

建

2.0 12. 0 木摺、小舞下地

J」、-

本 2. 5 10. 0 向上
尺

2.5  12. 0 同上
五

寸

揃 3. 0 10. 0 向上

3. 0 12. 0 閃上

十

30. 0 

十六
3. 5 30. 0 貫、雨押、3聖子、壁下地 6. O'  35. 0 

40. 0 
尺

尺
五

慣

30. 0 
尺寸

4. 0 35. 0 賞、雨押、鏡子、壁下地、塀鯛縁 7. 0 35. 0 

、

40. 0 

30. 0 

4. 5 35. 0 同上
8. 0 35. 0  

40. 0 

5. 0 35. 0 向上

X I 6 8  



6. 0 15. 0 胴 絵

十六

月間

6. 0 20. 0 同上

=一五尺

7. 0 20. 0 同上

尺寸

7. 0 25. 0 向上、野縁、後 木

8. 0 20. 0 同上、雨 押、水切、腕木笠木

縁

8. 0 25. 0  同上、{医枠接木

10. 0  20. 0 向上

端

十 六 35. 0 
十釘 30. 0 長 押、 ( 内法軒〉

=一五尺
鈎12. 0 

40. 0 
長押、巾木

長 8. 0 

尺以
4. 0 35. 0 

10. 0 
33. 0 同上

尺寸

15. 0 40. 0 
同上

3. 0  
5. 0 35. 0 

上

12.0 
35. 0  同上

15. 0 40. 0 
同上

3. 0  五

16. 0 
40. 0 同上、巾木

寸ｾ＠
?甲

60. 0 下見板
70. 0 下見板5. 0 

7. 0 

6.0 

70. 0  
同 長

6.0 6. 0 小桟物、小舞、 気後

十六

14. 0 20. 0 

左及十
6:  8. 0 同上

コ一五尺

14. 0 25. 0 
言日 三

10. 0 ' 10. 0 生手授、釣木、彫 子、見切絵 16. 0  20. 0  
長サ 尺以

尺サ

12.0 12. 0 向上 16. 0  25. 0 
= 上

12. 0 14. 0 向上、附鴨居

十

18. 0 20. 0  
同

-ノa、-
ジ 五

111 

14. 0 14. 0 向上、野縁廻 縁、根 太 尺 18. 0 25. 0 
寸

16. 0 16. 0 同上、間柱 重量

18. 0 18.0 向上

12. 0 30. 0 板齢、笠木、数月! 鳥居

十十六
十

= 尺

左 主王

14.0 35. 0 向上、 間柱、 水切、根太

一 五
言E 言日

尺

尺尺寸

ー

以16・0 35. 0 同上
同 同

上
思リ ジ

乙-ノe  

14. 0 33. 0 同上

五

16. 0  38. 0 向上 寸

建

18. 0 40. 0 同上

20. 0 20・0 桂 、バ ム 桜太、極 木 十六 70. 0  70. 0 
左及五

記 τ士ＲｾＮＰ＠ 25. 0 五尺
80. 0 

80. 0 長 角

30.0  30. 0 
尺五

100. 0 ザ 以
以寸 100. 0 正

33. 0 33. 0  
上 120. 0 

ー 上

120. 0  
同 一35. 0  35. 0 十

ジ ー

38. 0 38. 0 
二尺

十

十 四

七

角

40. 0  40. 0 
七十

尺以45. 0 45. 0 尺三

50. 0 50. 0 
主包尺

上

55. 0 55.0 
五十

五

60. 0 60. 0 ｾ尺
寸主主

厚ド0. 0 Iい 寸 迄 五 分 建 ごuー吋?i十d尺3B十 寸U6←LB寸主z-pロ、←主守 厚ド0. 0 I  0- J : li 分 建 入 寸 迄

左及長五

卒 記 サ

長 手 寸

l協ト5. 0 1 0- J : ] i :5J'述

幅 1

1
山 上 司 建 二 賂

サ

e

回

角

主リ
J

どド

t

入

l

尺

三-←
主 = 2

建

建上尺
向

上
ジ

ｾ＠ :  I  六寸以上五分葱
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防 空 建 築 規 則 そ の 他

長或ひは企霊Z院総裁が立令つれと い

ふことを聞 いれ事もなし¥ 大衆数育

もさることながら 、lft にその賀現を

期し、宣( 専に努むるとならば、か、

0  

5濁i急が ロッテルグム を空襲しれl待

の諸に竣ると 、和関第 2 の繋書室な都

合も僅か I 1号間半で金〈の底嘘と千七

し、宛も大震災直後の東京の桜な有

機となつれと いふ。営将来襲しれ溺

機千駁官室に重苦し、之を; 丞電Zし得る

和闘機はその 10分の l に過ぎなかっ

れとは言へ、都市が本営の破媛爆援

を受げる時は、甚だ脆いも のだ と言

ふ事を教へてゐる c殊 にその主主物が 、

我固から凡ると著しく防火的な煉又

治であ ること ぞ思併せ るt 、更にこ

の感が深い。和闘は是で すっか り参

ってしまって、是 以上の抵抗の無意

義な るをft lJ 、降伏し7こものであら

コ。

O  

- 惚軍部又は内務省主盛りでは都市

の防空に就てどう考へ てゐ るので あ

らうか、徹底的に 敵機全 1! 幾も近付

げぬ確信を有ってゐるのカ¥或ひは

前ーの場合には都市は灰燈になるも

のと諦めて居るのか、或ひは家庭防

火若手その {也防設国 に絶望当なる信制を

泣いて居るのか、乃至はその災厄を

どの程度に記喰止め得る と考( て居

るのであ らうか。

防空訓練にしれ所で、燈火管iも'J は

林
主主

三抗
菰

る要路の人主主にも是非とも泌# 是を

過ぎ子 、防空訓練にはなってゐな L、、 焔感せしむる 要がめる。成る 程 新閣

少 〈もキ目蛍距離があ る様に 思 は れ にも出るし、 ニユ ース映爵にも現は

る。一般市民のこの熱心なる闘心を れるげれど 、 その賀現を一般市民に

もっと f也に有効に指導する治はない のみ期待するのは、金もなし資材も

もので あら うかo 不足な今日 に在つては無理なのでは

空襲警報中、遁行人を家の野下に めるま L 、か。

待選せしむるのは演習訓練、なれば止 法莫、防火建築規則も現行の能で

むを得ない としても 、異質の空襲を は一寸妙な事が起きて居る秘に思

受げれ 場合 に は雨 手でｉｦＮ ｾｾぎ目を ふ。 規則は既往にri>i J C_ ぬが潟めに 、

押へて地に伏すのが最も手取早〈基盤 Ｇｩｊ ｲｾ ｬＧｬ￸Ｚ市内といふ桜な所では木造の

を遊げる方法なのTごカヘ 比のことを 家屋が湖上じしれ儀であ りv 新市郊外

知ってゐる者が幾人ゐらうかo の家屋街皮少き場所に是が強要せら

各地の防護図や家庭防火君事は中身 れで居る 。大| 伎と主主って東京の近郊

三食事な演習をやり 、我々さへしっか に殊にその感が深L 、。fl Pち空裂を受

りすれば空襲恐るに足ら予と言ふ誠 げる危険率も多く 、- ' : e_ 空幸運営受げ

に敬愛ずべき自信を持って居るもの 、 ? こ場合の狐害、 ( 空襲感度〉も高〈

も少〈な L 、。殊に熱 心な人主量程さ う 旦都市の重要部?二る 部分が、何等顧

の様であ る。 この訓糠素よ り意義な られす，、却って危険率の少い昔日分が

しとせす・、就中精神的効果は凡るべ 厳 重に溢られると いふ事は一見して

きものめりとは忠ふが一一。 主客顛倒の桜に忍ばれる。勿論郊外

そして叉後らにその自信を奪ひ、 も何年かの後には市街化するでゐら

之を恐怖に隠れ るのは策の得7こるも う。然し; 焦眉の急を救ふと いふ建前

のでもな いとは思ムカヘ もっと焼夷 を採るならば、郊外地の防火化は不

協に＿Ｑ］ｾＧる爆 艇 の如何なるものでゐ 必要 な賛i宰であるとさへ恩はれる。

るか位は知らされてもよいのでめる 同じ金網がめ りセメ Y トが めるなら

まいか。 な は市民の防空に謝する警告 ばも っと有効亡使ひ度い、 RPちこの

怠が大部歪曲されてゐる様に忠ム。 場合室効主義を採用すべきでゐると

0  思ふのである。

防火改修家屋の資験が各都市で近
。

躍買る有効なものと考へるげれども 、 頃鋲 りと 行はれ る、名は賓験であっ 鮮岡市が受げ 7こ火災に掠る狽害、

防火訓練などは本省の空襲tこ鈴じて でもその笠宣fiJ，i.であ り、大衆教育が B千m図に復YH' ( 4 千部闘を加へ f こ

如何であらうか。かういふと甚だ敬 目的なのは言ム迄もな L、。然し是迄 J  1窓2 千高固めれば、六大都市のi坊

怠ｾ失しれ言ひ方であると恩ムカヘ にさうしすこ賀験に総理大臣が見撃し 火改修が大館出来上る勘定だとの事

今日 の防火訓練は矢張り防火訓練に れと いふ話 しもしなげれば、参謀者欠 であるが、 この事柄Tごげを 以ってし
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ても防火改築奨励の意味が充分にあ 態築家主主はもうー歩勇朱を振ひ起し 経験かもその割合を算出する事が出

る。須〈先つ' 保険料を扮ム様な意味 t 出来る 1:' げ完全な防空都市の出現 来ないとは云へな い。ところが、現

合で其の主要現に過をすべきでめら に最善の努力 を致すべ きでめらう。 場では、 この外に設計豊島更と しづ、ゃ

う。然し乍ら英れは飽迄防火吹修で 都市が防空的に弱健でゐるといふ事 つが突苦をして、 その? 二めの F イルの

あって防空吹修ではな L 、。「防空は は、一旦火急の場合に非常に危険で 這注文といふ事になると、問題は筒

木造家屋の改修から」といふのはi f i . あるばかりではなし、。市民の生命財 翠でゐるとは云へなくなる。器具の

にJその主主りでめるが、然しそれだげ 産や、工主主: その他の経演活動資財が 努合 t 同じく納期は僅かしかないし

では充分ではなし、。今日我h の考へ 危措置に曝されるといふ事ばかりでは 祭の劉蛍がつかなかっ? こり 、土が鎚

てゐる空襲には殆ど焼夷混ばかりを ない。例へば第三園と 外交交渉する つTこり、顔料が言語はなかっ1: 1) 、メ

目標にしてゐる様であり 、成主呈今日 様な場合に? 吉つでも、そこに非常な ーカー は四苦入苦しなげればな らな

の都市には焼夷砲が最も怖しいとし 引げ目を感じハンデキャップを 背主主 い。

ても敵は焼夷弾ばかりを? 落すと決つ はさ れる のである。押せる 所も押せ か、る悩みを解消するナこめには、

? こものでなし、寧ろ爆磁の方を官余計 な〈なる。譲もなくてい〉所も譲る 現場主任は思ひ切って、充分な、と

に使ふ のではな い か と さ へ 思 は れ 機な羽目になる。忍の最後に特に強 いつで も獄量的には何のよ りE ころ

る。然も防火吹修家屋と錐もこの爆 調し度いのはこの駄である。 もない多〈の材料を注文しでか、ら

視に劃しては無抵抗なる事、普主主家 ( 15. 9，わ ねばならない。電燈の器具が40箇い

屋主五十歩百歩でめるからである。 るものなら Ｕ Ｐ 箇位、 ｆ イ ｌ が ＲＰｾ 枚

建 築 倉

建築の設備技術者として何時い

どうにかならないものカ t 考へられ

る事に衣のような事がめる。砿ばか

りでなく多くの御同業もそう感じて

居られるのでめらうと推察するので

あるがー一一。

例へば電燈の器具一一近頃は大怒

の建物で電燈の器具を待別に設計し

て、その建物との調和を困る習慣の

ようであるーーにしてい設計に基

〈必要箇童文を歎へてその脚ピげの注

文が表せられ、メーカ{ はその鍛Tご

げの器具を製作するのが普蓮であ

る。これが施工中に何かの? こめに破

損しすこり、或ひは殺すj -W1 . [ で増燈す

るようなこ主になると、直ちに這注

文が霊堂せられる。民主力 t 逗 注 文 の 出

るE頁は L う竣功期限が近づいて、製

作が聞にめはなし、。すつにもんだの

あげ〈 、竣功式の蛍日ようや〈取付

げを終つ1: 1 ) 、一時偲の2器具で聞に

めはしてお〈等はよくめることでめ

る。それなら、あらかじめ必要駁よ

り何箇 かｾ係分に作っておげばよ い

庫 業

佐 藤 信 仁

のでめるが、そういふ侍殊の器具は

外に( 鍛つれ場合に〉使ひ道がない

し、 それも亀秀な意匠のものなら 、

f也日然るべき建築に利用する主いふ

手もみるげれど、拙劣な意匠の、{ 也

に振り向げようもないような器具を

飲分に作って、徐つれ場合、 そのス

トッ クに悩むのは嫌な主主であるから

れとへ這注文を受げて因る事があっ

ても. 、 それはその時の事として、 決

して倍、分なものは作らうとはしな

L、。

叉、外袋用のタイル等でも、仮り

に正確にひろい出して何府枚入用と

見積っすことして、一俊何割の古余裕を

みて注文すべきか。寸法色彩の正確

さに封てる要求の程度にもよる事な

カ刊 、破損も見ねばならす・、不夏作

業に困る再施工の損失も見ねばなら

争、叉、メーカーが注文を受げてか

らでい工場の腕や主主の調子、重油

や石炭の品質ｾも考継 に入れて、こ

こでも再び何割かの鈴、裕を含めて製

作せねばならな し、。然しこ、まで は

い るものなら30寓枚位といつれ具合

に注文する。そうしておげば、まづ

あらゆる営然の損失主恩ひがげない

設計担，] [ によ石棺要に重量し、充分に

カバ ーする事が出来る。然し、 こん

な馬鹿# 々しい、浮世離れのしれ注

文の仕方が世界中のどこにあるもの

か。現場主任は、竣功後、材料置場

に、 l 枚の宝石、 l 本の鍛筋も浅さす3

あらゆる材料に過不足なき注文、注

文額と需要領 k の完全な一致、を以

って工事の合理化と考へ、 その7こめ

に脳殺を絞ってゐるのであるから、

こんな無関な注文などは以つての外

である。

甚だわか りきっ? こ事を述べて来7こ

が、' l I l : 際は設計型車更 E ころか、色身

の$ ' 情に原因する材料の思ひがげな

い過不足の? こめに 、材料置場には、

色々の材料が浅つ f こり、議ひは主主物

に仕上洩りが出来7こりするこ t は儀

めて普主主の事である。

しかもこの極めて普遁の事隔が、

建築工事施工の合理化にとって致命

的な癌になってゐる事を恩へば、何

とかしなげればならないでめらう。

そこで量生る 方は構はないとして、

足らない事のない楼に、材料は充分

に注文してもらふ。そしてき女功後の
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主量材を 、 それを購入し? 二と殆んど 同

じ] / J . 慣を以って買ひとる。そんなう

まい話がめるものかと思はれるであ

らうが、買ひとる方では多方面から

色々 の主主材 を蒐集する結果、監理し

てこれを巧みに利用し一一例へば60

1見回の工事の主義材 F イル を以つで、

8000図の住宅の外援腰貼そ完成し、

或ひは、ピルヂイグの廊下燈を住宅

の玄関燈に利用する U 、つれ風に一

一買ひとつれ翠債より 更によい翠債

の販路を見つげる 工夫をすればこの

商資は成り立つのである。

こ〉に云ふ『建築倉庫重量』とは、

こういふ事業をする商賢なのであ

る。

建築倉庫業者Iまか〈て、現場の建

材のｬｕｬｬ入と軍事費量をなし、その利鞘ｾ

稼〈・外に ‘  

建築材料の保管、I l Pぢ材料倉庫と

じて諦資業者の手持ち材料や製作曾

祉のストックの保菅を引きうける 。

建築材料は大飽に於いて、製作合

祉の工場から現場へ直迭されるのが

普遁であり 、 ぞれが最も漣迭授もか

から今、品傷み も少い のであるから

この倉庫業が出現してい総べての

材料をこの倉庫を主主過させる必要は

ないのであって、各工事毎に後せら

ーれる注文材料の到着に先きだっτ、

相営工事を進捗せしめるにめにこの

倉庫の保管材料を利用するのであ

る。叉事業の中 Jl: や工事の見合はせ

等による材料の一時的置場として有

意義に利用せられるであらう。

又、材料の保管委託者が材料を金

にかへる必要を生じたる場合には、

この倉庫業者Iま、王見宅高縫材の濡入と

同僚の扱ひを以ってこの材料を購入

する 。

吹に 、こ の倉庫業者I土、この倉庫

に工作携を設備して、諸買業者の注

交を受けてヱ作業務を笹み、竣功せ

る建築物の修繕保守の仕事も引きう

It る。

拡が、 こ下に提唱するところの、

X I 7 2  

建築倉庫業の大綱はさ。っ と上述の如 慢な き挑卵Iを賜はも ば幸ひであ る。

きものである。業界の先輩各位が忌 (16. 8. 22)  

小 池 の 言 卜 を 聴 い て

9 月 6 目、 N 丸からアパ ート へ電

話がか 3 って来? 二。

「小池が… … ( よ〈隠きとれなかっ

1:) から直ぐ に D ピ ル まで来て畏

れ」

好 き な 芝 居 で い 一 緒iこ叡に行か

ないかと誘って呉れれのた. らう位の

程L、集持で着流しのま〉プラツと出

かげれのだが、 N 凡から、係りにも

意外な小池の計ｾ始めて聞かされて

「え! 本賞か」と忠は十突き 1111二。

小池の逝去はそれ程念fごつれ。 4

目前には確かに共に文幾人形の潟J f i

展を税に行って、人形使ひの履く下

駄の待殊性や、人形の足について論

小 泉 嘉 四 郎

じ1: l) 、 まれ園七九郎兵衛の殺し場

が凄惨だとか、まを入丈の痕姿がどう

のとまで話し合っすこのが…・・・。

現1 ' l に小池の椋のl I IJに坐つれ時 ど

うしに L のか混沌としれ感情しか沸

いて来なかっ7二。が小池を失つに寂

しさはこれから後になって、しみじ

み身 に泌みて来 ることであらう。小

池君主僕の交際は五年に渉るが、 そ

の問、随分無理な依績をしれことも

あつれが彼は、いつもやさしく僕の

我簡を? 認して失れれ。今、 後 が 亡

くなってしまっては、僕は友情の借

りつ欣なしの様な朱がして 7こまら

ない。

小 池 君 の 死 に 遭 ( ) て

奈 良 幸 次 郎

きいき ん、こ れは忍Tごりの経験か 門の建築筆は云ふまでもな い 哲男匹 、

知らないが、あーがれだし< r厭ゃな 論理筆、経演筆、 社合科事、 自然科

奴の登場」と「好き な奴の退場」と 祭、 美空匹、文筆、演劇映盤、給笛等

いふことがくりかへきれる。悲し い 凡そ文化と名のつ〈めらゆる部門に

ことに小池君の死もそのー? になっ 主主ってゐ Tこ。砿はこれら勧言葉を単

てしまっ7こ。世間では 「ミイラとり に羅列しれ のではな い。

がミイラになる 」 といふことがよく 彼のアィ J ル ト7 :; の六畳の部屋三

云はれるが、彼は始めか らミイラに 方に積みめげられれ移し い盟主千加の

なるつもりで勇敢に、人生探求と い 本を見? こ人な らば以上の言葉が誇張

ふ彼の道に這入って行つ? こ。そして でな い ことがわかってもらへると忠

好い意味にせよ 、 怒 るい怠 味 に せ ふ。

よ、訟は彼ほどデレツタントとして 弘主主友人がこれらの知性の集積が

その生活を終始し、 それに殉死し 7こ いつか花咲き賀る日のめるのをどん

人 間 を知らな L、。殊に晩年におげ なに期待してゐ7こことか。彼のサイ

る彼の人生におする ili 向からの闘争 ゴの無念さも恐ら〈それを果き宇し

は、も はや普主主に意味してゐ るデイ て中途に. て倒れれことであらう。こ

レツ 1J . ; y トといふ言葉とは比鮫にな れからも 「好きな奴のi昼寝」 と 「厭

らぬほど悲壮なものであつれ。 ゃな奴の登窃」が数限 りなくく りか

では彼が 日夜勉強し、研究してゐ へきれることにもう。弘もまれ虚し

? 二のはどんな事Tごつれか。それは専 き生活に戻って行こうと思ふ。



会: 三五; i. :':，報

本 t協 曾 員 中 軍 務 公 用 者 氏 名

前統護表後に於ける本協合員中軍務公用者下記の通りであります( 受付順〉

普通賛助員 仁 木 謙 治 君

常 務 曾 ( 第20日〉

時 10刃 7 日午後 5障害ー 7 i等

研 陳列湧別室

出 席 者 理 事 ， 片 岡 令 長

今林則合長

常 務 北 底主記 中西主記

三 浦 主 記 鮫 中 主 記

岩尾 七百十久保問 キー言十

棚 橋 編 隊 政 問 編 綿

議 事

1. 重要都市に於げる建築物l防火Jj

策念施に附する建議のイ牛

2. 都市問題舎議出席者鎚更の件

3. 委員合、幹事合等の報告原稿料，

支挽の件

4.厚生大令研究報告出席の件

5. 元常務、合員浦英之助氏逝去に

付香花料賂供のf牛

ＶＮ 建築用物資 ｉｬｩｾ給協議合 出席 の件

7. 合員詮衡

報 告

1. 1具築部室大台関飽の件

2. 出征、膝徴、除隊報告

常 務 曾 ( 第21回〉

時 10刃21日午後 5 時30分一一

7時30分

所 陳列復ーかl室

出 席 者 理 事 片 岡 令 長

今 林 則 合 長 坂 副 合 長

常 務 中 西 主 記 三 浦主記

重量中主記 桐 本主計

久保田 主計政岡編 斡

議 事

1. 昭和 16年度改算編成大綱カ針の

f牛

2. 日本建築文化展覧合開催の件

3. 合誌表紙製更のf牛

4. 雇採用の件

5. 合員詮衡

報 告

1. 9 月分合計報告

2. 全閣都市問題合議規事任期満了

報 告

3. IB征、除隊報告

都市計重委員禽 ( 第 13同〕

時 10月 8 日午後 6 時一 8 時

所 {具集部室

出 席 者 委 員 長 井 上

幹事 内 藤 錦 同

委員 川 勝 稗 岡 松 森

森 口 吉 岡

1. 第 7 回全閣都市問題合議線合報

1:1=. 

ロ

2. 幹事 l 名吹還の件

迷期l委員曾 〈第 8 同〉

時 10刃10 日午後 6 時一 8 時 15

，、
J J  

所 陳列復別室

出 席 者 委 員 長 池 田

幹 事 宝 置

委 員 竹 中 卒 野 森 口

横 見 中 野 浅 野

l . 建築関係法規抄巣ー習を行に闘する

日

吋

所

b

u

 

'
M
 

諮

4

心す

件

m
m

の

に

止

口

胎

報

紺

悶

G

K

資

員

物

委

用

皮

告

築

件

年

報

建

の

本

材 料 委 員 倉 ( 第 16回〉

時 10Jl IO日午後 6 時50分- 9

時

所 f具集部室

出 席 者 委 員 長 松 久保

幹 事 楠瀬

委 員 薗 昔 日 後 川 進国

1. 木材寸法規格案に付最後の検討

を加へ一部分修正す

災害強度委員a c第 8 回〉

時 10月 9 日午後 6 時 10分 - -8

時

所 倶集部室

出 席 者 委 員 長 渡 部

委員 薗 部 長 尾 景山

中 野 後 出

1. 釘の強度に関する長尾委員提出

の文献につき研究

陳列揚幹事曾 ( 第 日回〉

l侍 IOJl l4 日午後 6 時ー一一 9 時

30分

所 ・陳列努1 J IJ室

出 席 者 常 任 幹 事 小 林

幹 事 北垣 野 中

松 久 保 矢 田

1. 二 日合秋季舎合に関する件

2. 事訴事7長官十笠に闘するイキ

都市武装促塗斡事禽 ( 第 10回〕

10月11 日午後 6 時一一 8 時

20分

陳列葛別室
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出席者 幹 事 長 池 田

常 件 幹 事 宮 岡 吉 岡

幹 事 浅 野 溺 竹 内

塚本

1. 本年度本幹事合事業報告の件

2..明年度幹事舎に引滋事項の件

3. 締女子避難所防空磁の1定例? : ' パン

7 レツ トに作成のf牛

曾聖書幹事曾 ( 第 9 回〉

時 . 10月14 日午後 6 時一 9 時

所 倶楽部室

出 席 者 幹 事 長 松 本

幹 事 大下 川 人 北 坦

坂口

1. 本年度最後の合員募集に糊する件

2. 11 万見事に閥オるイヰ

建材艶給に関する鵡 漬曾

時 10刃15 日午後 6 時 10分- 9

時

旬r f具集部 室

a'，席 者 今 林 彦 太 郎 氏 外 約150名

1.午後 61時10分今林副令長関合を告

げ本タは今般大阪府より告示せら

れれる大阪府建築用物資配給統制

協議合規程に基き協議舎の内容共

f也につき蛍局の説明を槌取するこ

とは合員各位の稗金する路大なる

ものめりと思考し本講演舎を開催

しれる旨の挨拶あり直に玉置講師

を紹介す

1 . 講師大阪府建築課地方技師玉F 蚊

次郎兵は下記題名の下に懇切なる

説明 ?:'2 時間に及び講演あり隠衆

舎良一同静聴す

建築用物資視給統制に就て

1. 午後 8 時より質疑態舎に入り各令

員より極 h 質問あり之に 劃し玉置

講師は一々舷答あり合員の1卒者主貨

に不w>

L 午後 9時今林副令長より玉i i ' t 講師

に重量し謝鮮を述べ一同拍手会以て

之に利し盛合襖に閉令解散す

ＱＮ 合 革路狭溢の Ｗ こめ瀦議出来ｾＮ ｬｊし合

員各位に多謝す

X I 7 4  

時

所

i I 割隠密室款季大曾

10足20日午前 11時一一午後

7時30分

千年家阪国民邸見皐並有 J潟

兵衛波官官懇親合

出席者 吾 妻 義一民外36名

1. 蛍日は早朝より生憎雨天となりし

も熱心なる合員各位は集合研Tこる

市中有電車神戸廃に三身五々集合殆

んど後定の人員に蓬す

1. 午前 11時50分表@ 電車にて一同出

後同線谷上履に下車 3 了自主にして

千年家阪回路治氏邸に到着一同小

憩の上主体首の百日付を受げ中食を喫

す

l. 午後 l 時三浦、幹事ー坊の挨拶を述

ベ同家の研究者 ?こる紳戸高工教授

野地1彦左民を紹介す

1. 野地教授は同家建築の年代、様式

其f也に亘り研究の結果より参考と

なる有金の講演あり夫れより一同

熱心に同家の各方面を見事官

1 . 見当匹終了後二 班に分れ懇親合場?こ

る有馬兵衛絞官官に 向ひ午時 3 時全

員合容に到着午後 5時まで自由行

lliJ J  C此問国碁、約段、温泉入浴、

散策等各自忠ひ々 に時間 を過す〉

l. 午後 5時半一同着席三浦幹事幹事 、

長に代りて挨拶を? 述べ宅たで高坂斡

事より本大合開催に蛍 b大林組よ

り多大の援助め り7こる旨を報告し

出席者一同を代表して大林組員立に

謝し感謝の怠を表し直ちに関宴

1. 午後 7時半各自十二分の歎を議し

疲合棋に閉宴無事散合す

1. 包' 日は降雨の? 二め出席者各位に謝

し何かと御不便を奥へ且前端不行

屈 の鎚多か りしことを多謝して初

筆す

曾 員 動 静

区二三日

曾 員

井上友太郎君 旭区赤川町 1. 123 

( 建築事務所自瞥〉

市川正三郎 君 南区宝石屋町2の61 共

立定着ま商舎内 ( 共立

官tAま商合〉

加 藤 義 男 君 旭 区 宏、)11町 l. 788  

( 鍵f中 組 電 天 王 寺

2. 927)  

岸本 精 君 兵 庫 勝 哉 摩 郡 叉 木 村

下新聞字甲子園口 18

Oの2 C株式合元士山間

工務底〉

国主是 正雄君 西区江戸掘南主主4のl

! 大和鍛工所内田遜

工務底内〈岡遁工務

庖〉

増田邦二郎君 兵庫版 武ｾ祝日鳴尾村

焼屋敷 5li iq自国( ヤ

マト盗殺株式合社不

動産部工務課〉

石田 定 文 君 紳 戸 市n合医脇涜町

l の53 大林組紳銅山

手詰所内〈株式含祉

大林組〉

菊岡鹿治郎君府ド: l t 河内郡枚方田T

学阪( 自瞥〉

桑 原 勇 君 兵 庫 燃 武 庫 百11大庄村

西大島北の口 322

( 東洋コンプレツ ト

株式合社〉

:藤 弁 菊 ニ 君 兵 庫l将武摩郡武木村

甲子園口字型ｾＦｰ ＲＲＵ

( 長谷部竹股建築事

務所〉

吉 本 務 波 君 普 主E賛助民より縛格

特別 賞助貝

菊池五男利君 山中市機自民本遜 4 の

24C増成土木主主築株

式合祉大阪支} 苫〉

f中野梅太郎君 浪速区東紳田 町873

( ヨ記商白管〉

村 谷 定君普遁主主助氏より縛絡

111本 昇一 君 京都市 上京底下長者

-町新町西入88 C大阪

餓道局工務官11 建築

課〉

小 林 久 男 君 港 区 北 境 川 町3の95

〈大阪マプラス工案

所〉



ｾ 岡順三君柿 戸市 灘霞 舵 寺南遁 合大阪市役所建築部 建設事務 所建 築係内

l の33( 日本ポリノ イ 村島 彩 君 依 悶市原町2. 339 岡部 般 君 布施市去を屋西4の63

ト建材製造所〉 ( 悶 〉 小原 カ君 兵庫県系武庫 郡 本壬村

山本 友 松 沼 商監阿波座下遁 l の 井 ! 二 一雄君 丙院江戸姻ヒ遁 l の6 森350

16 ( 合資合社谷口 商 ( 電土佐姻7.210) 佐 竹 義 雄 君 紳戸市紳 戸鼠 元町遜

底〉 馬野七登君主 株式合社竹中製作所 2の256の3

( 電惚)li I.314)
横 瀬 康二君 京都市右京阪l機峨 天

曾 北川 正 嫡 君 筋 木 際 日 光 町下本町
龍 寺 中島町2

鈴木長三郎方
特別賛助員

令 : 員 久 保 正 一 君 旭 区 南 島 町884
河津喜之助宕 府 下t豊能郡 中曽嶋 %1

JlWi筆 紀行君 佐 野 一義 君 東 淀 川 区 三 関 本 町57
部433

地 方 舎 員

〈定三岡 329)
久野銀太郎君 西宮市 外上 甲子園幸雄

本 田 官雄君

井川 真 雄 君 名 古 屋 市 港h温熱田市j
天252

新聞字辰巳410 住 友

浅 尾 健 太 郎 君 住吉直 昭和町東4の2

普通賛助員

金属工業名古屋工与野
7  ( 電卒皇子286)

主質問幸 衣 郎 君 大林 武 君

建築部内

高坂信次郎君 日刊 土木建築新聞社

L縛 居 ・ 轄 勤

谷口治i i [1君 満 洲 閣 公1".嶺樋 口 部

( 定 土佐堀 4. 032)

隊孫野隊

岡 本 金 男 君 兵庫燃武庫部本 山 村

舎 員

地 方 曾 員 森字今:l t 251  

扇 源助君旭院新森小路: I ! J ー了

栗 栖 信一君 岸 和 岡 市 南 上 町 1449
耳E岡 蝦夫君 長崎市 中川)IIH置茶 屋

弁 fH 松話器君 新 義州府栄町5の4の
52 ( 倉庫 業象務 長 崎

目

高橋誠義君四日市 市 ｾ岡南起 Ｒ Ｎ
5 大林組新義州、l出 猿

ζ ユ ース邸l惑の

996 東邦重ヱ業社宅

所内
同村 嘉 啓 君 高 知市捜橋主主 l の123

1. 021盟主内

右 困 惑ー君 京 媛FM旭町 l の78 紳

吉瞭太郎カ

普遁賛助員

手 木 貞 夫 君 住 吉 区 高代西五ノ 8

す木 綾君新京特別市' l 2 l 紫路71

大 嶋 千 太 郎 君 佐世保局経由民門様

並 木 長 音 君 府下泉南郡多奈川村

5 筒井ピル 15自覚

援地本 部

谷川港

間 村 千 男 君 佐 世 保 市 佐 | 叱 保 海 軍

-高 卒 徳 、 衣 君 佐 世 保 市 部 津町29

坂 本 啓 一 君 尼 崎 市 杭 瀬 堤 外 3

主主築昔日第二課 泉 附

阪庄組出張所

問中 辰夫君' 住吉区爵代東4のl株

川村径三郎君 東京市四谷広徳馬町
立 田 秀 夫 君 東 京市麹町 民 霞 ヶ関

式合社木村組〈官Z南

新! の 18 朱雀荘内

3の3 同潤舎建設部

6005)  

lli l田 善 増 君 住 吉 広 平 野 西 ノ 町45
第二技術課

伊膝 幸一草寺 保式合量士清水組大阪

卒尾 恒一君兵庫県系川没邪立花 村
問中 歎 雄 君 札 幌 市外周 寒陸軍官

支 1;5

塚口和幾圏63
会第三原21貌

西原 直一草寺府ド三島郡茨木町

演野幸事ｾｬＧｩ ｲｬ 君呉市東 片 山 田ｔＳ Ｑ の ｬ 野 崎 謙 三 君 ・ 東 京市本郷区駒込曙

殿町〈大阪市役所建

荒 木 正 利 君 恰 爾f賀市喰爾演畿 道
町 11 .

築部第一建築課〉

亀井幸次郎索。 千葉照市川市入幡

四 天 王 寺 五 重 塔 特 輯 競 ( 守築i 社長) を お 買 ひ 下 さ い /

2. 056 同; 間合建設昔日

村 野 路吾草寺 兵庫県菜川主金書s小滋村

米谷裁座西24 ( 定資

天王寺五重塔に就いて

内

深554)
讃 仰 …・・・ ・… … … . . . . . "…・・… ・ ・ - 一 村 悶 治 郎

上回 司 郎 君 堺 市 三 間 ケ 丘 町350 言葉より見7こる『塔姿』 ・・ ・・…・ー・… .. . … … 瀧 淘 民 弓

石井 茂 君 j巴隠合扇町 134 容 再建成る四天王寺五重塔… - …・ ・・… … ・ ・ 藤 原 義 一

井 上 質 君 大l仮j虚信局R品質課工 四天王寺再建五竜浴 に就い で ・… ....・ H ・.. … 吉 村 孝 義

事f系

申 込 先 | 本 協 合・振 替 養 毅・3 9 9 7 5 番 | 定慣 80銭 ・ 送 料 3 銭

富士間重 一 君 東 区 京 橋二丁 目分際、
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建 築 材 料 陳 列 場 出 晶 者

棚番強 | 材 料 薗 別 出 品 者 l 棚 番 披 l 紡 料 個 別 出 品 者

五 品 名 、 齢 、 彫 刻 | 岩 糊 子 株 式 側 I  34 I品ンタトト型枠問先| 内外建 材 合 酌 祉

M lZ ル Y イド九ーアヰシ| 回服用化工 株 式含 批I 35 Iγァーハンガー |卒松釣戸車製造所

4  ¥ェ F ーナイト 木下議三商底

う |銅製建具建築材料 ・| 三機工業総式含社

36 10  S  C 詮築金物 大信洋行大阪支庖

矢橋大理石商庖37  1大理石及人造右

6  1聖 子炉 生 陶 器、磁器|名古屋製 陶株式曾社 1 38 

7 - 8  I喜男2お よ 日 本 石純| 野時三郎海底 I  39 I醗 用 陶 器 及 工 臨 時山製陶所

9  m I防空塗料ペ トナー |ペ トナ ー化率工業所 I  ，̂  I  
ei5  I不二式竹 レー ノヘ Ｑ｟Ｚｾｾ ＮｭＮ ［Ｚ｟｟Ｇ｟］ｕＧ＠ I  40 I米原式武者窓、換気天| 米原商底

1  椅子戸滑器及床板| 大阪伊丹商底 I  - ' v  I窓、防空換気屋根

10 1; 子7f7ツグ、スト1: コご1レーヂ Y グI41- 4z j 予見類一式 |奥村重兵衛商底

11 、|チツソライト 板
料塗火
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工
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14 I及 7 ア イ パ ー ダ ク ト| 株式令枇影久商底

他 附属品

15 1衛生器具 | 大阪減口研究所

16'  1電燈照明器具

17 1衛生器具

18 1耐火木材、耐火塗料

林電器製作所

西原衛生工業所

44- 45 I総菜用金風材料ホワイ |住友金属工業総式合誕

1 1- 7 "  c  ; y ズ水準鋼管

46 1板 橋 子 |日本板橋子縁式舎祉

浅野物産様式舎社建材

部

47 ケンテキス
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60 I屋根宝石各 稽 高松菊治郎商 ｦｾ

61 1鮒置を防水材料 問中昌司商1苫

33 

ドアーチェック、アロ |日本ドアーチェック製 I

- ヒシヂ、 z フ. ]) ;y I作 所 I  64 I繊維製絶縁板、 エムテ |日夜物産株式合註
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細 警 娘 | 材 裕 司 l J lJ 出 品

66 

65 IノJ ーノレワツク

リノリユーム 7ツタス |金 開化皐研究 所

67 1防水鮒ロ ータ λ

68 I靖子製品

69 

70 

株式令量士島同事骨子製造

所

者
者晶

98 I瀬戸t嘉文一式 瀬戸焼友関西出張所

99 I日之出印アス 7 アル ト! 日本産築紙工大阪支庖

加工品

100 I洋室家具援飾 中原家具鍍飾底

71 

朝日鎧スレート、波形|朝日スレート株式含祉I 101 

スレート

102 I建築用金属板各種 | 日本金廊工業株式舎訟

72 I防空用旭百音;幕

73 

旭 レ戸/ 1 - 株式令量士

74 'I :r. p  = ツトパイプ |野田合名舎社

75 l陶製階段用繍 問、同床|鍋 要投町エ場

F燥S正慾

76 I左官壁材料一式 南育宏本底

77 

スカイライト、ェーピ|内外土木建築材粋合資

ー メ F ル |令註

78 1E議 議 賢官、冷媛|恐 怖興業 様 式 鮒

79 

80 

日l

82 

83 

1/1- - 7 イング

84- 85 1; ーパ ライト |佐久間工業株式舎批

86 Im':/ チクラス及硬化竹|日本 間 工 業 所

. 87 

103 

104 
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編 館

後 ti f!

0 合長がイタ リヰ か ι 鍔もれて合員が!具集部の部屋

に集って伺つ1: i ¥舌は、出席されれ方々以外にはつTこ

へにく いが、貨に感銘の深いものでゐつれ。日本の

間際的な立場の強L 、半面と弱い牟面を如貨に教へら

れ技術者として間〈もの聖堂奮せざるなきお話の内容

であっ? 二。

0 これを合誌、にそのま、採録し? こいので めるか、時

世はこれをそのま〉に 許して〈れる と恩へないので

ある。我々は今は常に言葉に表さす' 肝に銘す' ベき事

柄が多々あるのである。令長から更に深刻な諸般の

御意見をイ司ひ7二い ι 云ム意向は我キ前から戸抱して

居るのであるが、 もっとも舎員諸氏に相ふれる様な

形式ｾとり ＱＺｾ 、 事情しこれをとり＿こ〈ない事情と

の相克に悩んで居るので み る。 これは合報編偶者と

しての立場であるが。

0 新鐙桐j の言葉に響に燦十る如〈建築界の新世豊制

と云ふ問題が方々で論議せられて居る様である。 こ

ないだ何かのジャ ーナルに新館制とは改名運動かと

云 ふて 9 イガースが阪紳寧になっ? 二り職工と云ふの

を工士主云はう k か云ム様な事柄を皮肉な調子でか

いで あつれ。名前 ｩｉ ｾ かへることは楽なことでしかも

大 し れ 利 も な い 内 容 を か へ t 行くことは本質的な

ことで一ばん困難なことで め る。

0 雑 誌、協舎の雑誌はこれでいいのか。いつも自 問

自答いや白間不自答して居る。所詮は次々に合員の

中から新しい暦の人身に編慌に? こづ さはって]芝ム事

Tご。つまらない筆者はL、つもえもい名前I を引ばり出

す。］イチエの捉ん だｾ理は只「高物は流鱒す 」

( 棚 橋 記 〉
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本童書に掲載せるものは、一切これを徳島にて

将軍Eし叉は単行本 iこ上梓その他の複製行錯を

なすことそ書聖子@

庚 告 掲 載 料 金

ぺJ ｉ ｖ 己王己 ｾＱ｟ Ｕ 竺ｌ
グ ラ ピ ヤ I 1 頁

cm 2 頁〉

l 回 45. 00 

目一一一一一ーーー一一』一一ー一一一一ーー- 1 -ーーーーーー一ーーーーーー

弘

普 ー 遁 I 1 頁 I 1 回 I 20. 00 
「後1甘館1J ( ) - -， I  • ｾ＠ I  

一 一一
普 遜 I 1、頁 I 1 回 I 25. 00  

( 後貯館2頁) I 、 I  

一 一 一
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は待約底へ、振替貯金叉は潟替で御扮込を

願ひます。郵券代用は一割培、代金引換は

お断り致します@
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